
習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

事業名

事業の概要

◆子育ち・子育ての拠点となる市立こども園を、中学校区を基本としながら地域バランスを考慮し整備を推進します。
◆市立幼稚園で今後保育需要が見込まれる地域にある施設については、保育所機能を加えた私立幼保園として、こども園化を図りま
す。
◆市立保育所については、多様な保育サービスの実施（延長保育の拡大・休日保育・一時保育等）を推進していくため、段階的に私立
化を図ります。
◆乳幼児人口が急増し、保育需要が多く見込まれる地域においては、優良な民間保育所の進出を計画的に促進します。
◆市立幼稚園については、定員の適正化を図ります。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 １　教育・保育の機会の確保
担当課 こども政策課・こども保育課

施策内容 １　基本的な教育・保育事業の整備

１　こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編
令和元年度

事業費決算額
―

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆COO本大久保保育園について、保護者の要望や意見を法人に伝えられる仕組みが整うまでは三者協議会の枠組みを残し、保護者
の不安を解消するよう努めます。（こども政策課）
◆「こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第３期計画」の実施状況　100％
◆引き続き、安定的な保育園運営のための定期的なこども保育課指導主事による助言指導を実施します。（こども保育課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆ＣＯＯ本大久保保育園ではこども保育課職員の引継ぎ職員が１年間継続的に支援を実施するとともに、指導主事の定期的な支助言
指導により、園経営や保護者対応がスムーズに行われるようになりました。（こども保育課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆COO本大久保保育園については、三者協議会を通して保護者の要望や意
見を汲み取り、園の運営に反映することで、保護者の不安を解消することにつ
ながりました。（こども政策課）
◆みのりつくしこども園・ブレーメン実花こども園については保護者ニーズを踏
まえ必要に応じて訪問し助言指導を実施しました。タイムリーな助言指導は、
早い解決につながって保護者満足を得ることが出来ました。（こども保育課）
◆ＣＯＯ本大久保保育園は引継ぎ支援員が一年間いることで保育や行事、保
護者対応について助言指導がその場でできスムーズな運営につながりまし
た。（こども保育課）

◆COO本大久保保育園については、保育士の確保ができておらず、定員を減
らして受け入れているため、今後も指導・助言が必要となります。（こども政策
課）
◆ＣＯＯ本久保保育園は月一回の定例訪問の中で保育、行事、保護者対応等
具体的な指導を実施します。（こども保育課）
◆つくしみのりこども園、ブレーメン実花こども園は定期的に訪問を実施し安定
した運営の確認を行います。（こども保育課）

令和元年度
事業目標

◆COO本大久保保育園については、平成31年度内に認可定員である177名の受入れが行えるよう、職員の雇用について引き続き、助
言・指導を実施していきます。また、開園後も引き続き三者協議会を行い、保護者・法人と連携を密に取ります。（こども政策課）
◆幼保連携型認定こども園青葉幼稚園において、安定的な施設運営がなされ、質の高い教育・保育が提供されるよう、助言・指導を
行っていきます。（こども政策課）
◆引き続き、こども保育課指導主事等が定期的に訪問することで、私立こども園の教育・保育および園経営に関して、指導・助言を実施
します。（こども保育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆COO本大久保保育園について、職員の雇用等について、助言・指導を実施しました。また、三者協議会を４月、６月、９
月、１２月、３月の５回開催し、保護者・法人との連携を取りました。併せて、会議録を全保護者へ配布する等、情報提供に
努めました。（こども政策課）
◆令和２年度から令和７年度を計画期間とする「こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第３期計画」を策定
しました。（こども政策課）
◆民間認可保育所であるCOO本大久保保育園の開設に伴い安定的な保育園の運営に向けてこども保育課指導主事によ
る訪問指導を実施しました。（こども保育課）
◆幼保連携型認定こども園青葉幼稚園の開設に伴い、相談や助言を実施しました。（こども保育課）
◆みのりつくしこども園・ブレーメン実花こども園に対し、こども保育課指導主事等が定期的に訪問し園の状況を把握すると
ともに、保育の充実が図れるよう必要に応じて助言や支援を行いました。（こども保育課）

評価指標 ◆2期計画の実施状況 令和元年度数値 ◆100%
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 １　教育・保育の機会の確保
担当課 こども政策課・こども保育課

施策内容

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

令和元年度
事業目標

◆小規模保育事業所の整備については、第四中学校区及び、第五中学校区の0歳～2歳までの待機児童が多く発生しているため、平
成31年度でも、引き続き公募実施を検討します。（こども政策課）
◆認可外保育施設「保育ルームロゼッタ」が、小規模保育事業所へ認可移行予定のため、助言・指導を行います。（こども政策課）
◆小規模保育事業所の適正な運営が図れるよう監査を実施します。（こども政策課）
◆一時預かり事業の予約方法を改善します。（こども保育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆認可外保育施設2園を小規模保育事業所に移行し、令和元年10月1日に1園、令和2年4月１日に1園が開園できるよう、
助言・指導をしました。併せて、施設整備費の一部を補助しました。（こども政策課）
◆小規模保育事業所の公募を実施し、令和2年4月1日に2園が開園できるよう、助言・指導を実施しました。併せて、施設
整備費の一部を補助しました。（こども政策課）
◆小規模保育事業所の適正な運営が図れるよう、施設監査及び確認監査を実施しました。（こども政策課）

評価指標
◆通常保育定員数
◆一時預かり利用児童数
◆時間外保育・延長保育利用率

令和元年度数値
◆3,086人
◆16,169人
◆84.1％

１　基本的な教育・保育事業の整備

事業名

事業の概要
◆多様な保育サービスの充実を図るため、既存の幼稚園・保育所の一元化や子育て支援拠点としてのこども園整備を推進します。
◆小規模保育・延長保育・一時預かり事業の充実を図ります。
◆新規施設事業者が円滑に事業を実施できるよう、相談・助言や小規模保育等の連携施設のあっせん等を実施します。

２　教育・保育施設、小規模保育の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：地域型保育整備事業
決算額：98,846,000円

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆認可外保育施設「保育ルームロゼッタ」が小規模保育事業所へ移行し、「ロ
ゼッタ保育園」（定員18名）が令和元年10月1日に開園しました。（こども政策
課）
◆認可外保育施設「ポピンズキッズルームイオン津田沼」が小規模保育事業
所へ移行し、「ポピンズナーサリースクールイオンモール津田沼」（定員18名）
が令和2年4月1日に開園しました。（こども政策課）
◆小規模保育事業所を公募した結果、令和2年4月1日に「みらいつむぎ谷津
保育園」（定員19名）、「ひまわり保育園Sola」（定員19名）が開園しました。（こ
ども政策課）
◆小規模保育事業所の適正な運営が行われるよう、平成31年4月1日までに
開園した9施設を対象に、施設監査及び確認監査を実施しました。（こども政
策課）
◆ブレーメン津田沼保育園、菊田みのり保育園にて一時保育が始まり、順調
な運営が実施されています。（こども保育課）

◆小規模保育事業所の3歳児の受け入れに係る連携先について、1事業所か
らの連携先が複数になるケースが多くなってきていることから、今後は連携先
の整理が必要となります。（こども政策課）
◆小規模保育事業所の施設監査及び確認監査については、施設数が増加し
ていることから、計画的な監査を実施する必要があります。（こども政策課）
◆一時保育事業の枠は広がりましたが、予約方法にはまだ課題があり、キャ
ンセル待ちから利用につながりにくい現状が課題です。（こども保育課）

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆小規模保育事業所の適正な運営が行われるよう、施設監査及び確認監査を実施します。（こども政策課）
◆一時保育事業の中でＩＣＴ等を取り入れた予約方法の研究を実施します。 （こども保育課）
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

担当課 こども政策課・こども保育課
施策内容

３　民間保育事業者の多様なサービス力の活用
令和元年度

事業費決算額
事業名：民間認可保育所施設整備事業
決算額：26,250,000円

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆COO本大久保保育園について、保護者の要望や意見を法人に伝えられる仕組みを整うまでは三者協議会の枠組みを残し、保護者
の不安を解消するよう努めます。（こども政策課）（再掲）
◆引き続き安定した運営経営、保育についてこども保育課指導主事による定期的な助言、指導を実施いたします。（こども保育課）
◆第一中学校区に民間認可保育所を設置するために法人選定、施設整備等行います。（こども政策課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆COO本大久保保育園については、三者協議会を通して保護者の要望や意
見を汲み取り、園の運営に反映することで、保護者の不安を解消することにつ
ながりました。（こども政策課）（再掲）
◆引継ぎ職員による引継ぎ期間を最大の1年間実施するとともに、こども保育
課指導主事が定期的に訪問し、問題解決に向けて対応することで安定した園
運営等に成果が見られました。（こども保育課）

◆COO本大久保保育園については、保育士の確保ができておらず、定員を減
らして受け入れているため、今後も指導・助言が必要となります。（こども政策
課）（再掲）
◆引き続きこども保育課指導主事が定期的に訪問して園運営の助言を実施し
ます。（こども保育課）

令和元年度
事業目標

◆COO本大久保保育園については、平成31年度内に認可定員である177名の受入れが行えるよう、職員の雇用について引き続き、助
言・指導を実施していきます。（こども政策課）（再掲）
◆幼保連携型認定こども園青葉幼稚園において、安定的な施設運営がなされ、質の高い教育・保育が提供されるよう、助言・指導を
行っていきます。（こども政策課）（再掲）
◆引き続き、こども保育課指導主事等が定期的に訪問することで、私立こども園の教育・保育および園経営に関して、指導・助言を実施
します。（こども保育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆（仮称）京進のほいくえんHOPPA津田沼ザ・タワーについて、令和２年８月の開設に向け、施設整備の一部を補助しまし
た。（こども政策課）
◆COO本大久保保育園について、職員の雇用等について、助言・指導を実施しました。また、三者協議会を４月、６月、９
月、１２月、３月の５回開催し、保護者・法人との連携を取りました。併せて、会議録を全保護者へ配布する等、情報提供に
努めました。（こども政策課）（再掲）
◆こども保育課指導主事の定期的な訪問による園運営経営に関して定期的な助言、指導を実施します。（こども保育課）

評価指標 ◆民間認可保育所施設数 令和元年度数値 ◆11施設

１　基本的な教育・保育事業の整備

事業名

事業の概要
◆通常保育受け入れ枠の拡大や延長保育時間の拡大、休日保育等に民間保育事業者のノウハウによる多様なサービス力を活用しま
す。
◆市立保育所・幼稚園の私立化及び新規民間認可保育所の誘致を推進します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 １　教育・保育の機会の確保
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆小学1～3年生並びに特別な支援を要する児童の全入制を堅持した上で、施設整備及び職員確保に努め、安心安全で安定的な放課
後児童会の運営を継続し、待機児童の解消に努めてまいります。
◆放課後児童会職員との意見交換等を実施し、職場環境の改善や児童並びに保護者にとってより良い放課後児童会を運営できるよう
進めてまいります。
◆放課後児童会を円滑に運営できるように保護者並びに関係各所との連絡調整を強化してまいります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆長期期間中の開室時間を早くしてほしい。（保護者）
◆一部屋あたりの定員が多い。それに対する職員数も足りないと感じる。（保護者）
◆人数に対して部屋が狭い。市全体の児童会数を増やしてほしい。（保護者）
◆４年生以降でも長期休暇の際は利用したい。（保護者）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆前年比112％（R1：15,862名、H30：14,127名、H29：12,980名、H28：12,482名）
の児童を受け入れ、安全安心な児童会運営を実施することができました。
◆職員確保のため、近隣市を含め職員募集のチラシの配布を実施しました。
◆令和2年度に向けて、つだぬま第一・第二・第三児童会の民間委託準備に
取り組みました。また、放課後児童会おやつ提供業務の民間委託準備に取り
組みました。

◆待機児童の早期解決に向けた施設整備や職員確保の推進について課題を
残しています。今後も最優先課題と認識し解消に努めてまいります。

令和元年度
事業目標

◆小学１～３年生並びに特別な支援を要する児童の全入制を堅持した上で、施設整備及び職員確保に努め、安全安心で安定的な放課
後児童会を継続的に運営し、待機児童の解消に努めてまいります。
◆平成31（2019）年4月より民間業務委託を開始した藤崎第一・藤崎第二・大久保東児童会が円滑に運営できるように保護者並びに関
係各所との連絡調整を強化してまいります
◆放課後児童会連絡会議を通じて、放課後児童会職員との意見交換等を実施し、職場環境の改善や児童並びに保護者にとってより良
い放課後児童会を運営できるよう進めてまいります。

令和元年度に実施した事業内容

◆小学1～3年生並びに特別な支援を要する児童の全入制を維持しておりますが、小学4～6年生については施設未整備や
支援員不足により令和元年8月1日現在にて最大93名の待機児童が発生しました。
◆民間業務委託を開始した藤崎第一・藤崎第二・大久保東児童会も含めた放課後児童会を利用している市内全世帯保護
者に対し満足度調査を実施しました。
◆放課後児童会連絡会議を年間9回実施しました。放課後児童会職員との意見交換等で職場環境の改善や児童並びに保
護者にとってより良い放課後児童会を運営できるよう話し合いました。

評価指標

◆施設数
◆定員数
◆児童数
◆支援員数

令和元年度数値

◆29施設
◆1,836名
◆延べ15,862名
◆59名

１　基本的な教育・保育事業の整備

事業名

事業の概要
◆各児童会において、小学校1年生から6年生までの児童を受け入れます。
◆児童の受け入れのため、小学校の余裕教室等、必要な施設整備を進めます。
◆特別な支援を要する児童がいる放課後児童会には、職員を加配します。

４　放課後児童会の運営
令和元年度

事業費決算額
事業名：放課後児童会運営費（施設整備事業含む）
決算額：374,266,715円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 １　教育・保育の機会の確保
担当課 児童育成課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆かすみ保育園における休日保育の継続実施と実施施設拡大の検討を行います。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆私立かすみ保育園において、休日保育を実施しました。
（年間延べ利用者数：１８０人【昨年度より６７人増】）

◆休日保育を利用するニーズが年々増えています。

令和元年度
事業目標

◆かすみ保育園における休日保育の継続実施と実施施設拡大の検討を行います。

令和元年度に実施した事業内容 ◆私立かすみ保育園において、市内の許可保育施設に入所・入園している児童を対象に休日保育を実施しました。

評価指標 ◆休日保育実施施設数 令和元年度数値 ◆1施設

１　基本的な教育・保育事業の整備

事業名

事業の概要 ◆休日保育を継続して実施するとともに、実施施設を拡大します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 １　教育・保育の機会の確保
担当課 こども保育課

施策内容

５　休日保育の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：休日保育実施事業
決算額：1,200,000円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆保育一元カリキュラムを基に、乳幼児の発達を踏まえ、教育・保育の質の向上を目指し、保護者や地域と共有できるように努めていき
ます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆乳幼児の発達過程を理解し、実態や発達に合った遊びや活動が展開されているか、様々な事を体験できる環境構成になっているか
の重要性や保育の基本「幼児理解」を学んだ。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保認定型認定こども園教育・保育要
領理論の内容について理解を深め、理論と実践を結び付けて保育を行う意識
が高まりました。

◆特にありません。

令和元年度
事業目標

各施設において、幼児期の教育の大切さや保育内容について、保護者や地域と共有できるように努めていきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆習志野市保育一元カリキュラムについて、令和元年度からこども園の３歳短時間児の受け入れを実施し、実態把握調査
を行い、３歳児指導カリキュラムの見直しを行った。

◆幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保認定型認定こども園教育・保育要領の理解を深め、教育・保育の質の向上を
目指した理論研修会や実技研修会を実施した。

評価指標 ◆研修開催回数・参加人数 令和元年度数値
◆6回
◆218名

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要
◆幼稚園・保育所・こども園の教諭・保育士・保育教諭を対象とした、乳幼児保育の理論研修・実技研修を開催し、教育の向上に努めま
す。

６　乳幼児教育の向上（保育一元カリキュラム）
令和元年度

事業費決算額
―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 こども保育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆秋津小学校ではコミュニティ・スクールとして学校運営協議会を開催し、開かれた学校づくりを推進します。（指導課・秋津小学校）
◆「学校評議員制度」や「県内１０００か所ミニ集会」を継続し、外部の方々との御意見を参考に、学校教育目標の具現化をめざし、取り
組んでいきます。（習志野高校）
◆これからも、学校評価アンケートを参考にして、ＰＤＣＡサイクルを活用し改善していきます。（習志野高校）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆今後も学校評議員制度やコミュニティースクール、ミニ集会を継続し、市立各小・中・高等学校でご意見を伺いながら、学校教育目標
の具現化を図れるように推進していきます。（指導課・小学校・中学校）
◆生徒の学校生活を直接見ていただき、肯定的な御意見を多数いただきました。これからも、御意見を参考に、学力向上に取り組んで
もらいたい。（習志野高校）
◆部活動をとおして、特色ある学校づくりを目指し、取り組んでいることがうかがえます。（習志野高校）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆学校評議員会や学校運営協議会を開催することで、学校運営や教育活動
の見直し及び改善を図るとともに、地域に開かれた学校づくりを一層推進する
ことができました。（指導課・小学校・中学校）
◆学校の教育方針を理解していただくとともに、地域や保護者の方から、たく
さんの期待と、高い評価を知ることができました。また、改善点も御指摘いた
だき、今後の学校づくりの参考としていきます。（習志野高校）

◆開かれた学校づくりを推進するために、いただいた意見や評価を生かしてい
きます。（指導課・小学校・中学校）
◆学校の施設・設備に対する御意見が多くあり、生徒の学習環境の向上と、校
内ＬＡＮの整備による情報システム確立の必要性が確認できたました。（習志
野高校）

令和元年度
事業目標

◆今後も学校評議員制度を継続し、市立各小・中・高等学校でご意見を伺いながら、学校教育目標の具現化を図れるように推進してい
きます。（指導課・小学校・中学校）
◆秋津小学校ではコミュニティ・スクールとして学校運営協議会を開催し、開かれた学校づくりを推進します。（指導課・秋津小学校）
◆学校を核とした県内１０００か所ミニ集会をすべての小・中・高等学校で継続実施し、開かれた学校づくりを推進します。（指導課・小学
校・中学校）
◆今後も改善点を評価して頂けるようにＰＤＣＡサイクルを活用していきます。（習志野高等学校）

令和元年度に実施した事業内容
◆学校評議員制度を継続し、市立各小・中・高等学校でご意見を伺いながら、学校教育目標の具現化を図りました。
◆コミュニティ・スクールとして学校運営協議会を開催し、学校運営や地域との連携を深めました。（指導課・秋津小学校）
◆学校を核とした県内１０００か所ミニ集会をすべての小・中・高等学校で継続して実施した。（指導課・小学校・中学校）

評価指標
◆学校評議員制度導入学校数
◆学校運営協議会設置校数

令和元年度数値
◆小学校15校　中学校7校
　高等学校1校
◆小学校1校

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要
◆開かれた学校づくりを推進するために、学校評議員制度を市立小学校１５校・市立中学校７校・市立高等学校１校に導入しています。
また、市立小学校１校では、学校運営協議会を設置しています。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 指導課・小学校・中学校・習志野高等学校

施策内容

７　開かれた学校づくりの推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：特色ある学校づくり推進事業
決算額：189,800円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆外国籍及び帰国子女が言語及び学校生活に適応できるように、言語・文化指導者の派遣を引き続き行います。（指導課）
◆国・市学力調査の結果をもとに課題を探り、課題に応じた授業のあり方や指導資料を各小中学校に提供し、学力向上に努めます。(総
合教育センター）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆外国籍及び帰国子女が日本語や日本文化を理解し、学校生活に適応していけるよう派遣していただきました。今後も児童生徒の実
態に応じた派遣になるよう配慮していってほしい。（指導課）
◆各学校において、昨年度課題となった領域を改善しようと取り組むことができていた。学力向上について、担当学年や担当教科だけで
なく、全職員で取り組む必要がある。(総合教育センター）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆言語・文化指導者が対象児童生徒に対して言語及び学校生活について適
応できるよう支援・指導しました。（指導課）
◆昨年度課題となった領域が改善されてきていることで、各学校において課
題改善に取り組んでいることがわかりました。(総合教育センター）

◆外国籍及び帰国子女の急激な増加や多国籍化により、派遣回数等十分で
ありませんでした。（指導課）
◆担当学年や担当教科のみに任せている傾向が学校によっては見られる。学
年、教科に関係なく、全職員で学力向上に取り組む意識改革が必要だと思い
ました。(総合教育センター）

令和元年度
事業目標

◆外国籍及び帰国子女が言語及び学校生活に適応するために、言語・文化指導者の派遣を行います。（指導課）
◆国・市学力調査の結果をもとに課題を探り、課題に応じた授業のあり方や指導資料を各小中学校に提供していきます。(総合教育セン
ター）

令和元年度に実施した事業内容

◆外国籍及び帰国子女が在籍する学校（園）の要請に基づき、言語・文化指導者の派遣を行いました。（指導課）
◆国・市学力調査の結果をもとに課題を探り、課題に応じた授業のあり方や指導資料を各小中学校に提供しました。また、
総合教育センターのホームページに資料のデータをアップし、いつでもダウンロードして使えるようにしたり、「資料活用のポ
イント」を全教職員に配布したりするなど、資料の活用を図りました。(総合教育センター）
◆全国学力・学習状況調査の結果の分析方法について各学校の教務主任に周知し、学校の取組みへの支援をしました。
(総合教育センター）

評価指標
◆少人数（TTを含む）授業実施校
数

令和元年度数値 ◆小学校12校、中学校4校

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要
◆学校訪問等で授業研究を実施した際、個に応じた指導方法・学習形態の在り方に関して研究・協議を行い、きめ細かな指導をします。
◆少人数指導による積極的な活動により、きめ細かな指導をします。
◆外国籍及び帰国子女が在籍する学校（園）の要請に基づき、言語・文化指導者の派遣を行います。

８　個に応じた多様な指導の充実
令和元年度

事業費決算額

事業名：教育文化推進事業
決算額：1,186,000円
事業名：学力向上推進事業
決算額：2,205,359円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 指導課・総合教育センター

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆幼児教育と小学校教育の接続をさらに意識した教育・保育に努めます。（幼・こ・保・小）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆幼児教育と小学校教育のそれぞれの特徴を理解し合い、接続期カリキュラムを作成していくことが重要であることを学んだ。保育士、
教諭同士の連携や協力が大切であることを学んだ。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆各学区毎に教師・教諭・保育士が接続カリキュラムを作成していく過程の中
で、互いの教育について理解したり、違いに気づいたりして、共通理解するこ
とができました。

◆習志野市接続期カリキュラム作成に向けて、検討、改善しながら、見直しし、
共通理解を図ります。

令和元年度
事業目標

◆新学習指導要領と幼稚園教育要領等を踏まえ、幼児教育と小学校教育の接続をさらに意識した教育・保育に努めます。（幼・小）

令和元年度に実施した事業内容

◆幼児教育から小学校教育への円滑な接続を目指す接続期カリキュラムの作成（各学区毎のカリキュラム）に取り組みま
した。
◆幼稚園・こども園・保育所・小学校と計画的、継続的な交流活動と接続期についての重点等、話し合ったり、互いの保育・
授業を参観することを実施しました。

評価指標 ◆全体研修会開催回数 令和元年度数値 ◆3回

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要
◆幼稚園・保育所・こども園・小学校が連携して、保育・授業参観、合同研修会、相互職場交流研修、園児・児童の交流学習等を開催
し、相互の連携に努めます。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 幼稚園・保育所・こども園・小学校

施策内容

９　幼稚園・保育所・こども園・小学校関連研修会の推進
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆実技研修の内容の充実と、各学校での体育科にかかる研修の確実な実施を促進します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆評価指標である「運動能力証交付率」が減少傾向にある。今年度は細かに分析し課題を明確にした。学校に周知し、実効性のある対
策の実施を促していきたい。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆実技研修により、体育科の指導のポイントが学校に伝わり始めています。
◆児童生徒の実態を把握し、研修での取り組みを効果的に活用することが課
題です。

令和元年度
事業目標

◆児童生徒の運動嫌いを減らし、教科体育はもちろん、教育活動の中で運動に親しむ時間を増やし、様々な運動経験をさせていきま
す。（指導課）

令和元年度に実施した事業内容
◆平成３０年度体力・運動能力のまとめを、校長会議で周知し、児童生徒の体力・運動能力の課題について周知しました。
◆体育主任等を対象に実技を伴う研修を実施し、個に応じた段階的な指導方法を伝授しました。

評価指標 ◆学校運動能力証交付率 令和元年度数値

◆小学校男子：25.0％
◆小学校女子：30.3％
◆中学校男子：14.4％
◆中学校女子：47.7％

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要
◆思春期の子どもの心身の健康教育、特に体力向上や健康安全教育（エイズ・自然災害･交通災害・喫煙・薬物乱用・食育等）について
指導を行います。

１０　学校健康教育の推進
　　　（幼稚園・保育所・こども園・小学校・中学校・家庭等）

令和元年度
事業費決算額

―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 指導課・小学校・中学校

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆継続して丁寧な相談を行うとともに、多くの相談者が利用できるように学校や市民に知らせていきます。
◆登校しぶりを不登校に繋げないための教育相談を進めていきます。
◆引きこもり傾向の家庭への訪問相談を進めていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆家庭での引きこもり状態から、外出したり、家族以外の他者とのかかわりができるようになった子どもたちがいました。
◆引きこもり状態から、適応指導教室に通級することができる子どもがいました。
◆子どもからの声を待つ姿勢を大切にするようになりました、という保護者の声がありました。
◆引きこもりで、家族以外と中々関われなかった子どもが訪問相談を受けることで外出したり、進路について考えたりすることができるよ
うになった。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆登校しぶりや不登校の悩みを抱える家庭の子どもたちを、市の適応指導教
室や校内の適応指導教室などにつなげることができたケースがありました。

◆すぐに悩みの解消に至るケースだけでなく、長い時間継続の必要なケース
もあり、さらに丁寧な対応が必要と考えております。
◆市民や学校に、市の教育相談についての周知を広げ、相談件数を増やして
いく必要があると考えております。

令和元年度
事業目標

◆継続して丁寧な相談を行うと共に、多くの相談者が利用できるように学校や市民に知らせていきます。

令和元年度に実施した事業内容
◆教育相談・特別支援教育・青少年テレホン相談を行い、個々の相談内容に丁寧に対応、支援を行いました。
◆訪問相談を実施し、家庭への支援を行いました。

評価指標
◆青少年テレホン相談
◆教育相談件数

令和元年度数値
◆460件
◆2,752件

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要
◆教育相談・特別支援教育相談・青少年テレホン相談において、個々の相談内容に応じて対応・支援します。
◆幅広い市民の皆様を対象に、来所相談・電話相談・訪問相談等に取り組みます。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 総合教育センター

施策内容

１１　青少年・家庭教育相談活動の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：教育相談事業
決算額：486,673円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆望ましい食習慣と生活リズムの形成を図るために、食育年間計画に基づき、施設の職員全体で食育に取り組んでいきます。また、効
果的に食育を進めるため、食育指導案及び食育媒体を検討します。
さらに家庭との連携を図るため食に関する情報等を発信していきます。（こども保育課）
◆引き続き、幼児家庭教育学級・PＴＡ家庭教育学級において、各家庭で実践できるよう子どもの年齢に応じた「食の大切さ」を伝えるプ
ログラムを取り入れます。（公民館）
◆食生活全般に関して、興味・関心の低い保護者に対する食育指導を進めていきます。（学校教育課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆食の大切さを学ぶことができた。子どもの食生活を整えるために、まずは大人の食生活を見直すことが必要だと思った。（公民館）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆食育に関する教育媒体の見直しと食育参観を実施し、より効果的な指導方
法を研究したことから、充実した食育の実践につながりました。（こども保育
課）
◆食生活アンケートの結果から家庭における食生活の課題等を把握し。こど
も園、保育所における食育活動に反映させました。（こども保育課）
◆食生活や食の安全に対する関心が高まり、家庭での実践につなげることが
できました。（公民館）
◆朝食指導を実施し、朝食の大切さを伝えていくとともに、食に関する指導の
全体計画等の見直しを行いました。（学校教育課）

◆食育は、子ども達が健康的な生活を営む力を育むことを目的とし、家庭と協
力しながら継続的に取り組む必要があることから食生活アンケート等をとおし
て、家庭と食に関する課題について共有することが課題となります。（こども保
育課）
◆参加者を増やすことや、家庭で継続して実践できるように講座内容を工夫す
ることが課題です。（公民館）
◆各校で食に関する指導を取り組んでいるところですが、依然として朝食を食
べてこない児童・生徒がいるため、個別の声掛けが必要です。（学校教育課）

令和元年度
事業目標

◆食生活全般に関して、興味・関心の低い保護者に対する食育指導を進めていきます。（学校教育課）
◆望ましい食習慣及び生活リズムの形成を図るため、引き続き食育指導案及び教育媒体を検討するとともに家庭への効果的な支援方
法について検討します。（指導課・こども保育課）
◆引き続き、幼児家庭教育学級・PＴＡ家庭教育学級において、各家庭で実践できるよう子どもの年齢に応じた「食の大切さ」を伝えるプ
ログラムを取り入れます。（公民館）

令和元年度に実施した事業内容

◆こども園、保育所における食育年間計画に基づき、毎日の教育保育の中で、体験活動や教育媒体を活用し食育を実施
しました。（こども保育課）
◆食育推進のための教育媒体の活用方法及び食育指導案を実施の見直しを図り、さらに各施設の食育実践を参観し、よ
り効果的な指導方法について研修を実施しました。（こども保育課）
◆家庭との連携を図るため、食生活アンケートを実施し、配布物や保護者懇談会等にて、保護者対象の啓発活動に反映さ
せました。（こども保育課）
◆こども園、保育所、幼稚園の職員を対象に「乳幼児施設における効果的な食育の推進」についての講演会を開催しまし
た。（こども保育課）
◆幼児家庭教育学級やＰＴＡ家庭教育学級で、「食育」に関する講座内容を取り入れました。（公民館）
◆朝食の喫食率を調査した結果、朝食が大切だとはわかっているが、朝食を毎日食べるという行動につながっていないと
いう実態がわかりました。この結果をもとに、各校で現在実施している授業での「食に関する指導」に加えて栄養教諭・栄養
職員と教職員が連携した食育、学校・家庭・地域が連携した食育を取り組みました。（学校教育課）

評価指標 朝食摂取率 令和元年度数値
◆幼・保・こ　96.0％
◆小学校　　 91.2％
◆中学校　 　84.5％

１　保育・学校教育環境等の整備

事業名

事業の概要

◆親子を対象にした適切な食生活習慣を確立させるための講義や指導、調理実習等を開催し、家庭における「食育」を推進します。
◆幼稚園・保育所・こども園・学校教育全体の中で、食に関する指導を実施し、健全で豊かな食生活を送るために必要な力が身につくよ
うな指導を実施します。
◆保健連絡会等を通して、幼稚園・保育所・こども園・学校との連携を図り、発達段階に応じた食育を実施します。

１２　「食育」の推進
　　　（幼稚園・保育所・こども園・小学校・中学校・家庭等）

令和元年度
事業費決算額

事業名：食育研修（こども保育課）
決算額：30,000円
事業名：公民館講座費
決算額：118,000円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課

学校教育課・こども保育課・公民館
幼稚園・保育所・こども園・小学校・中学校施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆進路についての学習や職場体験等により、児童生徒が将来の進路につい
て具体的に考えることができ、意識が高まりました。（小・中学校）
◆各学年で適切な進路指導に取り組み、進路に対する意識が高まりました。
（習志野高校）
◆多くの学校種、職業に関する説明会・学習会を実施したことで、一人ひとり
の意識がより深まりました。（習志野高校）

◆個人情報保護等の観点から、市役所等での職場体験学習の受け入れが難
しくなっている状況にあります。（中学校）
◆多種多様な進路選択に対応するために、限られた時間の中でいかに効果
的な内容を行っていくかが今後の課題です。（習志野高校）

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆研修や学校訪問を通して、学習指導要領に則ったキャリア教育の充実を図ります。（指導課）
◆一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度の育成を図るため、「キャリア・パスポート」活用の推進に努め
ます。（指導課）
◆進路学習会等を開催し、様々な職業や上級学校についての理解を深め、主体的な進路選択ができるよう指導・助言を行います。（指
導課）
◆高大接続改革や大学入試の変革期を迎え、より適切な進路指導が行えるよう、職員全体の意識向上と効果的な研修に取り組んでい
きます。（習志野高校）
◆生徒の進路実現に向けて、一人ひとりの希望に応じた指導ができるよう、計画を見直しながら取り組んでいきます。(習志野高校）

令和元年度
事業目標

◆研修会や学校訪問を通してキャリア教育についての共通理解を深め、その充実を図ります。（指導課）
◆保護者と連携しながら、普段の学校生活や職場体験、会社訪問等を通して、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や
態度の育成に努めます。（指導課）
◆進路学習会等を開催し、様々や職業や上級学校についての理解を深め、主体的に進路選択ができるよう、指導・援助を行います。
（指導課）
◆生徒の進路実現に向けて、より効果的な進路学習会等を実施していきます。適宜計画を見直しながら、各学年で適切な内容が実施
できるよう工夫します。（習志野高等学校）

令和元年度に実施した事業内容

◆学習指導要領に則り、学校訪問を通してキャリア教育についての共通理解やその充実を図りました。また、次年度の実
施の「キャリア・パスポート」にかかわる国の例示資料を基に、市としての資料を作成・配布し準備を進めました。（指導課）
◆特別活動を要として、学年に応じた仕事に対する考え方、将来の自分について考えさせる手立て、日常の学習や生活の
中で様々な考えを共有するコミュニケーション等について推進しました。（指導課）
◆小・中学校の段階に応じた将来の職業や進路についての学習を行い、具体的な情報の収集や進路についての道筋を学
び、意識を高めました。（指導課）
◆３年間をとおして、進路指導部を中心として、学年に応じた適切な指導に取り組みました。（習志野高校）
◆将来の目標を設定できる能力と態度を育成するため、進路講演会や職業体験学習を実施しました。（習志野高校）
◆保護者と連携しながら、進路指導の理解を深められるよう保護者対象の進路講演会を実施しました。（習志野高校）

評価指標 ◆職場体験実施校数 令和元年度数値
◆中学校7校
◆高校1校

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要

◆小学生・中学生を対象にした職場体験を充実させます。
◆職場体験を受け入れる企業を開拓します。
◆中学校で、現在ある職業について学習する機会を増やします。
◆高校3年間を見通した組織的な進路指導を充実させます。
◆部活動を含めた学校教育全体を通したキャリア教育を推進します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 指導課・習志野高等学校

施策内容

１３　キャリア教育の推進（小学生・中学生・高校生）
令和元年度

事業費決算額
―

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆社会福祉協議会等と連携して、福祉教育やボランティア活動等のより一層の充実を図り、子どもたちの心身の成長と自立を目指して
いきます。（小学校・中学校・指導課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆身近な地域に住むお年寄りや身体が不自由な方との交流や体験的な学習
を通して、福祉に対する子どもたちの理解が深まるとともに、前向きに地域や
地域の人たちのために貢献しようとする心の育成につなげることができまし
た。

◆特にありません。

令和元年度
事業目標

◆社会福祉協議会等と連携して、福祉教育やボランティア活動等の充実を図り、子どもたちの心身の成長と自立を目指していきます。
（指導課・小学校・中学校）
◆高齢者支援課と連携し、校長会を通じて「認知症サポーター研修」の効用を一層周知します。（指導課）

令和元年度に実施した事業内容
◆総合的な学習の時間や生活科の学習の中で、お年寄りとの交流を深めたり、福祉体験学習に取り組んだりしました。ま
た、地域のボランティアや各種のコンクールへ積極的に参加しました。（小学校・中学校・指導課）
◆社会福祉協議会の講座を活用するなど、長期休みを活用して協議会のボランティアに参加する子どもたちもいました。

評価指標 ◆ボランティア活動実施校数 令和元年度数値
◆小学校16校
◆中学校7校

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要
◆社会福祉協議会と連携を図り、福祉教育やボランティア活動に取り組んでいきます。
◆勤労精神やボランティア精神を養う体験的な活動を経験するため、中学生の地域美化活動、地域独居老人給食サービスの手伝い、
地域敬老会への参加等を推進します。

１４　福祉教育の推進
令和元年度

事業費決算額
―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 指導課・小学校・中学校

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆施設見学が円滑に行えるよう、引き続き各小学校の担当者への事前説明会を開催します。（クリーン推進課）
◆現在使用している谷津干潟ビンゴシート【春・秋】を基に、新たに秋や冬も活用できるビンゴシートを作成し、観察学習プログラムの辞
意実を図ります。（公園緑地課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆引率の先生の意見・感想から抜粋（クリーン推進課）
・限られた時間の中で、丁寧に説明してもらえた。
・子供たちがワークシートを活用しながら意欲的に見学することができた。
・子供たちが学校の教科書で学習するよりも興味を持って学ぶことができた。
◆引率の先生のアンケートから抜粋（公園緑地課）
・ビンゴがあると探そうという意欲がさらに高まり、学習が深まる。
・初めて来た児童が多く、これをきっかけに自然の大切さに気付かせていきたい。
・レンジャーやボランティアの方々が積極的に関わってくれ、生きものに興味を持って観察できた。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆事前に学校で学習してきたことを実際に自分の目で見てもらうことで、自分
たちが出したごみがどのように処理されているのかを知ってもらうことができ
ました。（クリーン推進課）
◆ビンゴシートに新たな観察項目を加えるなど一部内容を修正し、観察が充
実しました。（公園緑地課）
◆話題のマイクロプラスチックについてもレクチャーし、クリーンセンター見学
とのつながりなどを意識付けて話ができました。（公園緑地課）

◆生徒数の多い学校が限られた時間内で見学を円滑に行うには、引率の先
生の協力が不可欠だと改めて感じました。（クリーン推進課）
◆使用するビンゴシートの観察項目の漢字にルビをふり、より児童が使いやす
いように修正します。（公園緑地課）

令和元年度
事業目標

◆ビンゴシートの内容を修正し、体験学習の更なる充実を図ります。（公園緑地課）
◆引き続き各小学校の担当者への事前説明会を開催し、見学が円滑に行えるよう協議を行います。また、設置から時間が経過した案
内表示の交換等を行います。（クリーン推進課）

令和元年度に実施した事業内容

◆限られた時間内で児童がスムーズに各施設や展示物の見学を行えるよう、小学校担当者向けの事前説明会を開催しま
した。また、令和２年度の施設見学に向けて、各小学校の件が首の日程調整を行いました。（クリーン推進課）
◆小学生が見学時に使用するパンフレットと啓発用クリアファイルを作成し配布しました。（クリーン推進課）
◆設置から年数が経過した案内表示の交換を行いました。（クリーン推進課）
◆市内16校の小学4年生の担任向けにクリーンセンターと谷津干潟自然観察センターの事前説明会を実施しました。（公園
緑地課）
◆市内16校の小学4年生を対象に、谷津干潟の生き物を探す、縦5マス、横5マス、計25マスの谷津干潟ビンゴカードを活
用し、干潟の生きもの観察を行い、レンジャーによる干潟の生きもののつながりや谷津干潟の歴史、ラムサール条約につ
いてレクチャーを行いました。（公園緑地課）
◆観察センターボランティアと日程や活動内容を共有し、観察サポートを呼びかけました。ボランティアの協力で館内・野外
での観察内容が充実しました。（公園緑地課）
◆谷津干潟ジュニアレンジャー活動に参加している児童に代表してジュニアレンジャーの活動紹介をしてもらいました。（公
園緑地課）

評価指標
◆谷津干潟自然観察センター
◆クリーンセンター見学児童数

令和元年度数値 ◆小学4年生見学者数：1,504人

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要
◆小学生の環境教育を推進するための一環として、クリーンセンター（リサイクルプラザ・清掃工場）、谷津干潟自然観察センターの施設
見学を実施します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課

クリーンセンター クリーン推進課
谷津干潟自然観察センター・公園緑地課施策内容

１５　環境教育の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：リサイクルプラザ事務費
決算額：345,600円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆気候や気温、幼児一人一人の健康状態に十分留意し、五感を通した自然体験と、幼児間の交流の深まりと自立心を養う生活ができ
るようにします。(こども保育課）
◆鹿野山セカンドスクールを小学校４～６年生の３学年で実施し、自然体験学習を通した心身の育成を図っていきます。（指導課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆宿泊保育を経験したことで、自分のことをできるようになり、自立への一歩につながった。友達や自然のことが好きになったように思
う。（こども保育課）
◆最後のセカンドスクールだから、みんなで声を掛け合い、助け合い、励まし合いながら活動に取り組んだ。大変良い思い出になった。
（指導課）
◆一生に一度かもしれない経験をさせていただいて、とても楽しかった。（指導課）
◆テント泊で、自然の中の音や風の音を聞きながら寝ることができた。（指導課）
◆鹿野山だからこそできる学習活動を行うことができた。教室で行っている社会科や理科の学習と結びけて、納得でき、深い理解につな
がった。（指導課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆自分のことを自分でできる自信につながりました。（こども保育課）
◆友達と一緒に活動したり思いを共感したり楽しさやうれしさを味わい、友達
とのつながりが深まりました。（こども保育課）
◆台風被害により宿泊学習を停止したことで、教職員や保護者が、改めて宿
泊学習の意義を考えることができました。子供の成長に欠かせない事業であ
るという共通理解をしました。（指導課）

◆熱中症対策等幼児の健康状態に十分留意する必要があると感じています。
（こども保育課）
◆幼稚園、こども園の宿泊保育時期は、小学校との兼ね合いで、夏季にしか
設定できない。空調設備が整っていない現状では、暑さ対策に不安があり、実
施方法を検討中です。（指導課）
◆児童の宿泊中に台風が到来しなかったことは幸いである。近年、急な天候
悪化があることを鑑み、危機管理を強化していく必要があります。（指導課）

令和元年度
事業目標

◆気候や幼児一人一人の健康状態に十分留意し、宿泊保育に参加する中で、五感を通した自然体験と、幼児間の交流の深まりと自立
心を養う生活ができるようにします。(こども保育課）
◆引き続き鹿野山セカンドスクールを小学４～６年生の３学年で実施し、自然体験活動、宿泊学習のさらなる充実を図ります。（指導課・
小学校）

令和元年度に実施した事業内容

◆１１園中３園が予定通り実施し、台風で鹿野山少年自然の家及び周辺が被害にあったため、宿泊保育が実施できなかっ
た９園は、代替として昭和の森等への自然体験を実施しました。宿泊保育、自然体験共に、五感を通した充実した活動を実
施しました。（こども保育課）
◆１学期については、小学校６年生を対象に計画通り実施し、自然体験学習や人間関係を築く学習において成果をあげま
した。（指導課）
◆台風により、鹿野山少年自然の家のライフラインが停止し、倒木等で使用不可となった学習コースも多くあった。児童の
安全を第一に考え、２学期に予定されていた幼稚園・こども園の宿泊保育は中止、小学校４・５年生の宿泊学習は延期とし
ました。（指導課）
◆３学期の宿泊学習再開に向けて、教育委員会や全小学校の教員が複数回、実踏調査を実施。安全性が確認できたこと
から、小学校４・５年生の宿泊学習を再開した。通常２泊３日のところを１泊２日で、また、小規模校については４・５年生合
同で実施した。（指導課）
◆新型コロナウィルス感染症の拡大防止のために、向山小（全校参加による特別形態）・谷津小・袖ケ浦東小の３校につい
ては、宿泊学習を中止せざるを得なくなりました。（指導課）

評価指標
◆園児・保護者の満足度割合(保
護者アンケートに「成果がみられ
た」と回答した人数比）

令和元年度数値
◆幼児：99人が参加中98名
が満足と回答
満足率99％

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要 ◆鹿野山少年自然の家で、自然体験のため宿泊保育・学習を実施します。

１６　鹿野山宿泊保育・学習の充実
令和元年度

事業費決算額
―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 こども保育課・指導課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆各種啓発キャンペーンを行ったことにより犯罪発生件数は減少しましたが、市内において電話de詐欺の被害や不審者情報も多数ある
ため、市民が被害に遭わないよう、より一層の注意喚起が必要と考えます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆各種啓発キャンペーンを実施したことにより、市内犯罪発生件数が昨年比
195件減少しました。（H30年：1499件、R1年：1304件）
◆防犯マップを作製したことにより、児童・生徒の危険回避能力を高めること
ができました。

◆各種啓発キャンペーンを行ったことにより犯罪発生件数は減少しましたが、
市内において電話de詐欺の被害や不審者情報も多数あるため、市民が被害
に遭わないよう、より一層の注意喚起が必要と考えます。

令和元年度
事業目標

◆各種啓発キャンペーンを行ったことにより犯罪発生件数は減少しましたが、市内において電話de詐欺の被害が多数あるため、市民が
詐欺被害に遭わないよう、より一層の注意喚起が必要と考えます。（防犯安全課）

令和元年度に実施した事業内容

◆市民まつりにおけるオープニングパレードに参加しました。
◆自転車防犯診断（京成津田沼駅、京成大久保駅、京成実籾駅、JR新習志野駅）を実施しました。
◆市内７駅において街頭啓発キャンペーンを実施しました。
◆津田沼・鷺沼地区の防犯マップを作製しました。
◆習志野警察署主催の歳末防犯啓発キャンペーンに参加しました。
◆習志野市安全で安心なまちづくり市民大会に参加しました。また、有志による防犯実演を行いました。

評価指標 ◆キラット・ジュニア防犯隊隊員数 令和元年度数値 ◆179人

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要
◆自主・自立の防犯対策や青少年の健全育成を目的に、小学生と中学生で組織される青少年防犯ボランティア「キラット・ジュニア防犯
隊」の育成を図ります。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 防犯安全課

施策内容

１７　青少年防犯ボランティア「キラット・ジュニア防犯隊」の
育成

令和元年度
事業費決算額

事業名：犯罪のない安全で安心なまちづくり事
業
決算額：3,694,780円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆計画的な訓練を関係機関と連携して実施します。その中で、職員がより安全に対しての意識を高め、子どもたちが自ら安全な行動が
とれるような指導を行い、危険認知や危険回避の意識が高まるようにしていきます。(こども保育課)
◆通学路安全対策協議会の見直しを図り、令和２年度の課題を改善していけるよう事業を推進していきます。（学校教育課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆訓練を通して、安全に対する意識や自分の身を守る意識が向上しました。また、職員についても臨機応変に対応する大切さを学びま
した。(こども保育課)
◆専門的な見地から建設的な改善策を知る機会となり、とても有意義でした。（学校教育課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆計画的に訓練を実施したことで、避難の仕方が身に付きました。また、各施
設で実施した訓練について、訓練での成果と課題をまとめたことで施設と行
政が情報共有を図ることができました。（こども保育課）
◆子供たちが安全に過ごすための話の聞き方や落ち着いて避難することの
大切さを繰り返し知らせることにより定着が図られました。(学校教育課)
◆通学路の安全と防犯の観点で課題個所の情報共有ができました。また、街
路整備課により、修繕等の改善が行われました。(学校教育課）

◆訓練から得た課題の改善に向けて取り組み、さらに子ども、職員が身を守る
意識の向上を目指すことが必要です。(こども保育課)
◆危険個所については、教職員、児童生徒、保護者で共通理解し、児童生徒
については危険予知・危険回避能力の向上を図るよう普段から指導していく必
要があります。(学校教育課)
◆通学路における防犯カメラの設置等に関しては、防犯安全課や習志野警察
生活安全課と連携を図っていきます。(学校教育課)

令和元年度
事業目標

◆通学路安全協議会とも連携し、危険箇所の改善を進めていきます。（学校教育課）
◆計画的な訓練を職員が関係機関と連携して実施します。その中で、子どもたちが自ら安全な行動がとれるようにしていきます。また、
危険認知や危険回避の意識が高まるようにしていきます。(こども保育課)

令和元年度に実施した事業内容

◆子どもたちが自分の身を守る行動が身に付くように計画的に訓練を実施しました。各施設が実施した警察署共催の訓練
結果をこども保育課に報告たことでし、成果と課題の情報共有ができました。(こども保育課)
◆教育計画に基づき、計画的な訓練を実施しました。子供自身が訓練の必要性を知り、訓練後は振り返りを行って安全な
行動が身につくよう指導しました。(学校教育課)
◆年３回の通学路安全対策協議会を開催しました。第２回に、習志野警察交通課、生活安全課、市役所街路整備課、防犯
安全課、学校（教頭・PTA代表）、教育委員会（学校教育課・青少年センター）が交通安全面、防犯安全面の両面から実施
調査を行い、学区の危険個所について情報共有を行いました。（学校教育課）
◆夏季休業中に、幼小中学校（園）の安全主任等を対象とした研修を行いました。千葉県警察職員を講師として招聘し、防
犯教育に関しての講義を実施し、各学校への周知を図りました。(学校教育課）

評価指標
◆幼稚園・保育所・こども園・小学
校での防犯教育実施率

令和元年度数値 ◆100%（幼・保・こ）

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要 ◆子どもたちが自分の身を守るためにどうしたらよいかを考え、行動できるように、防犯教育の徹底を図ります。

１８　子ども向け防犯教育の徹底
令和元年度

事業費決算額
―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 学校教育課・こども保育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆今まで以上に子どもの体力向上に寄与すべく、参加しやすい、親しみやすい、魅力ある事業を展開します。また、オリンピック・パラリ
ンピックの開催が来年度に延びたことから、様々なスポーツに触れる機会を提供し、興味関心の拡充から「みるスポーツ」への誘導と。
子どもたちが将来取り組むスポーツ「するスポーツ」の種目の選択肢の拡充を行います。
◆親子対象の事業を多く開催することで、子どものスポーツへの興味関心の向上とともに、親自身のスポーツに対する意識向上につな
げられるよう、内容だけでなく指導や運営に力を入れていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆【事業後アンケートより】
・低価格で充実した内容であり、大変良かった。
・学校の体育だけでは感じることができない楽しさを体験でき、ありがたかった（かけっこ）。
・子どもと関わる機会を作ってくれ、とても良い。
・親子共に更に運動の必要性を感じた（親子ミニマラソン）。
・専門のコーチが多数でよかった。・日数をもっと増やしてほしい。
・レベル分けをもっとしっかり行ってほしい（キッズテニス）。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆子どもの体力低下が問題視される中で、普段スポーツを行う機会や場所が
限られている子どもたちに、気軽に誰でも参加できる教室を実施することでス
ポーツの楽しさを味わったり、運動能力の向上への手助けや運動不測の解消
など、スポーツに取り組むきっかけや仲間作りの場を提供できたと思います。
◆実際に学校以外での友達が増えた、新たなスポーツへ参加をしたという声
が上がっています。
◆広報活動にも力を入れたことにより、前年度に比べ参加者数も上昇傾向に
ありましたが、新型コロナウイルスの影響によりイベントが中止となり、結果的
には減少してしまいましたが、少しずつスポーツ人口の向上につながっている
と感じます。

◆猛暑の影響により、夏場の短期教室等の運営に関し、苦慮しました。水分補
給や休憩を多くとったり、塩分補給対応など前年の経験をもとに、体調不良者
が出ないよう配慮しました。今後も熱中症対策が必要です。
◆キッズスポーツやパークゴルフファミリー大会等、種目によっては参加が少
ない教室や大会もあったので、よりＰＲが必要であると感じました。

令和元年度
事業目標

◆これまで以上に子どもの体力向上に寄与すべく、参加しやすい、親しみやすい、魅力ある事業を展開するとともに、人気のある教室
（かけっこ教室）は学年で時間を分け、多くの子供たちが参加できるように検討します。
◆親子対象の事業を多く開催することで、子ども自身のスポーツへの興味関心の向上とともに、親がスポーツとの関わりやスポーツに
対する意識向上につなげられるよう、内容だけでなく指導や運営に力を入れていきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆市内小学生以上を対象としたテニス・水泳・サッカー・かけっこ等の短期教室や当日参加型の多種目（ダンス・なわとび・
体操・クライミング等）のスポーツ教室、さらにはなわとび大会などを実施いたしました。
◆親子や三世代で参加できるサッカー・マラソン・パークゴルフ等のスポーツ大会を実施し、親子間のみならず三世代での
コミュニケーションを育む機会の提供をしました。
◆学ぶスポーツとして、元気なからだ作りを食事から学ぶキッズクッキング教室、大相撲の阿武松部屋協力の相撲教室の
実施など、様々なスポーツ機会を提供しました。

評価指標 ◆開催事業参加人数 令和元年度数値 ◆4,237人

２　体験活動の機会の充実

事業名

事業の概要 ◆スポーツ施設等で児童を対象としたスポーツ教室を定期的に開催します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 生涯スポーツ課

施策内容

１９　スポーツ教室の開催
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆若い世代に参加いただけるよう企画や周知方法を検討し、男女共同参画の意識啓発につながる講演会を実施します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

（講演会の感想）
◆多様な生き方を紹介してもらい勉強になりました。又、子供達の生き方を理解してやらないといけないと思いました。
◆とても素晴らしい内容でした。次の世代（孫たち）が生き生きと楽しく活躍できるように家族や社会にも関わっていきたい。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆53名の来場者のうち、20歳代から40歳代が半数を占め、会社員・公務員・
自営業が約半数と、現役の若い世代の参加が得られました。
◆「ライフシフト」をテーマに人生100年時代を自分らしく生きるために、参加者
一人ひとりがこれまでの「生き方・働き方」を見直し、性別役割分担意識やこ
れまでの働き方などにとらわれない、自分を基軸に人生を自ら選択するという
意識づくりの機会となりました。

◆来場者数が定員80名に対して53名と少ない結果でありました。

令和元年度
事業目標

◆男女共同参画週間に合わせ、若い世代への男女共同参画の意識啓発へとつながる講演会を実施します。

令和元年度に実施した事業内容
◆令和元年6月30日に男女共同参画週間事業講演会「元祖イクメン安藤哲也さんに聞く　人生100年時代のライフシフトっ
てなあに？」を開催しました。

評価指標
◆男女共同参画週間にあわせた
講演会等実施回数

令和元年度数値 ◆1回

３　次代の親の意識づくり

事業名

事業の概要 ◆「習志野市男女共同参画基本計画」に基づき、講座の開催やパンフレットの配布等で、男女平等推進のための意識づくりを進めます。

２０　男女共同参画を推進する意識づくり
令和元年度

事業費決算額
事業名：男女共同参画啓発事業
決算額：111,186円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課 男女共同参画センター

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆自分の生まれた時のことに興味を示したり、思いやりをもって接したりする姿が見られるようになった。（こども保育課）
◆幼稚園健康教育では「子どもの産まれた時を思い出す良いきっかけになった」「性についての質問について子どもと向き合いたい、絵
本を参考にしたい」「さまざまな機会に産まれてきてくれてありがとうのメッセージを伝えていきたい」などの感想がありました。（健康支援
課）
◆子どもたちには、命は一つ、自分を大切にということを伝えていきたい。親として年齢に合ったコミュニケーションを取れるようにした
い。（公民館）
◆性に関する指導については、特段に時間設けて行うのではなく、各教科等の中で着実に実施していきたい。（学校教育課・指導課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆日々の保育の中で、相手の気持ちに気づかせたり、知らせたり考えたりす
る指導を意識して行っていったことで、思いやりをもって接する姿が見られるよ
うになりました。（こども保育課）
◆乳幼児健康相談事業、幼稚園健康教育、ママ・パパになるための学級等な
どで、乳幼児と保護者、妊婦とそのパートナーに対して健康教育を行い、いの
ちの大切さや性についての教育を行いました。また、1歳6か月、3歳児健康診
査の会場では、情報提供のために提示した「いのち・性」に関する絵本を、親
子で読んでいる様子がみられました。上記２の通り、目的に沿った感想が聞
かれていると考えられます。（健康支援課）
◆命の尊さや性について、親が子供に伝えていくことの大切さを学ぶことがで
きました。（公民館）

◆個々の育ちの違いをしっかり捉え、丁寧に指導していく必要があります。（こ
ども保育課）
◆あらゆる機会を利用し、繰り返し「いのち・性」に関する情報提供を行っていく
必要があります。（健康支援課）
◆母親だけではなく父親等にも参加してもらうことが課題です。（公民館）

３　次代の親の意識づくり

事業名

事業の概要

◆自分だけではなく、他人も思いやり、互いのいのちを大切にするための支援の一環として、子ども・保護者に向けて、「いのち・性」の大
切さを啓発する活動や学習の機会の充実を図り、自分自身が愛されて育てられたということを理解し、自分自身を肯定的に受け止めら
れるように支援します。
◆幼稚園・こども園・学校・ＰＴＡ・公民館・健康支援課等の関係機関が連携し、「乳幼児健康相談事業」、「幼稚園健康教育」、「幼児家庭
教育学級」、「ＰＴＡ家庭教育学級」等、それぞれの年代に応じて、一貫した「いのち・性」の健康教育を行います。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ２　子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実
担当課

健康支援課・公民館・幼稚園・こども園・小学校
中学校・指導課施策内容

２１　年代に応じた「いのち・性」の教育の充実
令和元年度

事業費決算額

母子保健活動事業（決算額：11,649,745円）
公民館講座費（決算額：129,000円）
公民館管理運営費（決算額：26,000円）

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆様々な経験をしながら、自分に自信がもてる自己肯定感を育てる指導や人と関わる経験を通して、相手の気持ちを考えたり想像した
りする機会を丁寧に指導していきます。（こども保育課）
◆引き続き、継続的な機会を設けるとともに、関係機関との連携を深め、「生命と性」への理解の向上に努めます。（健康支援課）
◆引き続き、幼児家庭教育、PTA家庭教育学級において、各家庭に応じた性教育や「いのち」の大切さを伝えるプログラムを取り入れま
す。(公民館)
◆性に関する指導について、各学校の指導計画に基づいて実施します。（学校教育課・指導課）

令和元年度
事業目標

◆引き続き、継続的な教育の機会を設けるとともに、関係機関との連携を深め、教育内容の充実に努めます。（健康支援課）
◆引き続き、遊びや生活を通して相手の気持ちに気付いたり相手の立場に立って考えられたりする、思いやりと優しい気持ちを育む指
導をしてきます。（こども保育課）
◆引き続き、幼児家庭教育、PTA家庭教育学級において、各家庭に応じた性教育や「いのち」の大切さを伝えるプログラムを取り入れま
す。(公民館)

令和元年度に実施した事業内容

◆遊びや生活の中での友達との関わりを通して、相手の気持ちに気づいたり、考えたりできるような指導を積み重ねていく
ことを丁寧に行い、園（所）内研修や打ち合わせの中で確認したり、指導方法の共通理解を図ったりしました。（こども保育
課）
◆公立幼稚園との協働による幼稚園健康教育、公民館主催の育児講座、幼児家庭教育学級、学校との連携による健康教
育（就学時健診）などの中で、乳幼児期の保護者に対して、子どもとの関わり方や「いのち・性」についての内容を取り入れ
て健康教育を実施しました。（健康支援課）
◆４、１０か月児健康相談では、基本的信頼関係の確立や日々のお世話を通した子どもとの向き合い方について、媒体を
用いて伝えています。また、1歳6か月、3歳児健康診査、就学児健診の会場に「いのち・性」に関する絵本を提示し、親子で
話しができるきっかけとなるよう情報提供を行いました。（健康支援課）
◆ママ・パパになるための学級では、妊婦とそのパートナーに対して妊娠の奇跡、命の大切さについて教育を行いました。
（健康支援課）
◆幼児家庭教育学級やＰＴＡ家庭教育学級で「いのち」や性教育に関する講座を実施しました。（公民館）
◆学習指導要領に示された性に関する指導の内容を各校の計画で実施するよう促します。（学校教育課・指導課）

評価指標
◆「いのち・性」に関する健康教育
実施回数

令和元年度数値 ◆347回
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

●第２次学校施設再生計画に基づき、学校施設の建替、長寿命化改修、大規模改修を実施します。
【小学校】
◆谷津小学校の校舎等の供用を開始し、既存校舎の解体等を実施します。令和４年３月の事業完了に向け取り組んでいきます。
◆谷津南小学校の大規模改修工事を実施します。
◆向山小学校の長寿命化改修に係る設計を進めます。
◆大久保小学校全面改築（建替え）に係る基本計画・基本設計を完了します。
【中学校】
◆第二中学校校舎改築に係る設計を進めます。

施策内容

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆6月末までに空調設備が設置され、より良い環境の中で、子どもたちが学習をすることができるようになった。
◆トイレがきれいになってうれしいという声がありました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆空調設備が整備されたことにより、暑い日でも快適な環境で学習をすること
が可能となりました。また、トイレや老朽化対策工事を実施したことで、学校の
学習環境が向上しました。

◆空調設備の整備にあたっては、児童・生徒が長く居る「普通教室を」優先に
設置しました。特別教室等の設置については、今後の検討課題です。

令和元年度
事業目標

◆学校施設再生計画に基づき、学校施設の大規模改修工事等を実施します。
【小学校】
・谷津小学校全面改築工事を進め、７月末までに校舎を完成させます。
・袖ケ浦東体育館のトイレ改修工事の設計を行います。
・谷津南小学校の大規模改修工事の設計を完了させます。（2019年度～2020年度）

令和元年度に実施した事業内容

◆【小学校】
・谷津小学校全面改築（建替え）工事を進めました。
・袖ケ浦東小学校体育館のトイレ改修工事の設計を実施しました。
・谷津南小学校の大規模改修工事の設計及びトイレ工事を実施しました。
・屋敷小学校及び藤崎小学校のトイレ改修工事を実施しました。
・東習志野小学校の大規模改修工事を実施しました。
・大久保小学校全面改築（建替え）に係る基本計画・基本設計に着手しました。
◆【中学校】
・第四中学校の大規模改修工事を実施しました。
・第六中学校のトイレ改修工事を実施しました。
◆【その他】
・小・中学校のすべての学級に空調設備を整備しました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

１　施設環境の充実

事業名

事業の概要 ◆学校施設再生計画に基づき、学校施設の大規模改修、長寿命化、改築等を行い、安全で潤いのある教育環境の整備を行います。

２２　小中学校施設の整備
令和元年度

事業費決算額

事業名：小学校空調整備事業・小学校大規模改造事業・
谷津小学校校舎改築事業・大久保小学校校舎改築事
業・
中学校空調整備事業・中学校大規模改造事業
決算額：2,398,965,081円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 教育総務課
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆必要な維持・補修工事を実施していくことで、安全で安心して過ごせる保育環境の整備に努めます。
◆谷津南保育所GHP改修工事を実施します。（こども政策課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆現地調査や保育所職員からの報告に基づき、計画的に工事・修繕を実施
することで、安全で安心な保育環境の保持することができました。

◆引き続き、計画的に維持・補修工事を実施する必要があります。

令和元年度
事業目標

◆安全で安心して過ごせる保育環境の整備に努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆藤崎保育所ＧＨＰ改修工事を実施しました。
◆保育施設の老朽箇所の修繕、改修工事を実施しました。

評価指標 ◆屋上防水改修施設数 令和元年度数値 ◆0施設

１　施設環境の充実

事業名

事業の概要 ◆安全で安心な保育環境を保持するため、保育所の施設整備、改修を計画的に推進します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 こども政策課

施策内容

２３　保育所補修整備の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：保育所施設管理事業
決算額：36,190,844円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆新習志野駅のラッチ外の点字ブロックの一部未整備区間について事業者に引き続き整備要望を行なってまいります。（都市政策課）
◆令和元年度に引続きＪＲ津田沼駅北口駅前広場バリアフリー化を更に進め、併せて市道03－010号線のバリアフリー化を図ります。
（街路整備課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆新習志野駅のラッチ外の点字ブロックの一部未整備区間の整備が未実施
となっています。（都市政策課）
◆身体障害者用駐車スペースの改修、横断歩道部分の勾配改修等を行うこ
とで、バリアフリー化を図ることができます。（街路整備課）

◆新習志野駅のラッチ外の点字ブロックの一部未整備区間の整備要望を事業
者に行います。(都市政策課）
◆関係機関との協議に時間を要し、年度内の工事完了が行えなかったので、
今後も関係機関との連携を密に図っていくことが必要になります。（街路整備
課）

令和元年度
事業目標

◆JR東日本に対して、新習志野駅のラッチ外の点字ブロックの一部未整備区間について早期対応を要望していきます。（都市政策課）
◆ＪＲ津田沼駅北口駅前広場のバリアフリー化を図ります。（街路整備課）

令和元年度に実施した事業内容
◆事業者に対して、新習志野駅のラッチ外の点字ブロックの一部未整備区間の整備を要望しました。（都市政策課）
◆身体障がい者用駐車スペース改修（１か所）、横断歩道の勾配改修（１か所）を実施しており、令和２年度工事完了予定
です。 （街路整備課）

評価指標 　― 令和元年度数値 ―

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要
◆駅や公共施設における手すりやエレベーターの設置等の整備・改善について関係機関の協力を得ながら促進します。
◆歩道の段差改善等のバリアフリー化を図ります。

２４　駅、公共施設、道路等のバリアフリー化
令和元年度

事業費決算額
―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課

都市政策課・都市計画課
街路整備課・各施設所管課施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆「園外保育時の危機管理マニュアル」の見直しや訓練計画の作成に努めます。（こども保育課）
◆年齢や発達に応じた交通安全指導を計画的に実施します。また、警察署、交通安全協会等と連携を図り、交通安全に対する親子の
意識向上に努めます。（こども保育課）
◆発達段階に応じた交通安全指導を行っていきます。（学校教育課）
◆危機管理マニュアルの見直しや訓練を計画的に努めます。（学校教育課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆施設周辺道路の危険個所点検を実施したことで、職員の安全に対する意識が向上しました。（こども保育課）
◆発達の応じた指導を行うことで、信号の見方、道路の安全な歩き方等が身についてきています。（こども保育課）
◆習志野警察職員による丁寧な指導があり、道路を横断する際の注意点や自転車の運転の注意点について学習することができまし
た。(学校教育課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆施設周辺道路の点検をしたことで、通園路や散歩コース等の危険個所の
改善につながりました。(こども保育課)
◆計画的な交通安全教育や親子の交通安全指導、交通安全に意識を向ける
配布物等によって、子ども、保護者の意識がより高くなりました。（こども保育
課）
◆交通安全教室での安全教育はもちろんのこと、日常的な安全指導を行うこ
とで児童生徒の安全に対する意識や行動の改善が見られました。(学校教育
課)

◆元年度作成した園外保育時の危機管理マニュアルについて、各施設の実情
に応じた活用をしながら、職員が安全への意識の向上を目指すことが必要で
す。(こども保育課)
◆就学後の交通事故時案が多いことを受け、就学前に安全な行動が身につく
ように、指導することが大切です。（こども保育課）
◆放課後、交通事故にあう事案があることから、継続的に交通安全教育を推
進していく必要があります。(学校教育課)

令和元年度
事業目標

◆危機管理マニュアルの見直しを図るとともに、実効性のある訓練の実施に努めていきます。（学校教育課）
◆「危機管理マニュアル」の見直しや訓練計画の作成に努めます。（こども保育課）
◆年齢に応じた交通安全指導を充実させます。また、警察署、交通安全協会等と連携を図り、交通安全に対する親子の意識向上に努
めます。（こども保育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆施設周辺道路の危険個所点検を行い、改善へ向けての取り組みや園外保育時の危機管理マニュアルを作成しました。
(こども保育課)
◆警察署との交通安全教室を行い、実際に動いてみたり、講話を聴いたりして交通安全教育の充実に努めました。（こども
保育課）
◆全小中学校で交通安全教室を実施し、発達の状況に応じた安全指導を行いました。(学校教育課)
◆第三中学校、第四中学校は交通安全教室として、スケアードストレイトを実施しました。（学校教育課）
◆危機管理マニュアルの見直しを図り、実効性のある訓練の実施に努めました。（学校教育課）

評価指標

◆小学校・中学校での安全計画作成割
合
◆小学校・中学校での交通安全教室実
施率

令和元年度数値 ◆100%

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要
◆①総合的な学校安全計画作成･整備、②学年や年齢に合わせた交通安全教室の充実･指導の徹底、③安全点検の充実・事後処理
の徹底、④学校安全関係者の質的向上、⑤学校・行政・地域が連携した通園・通学路の点検・改善整備を図ります。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 学校教育課・こども保育課

施策内容

２５　学校安全の充実
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆授乳やおむつ交換の場を提供いただける子育て応援ステーションの協力店舗を増やすための周知を図ります。
◆令和３年4月1日付けでチーパスが更新されることに伴い、各保育所・こども園、幼稚園及び小学校、また各こどもセンター、きらっ子
ルームにおいて新しいチーパスを配布し、ポスター及び啓発物品において周知を行います。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆子育て応援ステーションの看板に気付き、おむつ替えに利用できて助かりました。
◆近所にチーパス協賛店があり、利用しやすいです。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆授乳やおむつ替えの環境を整備することで、特に乳幼児を持つ子育て家庭
が安心して外出及び災害時においても授乳ができるようになり、子育てに対
する安心感につながりました。
◆千葉県が実施している「子育て応援！チーパス事業」について,チーパス
カードの周知等に努め、子育て家庭の支援のほか、子育て支援の機運の醸
成につながりました。

◆授乳やおむつ交換の場を提供していただける子育て応援ステーションの協
力店舗を増やしていく必要があります。
◆イベント等に使用できるおむつ替え及び授乳用テント等の貸出の周知を引
き続き図る必要があります。

令和元年度
事業目標

◆整備したおむつ替えや授乳を行うためのテント等の貸出の周知を図り、貸出を促していきます。
◆引き続き、平成30年4月1日付けで更新されたチーパスの周知を行います。

令和元年度に実施した事業内容
◆授乳やおむつ交換の場を提供いただける子育て応援ステーションの協力店舗、及び、イベントや災害時に授乳やおむつ
替えを行うためのテント等の貸出について、広報やホームページ等に掲載し、市民に対し周知を図りました。
◆平成30年4月1日付けで更新されたチーパスの周知を行いました。

評価指標 ◆協力店舗数 令和元年度数値 ◆16店舗

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要 ◆乳幼児を連れて、安心して外出できる環境を整えるため、授乳やおむつ交換ができる場を整備します。

２６　子育て応援ステーション事業の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：子育て支援課事務費
決算額：39,600円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆安全で安心な公園の提供を目指し、職員による遊具の安全点検を実施するとともに、地域住民参加型の公園維持管理業務を実施
し、危険箇所を見つけ次第、遊具の修繕を実施します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆遊具の安全点検を実施した結果、老朽化等による遊具の危険箇所を発見
次第、修繕することにより、遊具による事故は発生しませんでした。

◆遊具の老朽化が原因で、点検を実施していても急な破損等が発生しまし
た。

令和元年度
事業目標

◆安全で安心な公園の提供を目指し、職員による遊具の安全点検を実施するとともに、地域住民参加型の公園維持管理業務を実施
し、危険箇所を見つけ次第、遊具の修繕を実施します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆職員による日常パトロールを実施し、破損箇所や危険箇所を発見次第、修繕等を実施しました。

評価指標
◆点検結果に応じた危険な遊具
の修繕・撤去数

令和元年度数値
◆修繕　12件
◆撤去　3件
◆更新　5件

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要 ◆公園施設は、子どもの視点に立った整備に配慮します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 公園緑地課

施策内容

２７　公園施設の整備
令和元年度

事業費決算額
事業名：公園維持管理事業
決算額：9,129,620円

- 27 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆地域住民と協働したまちづくりを目指し、地域における公園の清掃等、維持管理を推進します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆地域住民に公園を管理してもらうことで、地域における公園の重要性を認
識してもらうとともに、効率的な維持管理が可能となります。

◆受託者の高齢化に伴う参加者の脱退が課題です。

令和元年度
事業目標

◆地域住民と協働したまちづくりを目指し、地域における公園の清掃等、維持管理を推進します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆地元町会等による公園内の清掃、除草、施設点検等を実施しました。

評価指標
◆街区公園に対する市民管理団
体の割合

令和元年度数値 ◆30%

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要 ◆一部の公園で、地域住民の協力を得ながら掃除、軽微な遊具点検等の維持管理を推進します。

２８　地域住民参加型の公園維持管理
令和元年度

事業費決算額
事業名：公園維持管理事業
決算額：9,586,800円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 公園緑地課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆新しい生活様式を取り入れ、救命講習会を安全に実施できるよう取り組みます。
◆引き続き市立の全小学校・全中学校、高等学校及び大学と生涯教育として一貫した普通救命講習を実施します。また、「千葉県AED
の使用及び心肺蘇生法の実施の促進に関する条例」により、学校現場におけるAEDの使用等の知識及び技能等の取得を促進する旨
がうたわれているため、教職員に対する救急講習をすすめます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆救命行為が大切だということがよくわかりました。勇気のいるものだと思いましたが、そういう場面に出会った時は恐れずにこの講習を
活かしたいと思いました。
◆繰り返し基本動作を行い大変役立ちました。勇気を出して行動をとる大切さを思いました。
◆実際に体験できて、もしもの時の心の支えになると感じました。来て本当に良かったです。
◆何度も練習でき、とてもよく理解できました。落ち着いて出来ればよいと思いました。ありがとうございました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆令和元年度の普通救命講習は、5,421人が受講しました。
　　・普通救命講習Ⅲ（34回、334人受講）
　　・小児・乳幼児に対する短時間の救急講習（9回、121人受講）
　　・小学校高学年を対象にした救命入門コース（15校、1,325人受講）
　　・小学校高学年を対象にした救命講習（1校、112人受講）
　　・中学校（7校、1,268人受講）
　　・高校（3校、957人受講）
　　・大学（3校、199人受講）

◆継続的に目標を達成するためには、応急手当普及員の養成及び講習で使
用する資器材を計画的に整備する必要です。
◆講習の指導については、統一した指導法や指導内容とすることが必要で
す。
◆生涯学習として馴染ませるためには毎年最低一回、市内全学校に講習会を
実施することが必要です。（令和元年度は中学校１校がコロナウイルス感染症
対策のため未実施）
◆e－ランニングの広報活動を含め受講者の増員をはかりたいです。

令和元年度
事業目標

◆子どもの命を守れるよう、市立幼稚園等の職員や保護者に小児・乳児に対する心肺蘇生法の実施を積極的に取り組む。また、全小
学校・中学校、高等学校及び大学と生涯教育として一貫した救命入門コース及び普通救命講習を実施する。
◆「千葉県AEDの使用及び心肺蘇生法の実施の促進に関する条例」により、学校現場におけるAEDの使用等の知識及び技能等の取得
を促進する旨がうたわれているため、教職員に対する普通救命講習をすすめる。

令和元年度に実施した事業内容

◆小児・乳児に対する普通救命講習Ⅲを34回334人に実施し、成人に対する普通救命講習Ⅰ・Ⅱ及び上級救命講習は154
回1,650人に実施しました。
◆e－ランニング講習においては8回201人、再講習は21回322人に対して実施しました。
◆市内全ての小学校高学年を対象に、救命講習を実施しました。
◆市内の中学校（7校）、高校（3校）、大学（3校）の生徒学生に、普通救命講習を実施しました。
　※中学校一校はコロナウイルス感染症対策に伴い中止

評価指標 ◆乳幼児の救急講習受講者数 令和元年度数値 ◆455人

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要 ◆救急救命率の向上を図るため、市民への普通救命講習及び小学生高学年を対象とした救命入門コースを実施します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 警防課

施策内容

２９　応急手当普及啓発活動の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：応急手当普及啓発活動推進事業
決算額：5,094,527円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆コミュニティバスの運行継続を最優先とし、利用の促進に努めるとともに、バス事業者と運賃収入等の増加に取組み、将来的な補助
金の低減を目指します。
◆バス事業者と連携し、路線バス網の維持拡充に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆移動利便性の向上に一定の理解が示されました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆コミュニティバスは年度途中まで一定の利用がありましたが、新型コロナウ
イルスの影響により年間の利用者数が減少しました。

◆ハッピーバスが運行経費の3分の1、ナラシド♪バスが運行経費の2分の1を
限度に運行事業者に対して補助をしており、将来的に補助金を低減していくこ
とが課題です。
◆新型コロナウイルスの影響で減少した利用者の動向が課題です。

令和元年度
事業目標

◆コミュニティバスの運行継続を最優先課題とし、利用の促進に努めるとともに、バス事業者と運賃収入等の増加に取組み、将来的な
補助金の低減を目指します。
◆バス事業者と連携し、路線バス網の拡充を検討します。

令和元年度に実施した事業内容

◆コミュニティバスの運行事業者へ運行経費の一部補助を行いました。（都市政策課）
◆コミュニティバスの定時制の確保を図るため、ハッピーバス京成津田沼駅ルートにおいてダイヤ改正等を行いました。
（都市政策課）
◆コミュニティバスの利用促進を図るため、まちづくり会議や実籾ふるさと祭りに参加してナラシド♪バスのPRに努めまし
た。（都市政策課）

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

２　親と子どもにやさしい外出環境の整備

事業名

事業の概要
◆身近な交通手段となる公共交通については、地域の特性に適した移動手段の確保に努め、安全に外出できる環境を整えつつ、公共
交通事業者と連携し、外出利便性の向上を図ります。

３０　公共交通施策の推進による外出利便性の向上
令和元年度

事業費決算額
事業名：公共交通政策事業
決算額：65,777,900円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 都市政策課

施策内容

- 30 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、子を持つ親に対しての防災講話や教職員や学校生徒に防災研修や防災教育を実施し、「自助」、「共助」、「公助」のさらな
る向上に努めます。また、必要に応じて地域防災計画や、各種災害マニュアルを修正し、安全で安心なまちづくりのための防災体制の
強化を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆地震等の災害に対する備えが重要であることがわかった。
大変有意義な学びとなった。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆子を持つ親に対して防災講話を行った結果、防災に関する知識が備わった
ことにより、家庭内における自助力の向上につながりました。

◆引き続き防災について、特に、在宅避難等、避難に関する考え方に関して、
より広くわかりやすく伝えていく必要があります。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、子を持つ親に対しての防災講話や教職員や学校生徒に防災研修や防災教育を実施し、「自助」、「共助」、「公助」のさらな
る向上に努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆市内小中学校に通う子どもの親族に対して、防災講話を行いました。(計２回)
◆実籾高校が実施する「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究」の取り組みにおいて、
実籾高校の１年生に向け、防災に関する講話を行いました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

３　防犯・防災対策の推進

事業名

事業の概要
◆災害から子どもたちの命と身を守るため、「地域防災計画」及び「行動計画」の見直しを行い、防災訓練や防災教育の実施、幼稚園や
保育所・こども園・小学校・中学校等の安全性の向上、応急保育や応急教育の実施、避難体制や防災拠点・施設等の整備、災害時要
援護者支援等、各種防災対策の拡充及び強化を図り、災害に強い、安全で安心なまちづくりを推進します。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 危機管理課

施策内容

３１　地域防災計画の見直しと各種防災対策の拡充及び
強化

令和元年度
事業費決算額

―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、自主防災組織の結成を促進する啓発活動を実施する他、リーダー研修会の実施等、自主防災組織の強化を図り、より実践
的な防災活動に繋がるよう支援してまいります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆実際に体験した方の声は、大変参考になった。(第３回リーダー研修会、危機管理講演会)

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆これまで、広報紙や、防災講話等で自主防災組織の結成について呼びか
けを行ってきた結果、令和元年度における自主防災組織の新規設立数は９組
織でした。そのほか、新規設立に関する相談が３件ありました。
また、リーダー研修会の開催や、自主防災組織が実施する防災訓練の支援、
自主防災組織に対する防災講話を行うことで、地域内における共助力の向上
が図られました。

◆特にありません

令和元年度
事業目標

◆引き続き、自主防災組織の結成を促進する啓発活動を実施する他、リーダー研修会の実施等、自主防災組織の強化を図り、結果とし
てより実践的な防災活動に繋がるよう支援してまいります。

令和元年度に実施した事業内容
◆新規設立の自主防災組織(９組織)に対して、活動を支援することを目的に、防災資機材を交付しました。
◆自主防災組織の代表者を育成するため、習志野市自主防災組織リーダー研修会を開催しました。(計３回)
その他、申請のあった自主防災組織に対し、組織の規模と活動実績に応じた活動助成金を交付しました。

評価指標 ◆自主防災組織数 令和元年度数値 ◆222組織

３　防犯・防災対策の推進

事業名

事業の概要 ◆地域における防災活動の中心となる、自主防災組織の拡充と強化を図ります。

３２　自主防災組織の拡充及び強化
令和元年度

事業費決算額
―

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 危機管理課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆学校を通して「子ども１１０番の家」の場所や逃げ込み方について児童・生徒への一層の周知を図ります。
◆「子ども１１０番の家」加入者に利用状況を周知します。
◆「子ども１１０番の家」加入数拡充のため、市民や学校に通う保護者が多く集まる集会等で加入協力に向けた呼びかけを行います。
◆「子ども１１０番の家」加入者のうち希望者を対象に、子どもが駆け込んできたときの対応について研修会を行います。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆看板が有るだけで心強いので良いと思います。
◆ 対応マニュアルは常に玄関に置いてあります。
◆ 子供に対する事件が多いので見守りをしていきたいと思います。
◆学校で子ども達が１１０番の家の確認をしているので、心強いのではと思います。
◆「１１０」の字が消えるので工夫お願いしたいです。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆児童生徒の緊急回避の駆け込み事案は1件で、不審者と目が合ったことに
よるもの。近くの交番に連絡し警察が中学生に事情を聞きに来館。けがの処
置や鍵がなくて家へ入れなかった等、その他の駆け込みの件数は５７件で、
子ども達を危険から守ることができました。
◆看板掲示によって、不審者出没への地域全体の抑止力となりました。
◆多くの市民へ周知ができて、加入依頼や説明会等のお誘いが多くなりまし
た。
◆習志野警察署生活安全課長を講師として加入者研修会を実施し、45名が
参加しました。具体的な対応方法や青少年の現状について学ぶことができま
した。

◆令和2年３月現在で、加入者数は９１１件です。全体的には依然として減少
傾向にあるが、新規加入者も増加傾向にあります。

令和元年度
事業目標

◆学校を通して「子ども１１０番の家」の場所や逃げ込み方について児童・生徒への一層の周知を図ります。
◆「子ども１１０番の家」加入者に利用状況を周知します。
◆「子ども１１０番の家」加入数拡充のため、市民や学校に通う保護者が多く集まる集会等で加入協力に向けた呼びかけを行います。
◆「子ども１１０番の家」加入者のうち希望者を対象に、子どもが駆け込んできたときの対応について研修会を行います。

令和元年度に実施した事業内容

◆看板の老朽化対策として、交換や赤文字の「１１０」シールを作成、貼付及び配布作業を行いました。
◆「子ども１１０番の家」の加入状況について、市立各小・中学校長宛に協力者名簿を送付しました。その後、児童生徒への周知の方法
についての調査をし、他校の周知の方法について会議等の連絡の場で広めました。
◆「子ども１１０番の家」加入者対象の状況調査(継続確認・駆け込み等の実情・研修会に係るアンケート)を実施し、集計したものを各学
校へ配付しました。
◆例年実施しているものに加え、「市民カレッジ」や「芸術文化協会運営員会」において出張登録会及び加入依頼を行いました。
◆「子ども１１０番の家」対応マニュアルを配布すると同時に、加入者のうち希望者を対象に、子どもが駆け込んできたときの対応につい
て、習志野警察署生活安全課長を講師として研修会を行いました。

評価指標 ◆「子ども１１０番の家」加入件数 令和元年度数値 ◆911件

３　防犯・防災対策の推進

事業名

事業の概要 ◆児童生徒の緊急回避場所を確保するとともに、不審者出没の抑止力とするため、「子ども１１０番の家」の拡充を図ります。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 青少年センター

施策内容

３３　子ども110番の家の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：青少年センター運営費
決算額：388,250円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆児童・生徒の健全育成及び非行防止並びに犯罪被害防止のため、学校・警察連絡協議会を開催し、学校と習志野警察署が相互のシ
ステムについての共通理解や情報の共有化を図ったり研修を行ったりします。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆青少年の健全育成には、学校、警察、行政が連携することが大切であり、素早くかつ慎重に情報共有をしていく。(青少年センター）
◆専門的な見地から建設的な改善策を知る機会となり、とても有意義でした。（学校教育課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆学校・警察連絡協議会を開催し、市内小・中・高等学校・県立学校の職員・
習志野警察署による青少年に係る問題や環境について情報を共有すること
ができました。(青少年センター）
◆「学校における生徒指導・通学路・不審者等の状況」について各学校から報
告された後に生活安全課長や交通課長の話をいただいたことで、より具体的
な対策や状況について、情報を共有することができました。(青少年センター）
◆不審者情報について学校・習志野警察署が情報共有し、状況に応じて対応
することができました。(青少年センター）
◆交通事故、特に自転車による事故が多くなっているという現状を把握するこ
とができ、その対策についての研修を実施することができ、有意義でした。(青
少年センター）
◆通学路の防犯の観点で課題個所の情報共有ができました。街路整備課に
より、修繕等の改善が行われました。(学校教育課）

◆青少年の健全育成や問題行動等に係る他の会議との連携について検討し
てきました。青少年センター運営協議会や校長会、教育委員会経営会議での
協議を行った結果、学警連の開催回数を３回から１回に減らしても、他の関連
する会議を実施しているため、支障なしと認められたため、承認を得られまし
た。警察と学校とが連絡を密にし共通の方向性が持てる協議会を実施すると
共に、日常的な情報の共有について、担当者間での連携を密にしていく必要
があります。(青少年センター）
◆通学路における防犯カメラの設置等に関しては、防犯安全課や習志野警察
生活安全課と連携を図っていきます。(学校教育課)

令和元年度
事業目標

◆児童・生徒の健全育成及び非行防止並びに犯罪被害防止のため、学校・警察連絡協議会を年３回行い、学校と習志野警察署が相互
のシステムについての共通理解や情報の共有化を図ったり研修を行ったりします。(青少年センター）
◆通学路安全対策協議会の見直しを図り、30年度の課題を改善していけるように事業を推進していきます。（学校教育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆市内小・中学校・高等学校・県立学校の校長、生徒指導担当者と習志野警察署署長・生活安全課長・交通課長の参加に
よる学校警察連絡協議会を計３回開催し、情報共有と協議、研修を行いました。(青少年センター）
◆学校から報告があった不審者情報について習志野警察署生活安全課に連絡したほか、警察からの不審者や青少年に
係る情報を青少年センターで共有し活動しました。(青少年センター）
◆年３回の通学路安全対策協議会を開催しました。今年度より協議会に習志野警察生活安全課と市役所防犯安全課が加
わり、防犯面の対応について、改善を図りました。（学校教育課）
◆第２回に、習志野警察交通課、生活安全課、市役所街路整備課、防犯安全課、学校（教頭・PTA代表）、教育委員会（学
校教育課・青少年センター）が交通安全面、防犯安全面の両面から実施調査を行いました。（学校教育課）
◆夏季休業中に、幼小中学校（園）の安全主任等を対象とした研修を行いました。千葉県警察職員を講師として招聘し、防
犯教育に関しての講義を実施し、各学校への周知を図りました。（学校教育課）

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

３　防犯・防災対策の推進

事業名

事業の概要 ◆学校と警察が相互に連絡し、情報の共有化を図りながら、児童・生徒の非行防止や安全確保を図ります。

３４　学校・警察連絡制度の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：青少年相談指導事業
決算額：3,600円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 青少年センター・学校教育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、ホームページや広報紙、各種事業で事業内容をＰＲし、防災意識の啓発や登録者数の増加を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆緊急情報サービス「ならしの」を用いて、災害やそれに伴う避難情報、行方
不明者情報等を配信することで、住民の迅速な情報取得につながりました。

◆登録者数を増やし、より多くの住民へ情報発信してまいります。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、ホームページや広報紙、各種事業で事業内容をＰＲし、防災意識の啓発や登録者数の増加を図ります。

令和元年度に実施した事業内容 ◆ホームページや広報紙、防災講話等で緊急情報サービス「ならしの」についてPRを行い、登録者数の増加を図りました。

評価指標
◆ケータイ緊急情報サービス登録
者数

令和元年度数値 ◆10,210人

３　防犯・防災対策の推進

事業名

事業の概要
◆防災情報のほか、火災等の消防情報、緊急時の注意を呼びかける防犯対策情報等を、市民にとっての重要情報としてメールでお知
らせするとともに、登録者数の拡大を図ります。

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 危機管理課

施策内容

３５　ケータイ緊急情報サービスの拡大
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆「習志野市安全で安心なまちづくり第2期実施計画」にもとづき、県条例、本市基本構想・基本計画等上位計画をはじめとする関連計
画との連携・整合性を図るとともに、庁内各部局、関係機関との調整を行います。また、事業の実施状況について適切かつ迅速な進行
管理を実施し、今後も本市を取り巻く社会情勢や犯罪状況の的確な把握に努め、計画と現状との整合を図ります。
◆警察、市民等と連携し、防犯パトロールや街頭啓発活動等を充実・拡充させることにより、防犯対策強化及び防犯抑止に努めます。
◆警察との連携強化を図り、増加の傾向にある犯罪についての防犯対策を協議・強化し、効果的な広報、啓発活動の実施により市民の
防犯意識の高揚を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆新たに策定した「習志野市安全で安心なまちづくり第2期実施計画」をもとに
庁内各部局、関係機関と連携・調整を行いました。
◆評価指針でもある犯罪発生件数が年々減少しています。
◆警察や職員だけではなく、地域住民が自主的に防犯パトロール等を実施す
るなど、市民の防犯意識が高まっています。

◆防犯に関する広報啓発活動等について、より効果的な広報活動を行い、さ
らなる犯罪抑止、防犯意識の高揚を図る必要があります。
◆市民による自主的な防犯活動には、市全体としての意識の向上が必要と考
えます。

令和元年度
事業目標

◆新たに策定した「習志野市安全で安心なまちづくり第２期実施計画」を推進するにあたって、県条例、本市基本構想・基本計画等上位
計画をはじめとする関連計画との連携・整合性を図ると共に、庁内各部局、関係機関との調整を行い、事業の実施状況について適切な
進行管理を実施し、今後も本市を取り巻く社会情勢や犯罪状況の的確な把握に努め、計画と現状との整合性を図ります。
◆警察、市民等と連携し、防犯パトロールや街頭啓発活動等を充実・拡充させることにより防犯対策強化を図り、犯罪抑止に努めます。
◆警察との連携を密にし、増加傾向にある犯罪についての防犯対策を協議し、効果的な広報、啓発活動の実施により市民の防犯意識
の高揚を図ります。

令和元年度に実施した事業内容

◆警察、市民等との連携による、防犯パトロールや街頭啓発活動等を実施し、犯罪抑止に努めました。
◆防犯講演会、安全で安心なまちづくり市民大会を開催し、市民の防犯意識の高揚及び地域防犯リーダーの育成を図りま
した。
◆防犯パトロールカーを活用した合同防犯パトロール、管理職による特別防犯パトロールを実施し、犯罪抑止に努めまし
た。
◆自主防犯活動団体への腕章、ベスト、のぼり旗、帽子、信号灯などの防犯物品の貸与を行ったほか、防犯パトロールの
同行支援などを行いました。

評価指標 ◆犯罪発生件数 令和元年度数値
◆1,304件
（令和元年1月～12月末）

３　防犯・防災対策の推進

事業名

事業の概要
◆「基本計画」及び「実施計画」に基づき、以下の施策に積極的に取り組みます。
①防犯啓発活動　　②庁内関係部署及び地域等との連携・ネットワークの整備　　③防犯パトロールの強化
④子どもたちの通学時等における安全確保　　⑤地域防犯活動への支援

３６　安全で安心なまちづくり基本計画等に基づく施策の実
施

令和元年度
事業費決算額

事業名：犯罪のない安全で安心なまちづくり事
業・自主防犯活動団体支援事業
決算額：3,694,780円、45,489円

１　子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む

基本方針 ３　子どもが安全・安心に暮らせる環境の充実
担当課 防犯安全課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆簡単に作ることができる料理レシピや手軽に利用できる食品等の紹介、また大人の食事からの取り分けの方法など、対象者のニーズ
やレベルに合わせた具体的な情報提供ができるよう媒体の整備をしていきます。
◆媒体を活用して引き続き減塩、薄味の定着化をはじめ、飲み物に含まれる砂糖の量、望ましい野菜の摂取量等についての周知・啓発
をしていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆自分の食事を振り返り、栄養がとれていない、バランスが偏っている、野菜不足であるとの声が聞かれました。
また、飲み物の媒体を見て、１本にいかに多くの砂糖が含まれているか驚きの声を聞きました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆アンケートに記入、また媒体を手に取って見るなどの行動を通して自分自
身の食生活を振り返るとともに、何が不足、過剰なのか、また見直す必要が
ある点について認識してもらうことができました。

◆自身の食の課題を認識してもらうことはできましたが、見直すための具体的
な方法の提示や紹介が十分にできていません。

令和元年度
事業目標

◆ママ・パパになるための学級において媒体の工夫や講義内容の見直しをはかり、健康的な食習慣を身につけるための具体的な方法
を伝えられるようにしていきます。
◆減塩、薄味の定着化をはじめ、飲み物に含まれる砂糖の量、望ましい野菜の摂取量等の効果的な周知・啓発のため、対象に合わせ
た媒体を作成し、各保健事業において活用していきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆ママ・パパになるための学級では、食生活アンケートで１日の食事を書き出してから講義を聞いてもらうことで、自分自身
の食事バランスや量の過不足を振り返ることができるようにしました。
また、砂糖入りのペットボトル媒体を新たに作成し、ママ・パパになるための学級や４か月児健康相談にて参加者に見ても
らい、飲み物の選び方、適量について情報提供しました。

評価指標 ◆離乳食教室参加者数 令和元年度数値 ◆447人

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆「ママ・パパになるための学級」、「離乳食教室」、「乳幼児健康相談事業」、「食生活なんでも相談」等を通じて、望ましい食生活習慣の
確立と食育の推進に向けて、妊娠中から乳幼児期まで一貫した取り組みを関係機関と連携しながら行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

３７　健康的な食習慣の確立と食育の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円

- 37 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆子育ても含め家庭・地域における男女共同参画の啓発講座の企画を検討します。（男女共同参画センター）
◆引き続き、両親の役割を考えるきっかけづくりとなるよう「ママ・パパになるための学級」の充実に努めます。（健康支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

（子育て応援セミナーの感想）
◆仕事で多忙な時ほど妻に育児を任せていたが、当事者意識を持ってできることから始めようと思った。妻との会話でも妻を孤独に感じ
させないようにしたいと思う。（男女共同参画センター）
◆チームとして考えるということが大切というのをいつも覚えておいて、相手を責めるのではなく、「助けて」を言えるようにしたいと思いま
した。（男女共同参画センター）
（ママ・パパになるための学級の参加者からの感想）
◆少しずつ親として、自覚したように思う。（健康支援課）
◆産前産後は大変な事がとても多いと感じ夫婦でお互いフォローしていきたい。（健康支援課）
◆パパママそれぞれの役割もあるが、親として二人で出来る事を一緒にやっていきたい。（健康支援課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆夫婦又はパートナーと一緒に申し込みをする人が14組あり、申し込みは定
員40名を上回る42名の申し込みとなりました。
出産を機に妻と夫の変化のズレを理解し、家族をチームとして一緒に家事育
児を乗り越える方法について、グループワークを通して理解を深めることがで
きました。（男女共同参画センター）
◆ママ・パパになるため学級において、育児の具体的なイメージづくり、父親
の役割を考える講座を実施した結果、受講後のアンケートの「パパとして実践
したいこと、心がけたいことがありましたか？」の設問に、「あった」「どちらかと
いえばあった」との回答が約94％得られました。（健康支援課）
◆男女共同参画センターとの共催により「子育て応援セミナー」を開催し、男
女で育児に参加する機運の醸成に寄与しました。（子育て支援課）

◆「子育て応援」の企画のため、育児に関する夫婦・パートナー間の男女共同
参画に絞る企画になりやすいです。（男女共同参画センター）
◆引き続き夫婦で育児をしていく意識の啓発をしていく必要があります。（健康
支援課）
◆今後の開催については協議が必要となります。（子育て支援課）

令和元年度
事業目標

◆夫婦の役割を考え、育児は夫婦共同という認識がもてるよう「ママ・パパになるための学級」の充実に努めます。（健康支援課）
◆こどもセンター（鷺沼）と共催による、父親の子育て参加を促進する講座を実施します。（男女共同参画センター）
◆男女共同参画センターとの共催により「子育て応援セミナー」を開催し、男女で育児に参加する機運の醸成に寄与します。（子育て支
援課）

令和元年度に実施した事業内容

◆令和元年11月30日（土）にこどもセンター（鷺沼）と共催で子育て応援セミナー「ふたりで同時に親になる　笑顔が増えるコ
ミュニケーション術」を開催しました。（男女共同参画センター）
◆妊娠届出時やママ・パパになるための学級において啓発を行っています。（健康支援課）
ママ・パパになるための学級実績妊婦　331人、パートナー　271人
妊娠中3回、産後1回、年間延べ33回実施しました。
◆男女共同参画センターとの共催により「子育て応援セミナー」を開催しました。（子育て支援課）

評価指標

◆ﾏﾏ・ﾊﾟﾊﾟになるための学級の妊
婦・夫・パートナー受講率
◆男性の家庭参画を促す講座等
の実施回数

令和元年度数値

◆妊婦　受講率　48.1％
◆パートナー　受講率
39.3％
◆子育て応援セミナー1回

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆「ママ・パパになるための学級｣で、夫婦の役割を考えるきっかけとなる内容をプログラムに盛り込み、啓発します。
◆妊婦、出産、育児のための情報を盛り込んだパンフレットの配布等、父親も育児を担えるような支援を行います。
◆子育てに関するセミナーを平日以外に開催することにより、子育てにおける父親の参加促進を図ります。

３８　男女共同参画の子育て意識啓発
令和元年度

事業費決算額

事業名：男女共同参画啓発事業
決算額：37,108円
事業名：こどもセンター運営事業
決算額：20,000円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課

健康支援課・子育て支援課
男女共同参画センター施策内容

- 38 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆母子保健施策と子育て支援施策の一体的な提供により、切れ目ない支援を提供する体制の充実を図り、妊産婦の及び乳幼児の健
康づくりに努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆こんにちはあかちゃん事業では、「不安な時期に助産師に訪問してもらい安心した」等の感想を得ています。
産後サポート事業では「産後の一番大変な時期に電話で相談でき気持ちが楽になった」
産後ケア事業利用者からは、「自宅では家族の支援が受けられず、不安だったが、産後ケアを利用することで今後の育児の自信につな
がった」という感想を得ています。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆各事業において対象者の全数把握に努め、母子の健康増進や安心して子
育てができるための支援につなげました。

◆引き続き、すべての対象者に支援ができるよう努めます。また、健康相談事
業等を自ら利用できない方に対しては、個別の状況に合わせた支援をしてま
いります。

令和元年度
事業目標

◆妊産婦及び乳幼児の実情を把握し、妊娠・出産・子育てに関する各種相談に応じ、母子保健施策と子育て支援施策との一体的な提
供を通じて、妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進に関する包括的な支援を行うことにより、切れ目ない支援を提供する体制を整えてい
きます。

令和元年度に実施した事業内容

◆母子健康手帳交付から、妊娠・出産・子育てを通じた一貫性のある家庭訪問・健康相談・健康教育・健康診査等の体制
が充実するよう努めました。「こんにちはあかちゃん事業」では、対象者の全数把握に努め、必要な相談支援を行いました。
◆「産後サポート電話相談事業」では、産後の母の心身の不調に関する相談及び子育て全般の相談に対応しました。
◆「産後ケア事業」では、産後早期の母子に対する心身のケアや育児のサポートを行い、育児不安への軽減を図り、産後
安心して子育てできる支援を行いました。

評価指標
◆こんにちは赤ちゃん事業家庭訪
問実施率

令和元年度数値 ◆97.3%

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆母子健康手帳の交付から始まる、妊娠・出産・育児を通した一貫性のある健診・相談・教育の実施体制を充実し、思春期保健を含め
た親と子の健康づくりを進めます。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

３９　健やかな子を産み育てる体制の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、発育・発達などの課題を早期に発見し必要な支援を行うとともに、適切な支援機関につなげます。（健康支援課）
◆送迎バスの運転手やＰＴ・ＯＴなども含めた職員研修を引き続き実施します。（あじさい療育支援センター）
◆医療的ケアが必要な児童に対しても、就学に向け自立を目的とした、単独での療育の機会を確保します。（あじさい療育支援セン
ター）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆「子どもの成長に関して不安があったが、相談して安心した」「専門職に具体的な助言を聞くことができ、今後の対応方法がわかった」
等の感想が聞かれました。（健康支援課）◆救命救急講習を繰り返し受講することで、緊急対応が必要な状態になった時、職員が慌て
ず対応ができるようになります。（あじさい療育支援センター）
◆職員が研修を受けていることを伝えることによって、保護者にも安心感を与えられました。（あじさい療育支援センター）
◆実際に医療的ケアを実施した児童の保護者からも、不安なく単独での療育を受けさせることができ満足しているとの意見がありまし
た。（あじさい療育支援センター）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆個別の支援が必要な方には、妊娠期から継続した支援を行うことで、家庭
の養育力を高める支援、安心して子育てができる支援につながりました。（健
康支援課）
◆医療的ケアが必要な児童に対しても、就学に向けて単独での療育を提供す
ることができました。（あじさい療育支援センター）

◆健康相談・健康診査等の未受診者に早期にアプローチすることで、個別支
援が必要な人の把握に努め、支援を充実させる必要があります。（健康支援
課）
◆年１回の研修では受講できない職員も出てくる可能性があります。（あじさい
療育支援センター）

令和元年度
事業目標

◆家庭の養育力の向上と安心して子育てができることを目指して、妊娠期からの各事業を一貫して実施し、個別支援が必要な方を早期
に把握し、支援を充実させます。（健康支援課）
◆送迎バスの運転手やＰＴ・ＯＴなども含めた職員研修を引き続き毎年年度初めには実施します。（あじさい療育支援センター）
◆医療的ケアが必要な児童に対しても、就学に向け自立を目的とした、単独での療育の機会を確保します。（あじさい療育支援セン
ター）

令和元年度に実施した事業内容

◆母子健康手帳交付時、転入時や未熟児養育医療の申請等の機会に、個別支援が必要な人の把握及び早期支援に努
めています。また、特に支援を要する妊婦、乳幼児について、子育て支援課等の関係機関と連携しながら継続した支援を
行いました。（健康支援課）
◆全職員を対象に救命救急講習（小児の心肺蘇生法について（心臓マッサージ、ＡＥＤ））を実施しました。（あじさい療育支
援センター）
◆１名の児童に2回、医療的ケアを実施しました。（あじさい療育支援センター）

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆疾病や発育・発達等の課題を早期に把握し、適正な医療や療育の体制につなげていきます。
◆家庭の養育力に着目した母子保健活動を展開する中から、子どもの心身の健全な発育・発達を阻害する因子に対して、早期対応を
図ります。

４０　心身の健康についてハイリスク者の把握と支援の充
実

令和元年度
事業費決算額

事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課

健康支援課・子育て支援課
あじさい療育支援センター

ひまわり発達相談センター・他関係各課施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、「妊娠届出」者に必ず保健師または助産師が妊婦やパートナーと面接し、すべての出生時の節目の時期に、地区担当保健
師が妊娠・出産・養育面を把握し、必要な情報を提供します。課題のある家族には、地区坦当保健師が訪問指導・所内相談・電話相談
等で継続して支援します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆母子健康手帳交付時に「心配だったことが聞けて安心した」「今後相談できる担当者を紹介してもらい安心した」という感想が得られて
います。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆すべての妊娠届出者に個別面接をし、母子健康手帳の交付と妊娠・出産・
育児に関する情報提供をすることができました。個別支援が必要な妊婦に
は、地区担当保健師が訪問指導・所内相談・電話相談などで対応しました。
妊婦が、必要なサービス支援を円滑に活用できるよう、関係他課と連携し支
援ができました。

◆母子健康手帳交付時の情報提供では、妊婦健康診査の受診に関するもの
も含んでいるため、妊娠確認後、速やかに妊娠の届出を済ませていただける
よう、さらに周知徹底が必要です。

令和元年度
事業目標

◆引き続き妊娠届出者に看護職が面接し、妊娠・出産・育児に関する情報を提供していきます。個別支援が必要な妊婦には、地区坦当
保健師が訪問指導・所内相談・電話相談等で継続して支援していきます。

令和元年度に実施した事業内容
◆妊娠届出者に看護職が面接し、妊娠・出産・育児に関する情報を提供しています。
実績　妊娠届出者数　1,423人　（看護職による面接100％）

評価指標
◆妊娠届出者のうち看護職による
面接の割合

令和元年度数値 ◆100%

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要 ◆妊娠・出産・育児に関する情報を提供し、個々の状況に沿った相談・指導を行い、妊娠初期からの継続した支援を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

４１　母子健康手帳の交付
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、継続支援の必要な妊婦に対して、妊娠中より丁寧な支援をしていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆「妊娠中から担当の人の顔が見られることで産後も安心して相談できた。」「妊娠中から相談にのってくれて心強かった。」との感想を
得ています。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆妊娠中から地区坦当保健師が支援を開始し、訪問指導・所内相談・電話相
談等で支援を行いました。妊娠期から把握をしていたことで、出生後早期から
の支援をスムーズに行うことが出来ました。

◆就労妊婦等で、連絡がつかない方もいますが、今後も妊娠期からの支援を
積極的に行います。安心して子育てしていくために、妊娠期からの支援がより
重要になると考えます。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、継続支援の必要な妊婦に対して、妊娠中より丁寧な支援をしていきます。

令和元年度に実施した事業内容
◆個別支援が必要な妊婦には、地区坦当保健師が地区活動を通して継続して支援しています。
30年度　要支援者数　357人

評価指標
◆支援が必要な妊婦への訪問等
での対応数（延べ）

令和元年度数値 ◆232人

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要 ◆妊娠・出産・育児に関する情報を提供し、個々の状況に沿った相談・指導を行い、妊娠初期からの継続した支援を行います。

４２　継続して支援が必要な妊婦への支援の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、安心して妊娠・出産・子育てに臨めるように、妊娠中から知識・技術を提供し、身近な地域での仲間づくりができるよう「マ
マ・パパになるための学級」の充実に取り組みます。
妊婦、パートナー同士の交流・産後の同窓会を兼ねた交流を通して、妊娠期から子育て期の仲間づくりの場となるよう努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆ママパパになるための学級参加者より、「子どものお世話も大事だが、休憩をしっかりとることも大事だと思った」「より具体的に産後の
生活がイメージできた」「一人で悩まず、周囲と相談して育児していきたい」等具体的な育児のイメージをもてている感想をいただきまし
た。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆育児の具体的なイメージづくり、夫婦共同育児等の普及・啓発を行いまし
た。ママ・パパになるための学級において、受講後のアンケートの「ご自身の
参加目的は達成しましたか」の設問に「達成した」「どちらかといえば達成し
た」との回答が約99％得られました。

◆引き続き知識・技術の情報提供に加え、仲間づくりが進むよう講義内容の検
討を続けていきます。

令和元年度
事業目標

◆引き続き安心して妊娠・出産・育児ができるように、妊娠中から知識・技術を提供し、身近な地域での仲間づくりができるよう「ママ・パ
パになるための学級」の充実に取り組みます。
◆妊婦、パートナー同士の交流・産後の同窓会を兼ねた交流を通して、妊娠期から子育て期の仲間づくりの場となるよう努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆安心して妊娠・出産・育児・身近な地域での仲間づくりができるように取り組みました。
実績　妊婦　331人、パートナー　271人
延　33回実施

評価指標 ◆妊婦・夫・パートナー受講率 令和元年度数値
◆妊婦：48.1％
◆パートナー：39.3％

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要 ◆安心して妊娠・出産・育児に臨めるように、知識・技術を提供する場を設けるとともに、身近な地域での仲間づくりを推進します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

４３　ママ・パパになるための学級の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆習志野市の母子保健”切れ目ない支援”に基づき、健やかな子どもの成長・発達及び保護者の子育てに関する不安の軽減を目指し
て、各事業を推進します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆こんにちはあかちゃん事業では、「不安な時期に助産師に訪問してもらい安心した」等の感想を得ています。医師や心理相談による健
康相談（発達相談・心理相談）の利用者からは「専門職に具体的な助言を聞くことができ、今後の対応方法がわかった」等の感想が聞か
れました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆各事業において対象者の全数把握に努め、必要な相談支援を行いました。 ◆引き続き、すべての対象者に支援ができるよう努めます。

令和元年度
事業目標

◆習志野市の母子保健”切れ目ない支援”に基づき、健やかな子どもの成長・発達及び保護者の子育てに関する不安の軽減を目指し
て、各事業を推進します。

令和元年度に実施した事業内容
◆健やかな子どもの成長・発達及び保護者の子育てに関する不安の軽減を目的に、こんにちはあかちゃん事業（乳児家庭
全戸訪問）及び乳幼児に対する健康相談等を実施しました。こんにちはあかちゃん事業、乳児健康相談では対象者の全数
把握に努めました。

評価指標 ◆こんにちは赤ちゃん事業実施率 令和元年度数値 ◆97.3％

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要

◆助産師による産婦・新生児訪問、地区住民でもある制度ボランティアの母子保健推進員による全出生児の家庭訪問、全員を対象とし
た乳幼児の健康相談等を通して、子育てに関する不安感の軽減を図り、情報提供を行います。また、健康な生活を目指した食事・睡眠・
遊び・むし歯予防等生活習慣について、保健師・栄養士・歯科衛生士が情報提供を行い、個々の状況に応じた相談にも応じます。
◆乳幼児の発育・発達に関する心配については、専門医師による発達相談や、心理職による相談の機会を設け、親の不安を丁寧に受
け止めながら、早期に適切な指導や療育につなげることによって、子どもにとっての最大限の成長・発達を促す支援をしていきます。

４４　乳児家庭全戸訪問及び乳幼児に対する健康相談の
充実

令和元年度
事業費決算額

事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆関係機関と連携し、市民への周知につとめ、さらなる健康教育の機会の確保と内容の充実を目指します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆ママ・パパになるための学級では、産後のイメージを深めて話し合う機会を提供している。「パパたちから協力的な意見が聞けて嬉し
い」「夫婦で相談しながら育児をしていきたい」「赤ちゃんのいる生活のイメージができた」などの感想が聞かれました。
◆乳幼児の保護者からは「健康教育をきっかけに、からだへの関心がもてたようだ」「家庭でもいのちの大切さ、からだのしくみについて
親子で話したい」「子どものできないことに目が向きがちだが、もっと子どもを褒めてあげたいと思った」などの感想が聞かれています。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆乳幼児健康相談事業、育児講座、幼児家庭教育学級、離乳食教室、ママ・
パパになるための学級等において、乳幼児と保護者、妊婦とそのパートナー
で対して、ライフサイクルに応じた基本的生活習慣といのちと性に関する健康
教育を行いました。成果としては、上記２．の通り、目的に沿った感想、反応が
得られています。

◆引き続き、母子保健サービスの他、保育所、幼稚園、学校、公民館などの関
係機関と連携し、より多くの子育て中の方に周知ができるよう努める必要があ
ります。

令和元年度
事業目標

◆関係機関と連携し、市民への周知につとめ、さらなる健康教育の機会の確保と内容の充実を目指します。

令和元年度に実施した事業内容
◆母子保健サービス（各種健康相談、健康診査など）の他、公民館における家庭教育学級や保育所、幼稚園、学校などと
連携して講座を実施し、食事、歯みがき、排泄、睡眠、遊び、生活リズムの重要性などの周知に努めました。

評価指標 ◆むし歯のない3歳児の割合 令和元年度数値 ◆92.8%

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要

◆生涯の健康の基盤をつくる大切な時期の、子どもの生活と健康をテーマとして、食事・排泄・睡眠・遊び等とその生活リズムの重要性
を伝え、いのちと性の教育の第一歩として、乳幼児期の保護者への教育にも力を入れていきます。
◆男女ともにかかわる妊娠・出産から子育てについての意識啓発や、体験学習の機会を拡充し、男女共同参画の視点で母性・父性の
役割について学ぶ機会を設けます。
◆乳児の相談や公民館・幼稚園における健康教育等の機会に、保護者に対して「いのちと性」の正しい理解を目的とした学習を、一貫し
た流れの中で行えるよう取り組んでいきます。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

４５　健康教育の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、より多くの妊婦に歯科健康診査を受けてもらえるよう、母子健康手帳交付等で啓発していきます。
1歳6か月児・3歳児健診については令和2年5月現在、集団健診に代わる別の方法での実施をしておりますが、必要な支援が継続して実
施できるよう工夫し、全数支援に努めます。
◆医科個別健診については、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑みて、受診可能な年齢を延長し、安心して個別健診が受けられるよ
う配慮していますが、引き続き受診を勧奨していきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆1歳6か月児・3歳児健診では「健診を受けて子どもが順調に成長していることが確認できよかった。」「子どもへの対応方法や食事や
歯磨きについてなど、子育ての相談ができて安心した。」などの感想があります。
ママ・パパになるための学級等で妊娠中の歯科健診の必要性を伝えると、「歯科健診を受けようと思う。」という感想があります。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆母子健康手帳交付の全数面接時に、妊婦健診・歯科健康診査の受診勧
奨・啓発を行うことで、妊娠をきっかけに自らの生活習慣・健康管理を見直す
方も多いです。
◆仕事などにより平日の決まった日時で集団健診を受けることが困難な方
も、地区担当保健師が個別面接をし、近医で希望する日時に医科個別健診を
受けることができる健診体制により、より多くの対象児が受診可能となり、疾
病の早期発見・対応につながっています。
◆新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年3月の医科個別健診受
診者数が前年度より減少しました。

◆引き続き、より多くの妊婦に妊婦健診・歯科健康診査を受けてもらえるよう、
啓発する必要があります。
◆1歳6か月児・3歳児健診については新型コロナウイルス感染症の予防のた
め、集団健診を中止し、令和2年5月現在、別の方法での対応を実施していま
す。子どもの発育・発達を保護者とともに確認し、必要な支援が継続できるよう
工夫して取り組んでいく必要があります。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、より多くの妊婦に歯科健康診査を受けてもらえるよう、母子健康手帳交付時やママパパ学級等で啓発していきます。
◆1歳6か月児・3歳児健診の未受診者に対しては、家庭訪問・所内相談等での個別対応し、全数支援に努めます。
◆医科個別健診の受診勧奨をし、3歳児の尿検査の受診者数、医科診察の受診者数を増やしていきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆妊婦一般健康診査は、妊娠中に１４回助成しました。
◆妊婦歯科健康診査は、妊娠中に１回実施しました。
◆1歳6か月児・3歳児健康診査は、集団健診を各22回実施（新型コロナウイルス感染症予防のため、令和2年3月は中止）
し、1,217人・1,340人が受診しました。
◆医療機関における1歳6か月児・3歳児医科個別健診は、 899人・　838人が受診しました。

評価指標
◆1歳6か月児健康診査受診率
◆3歳児健康診査受診率

令和元年度数値
◆95.0％
◆95.0％

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要

◆安全で安心な妊娠・出産と、子どもの発育・発達を確認し、健やかな成長を促すため、医療機関で行う一般健康診査の費用、妊婦歯
科健康診査の費用を助成します。
◆幼児期においては集団健康診査を行い、保護者とともに子どもの心身の発育・発達を確認し、ことばや行動等、保護者の心配ごとに
対して、医師、歯科医師、心理職、言語聴覚士、保健師、栄養士、歯科衛生士等が対応します。

４６　健康診査の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子健康診査事業
決算額：157,062,541円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆新型コロナウイルスの流行により、接種時期を遅らせる動きもあることから、接種率の維持に努めます。
◆ロタウイルスワクチンの定期接種が令和２年１０月から開始となるため、スムーズに開始できるよう努めます。
◆接種率の維持や安全な接種ができるよう、引き続き、委託先である習志野市医師会との連携強化や母子保健事業での周知の徹底に
努めます。
◆ＭＲ５期の抗体検査実施率が向上するよう、追加でのクーポン券送付など計画に沿って行っていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆ワクチンの供給不足により、かかりつけ医で接種ができない、との意見がありました。
◆定期予防接種以外の予防接種について、費用助成の要望がありました。
◆MRとB型肝炎について、市の独自制度により無料で接種できてよかった、との意見がありました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆接種勧奨通知の発送後は、接種数が多くなりました。
◆学童期の接種について、接種率が上昇しました。
◆風しんワクチン等接種費用助成制度について、123人に助成を行いました。
内47人が妊娠時の検査で抗体価が低かったため予防接種を行った方でし
た。

◆MR1期の接種率が昨年度より下がってしまったため、接種率向上に努める
必要があります。

令和元年度
事業目標

◆定期予防接種の接種率の向上に努めます。接種率向上のため、委託先である習志野市医師会との連携強化や母子保健事業での周
知の徹底に努めます。
◆ＭＲに関しては、定期接種をしていない児童を学校保健等で把握した場合に、市の独自制度により昨年度まで１回までのみの接種で
ありましたがが、２回までに拡大します。子どもがネグレクト等で接種の機会を逃すことがないようにすることで、健康格差を是正すること
を目的としています。子どもの周囲の人に協力を求め、接種できるよう努めます。
◆ＭＲの接種率の向上、数値目標の達成に努めます。

令和元年度に実施した事業内容

◆定期予防接種を推進しました。（生後１か月頃に予診票を郵送）
◆ＭＲの定期接種をしていない児童について、市の独自制度により接種できる回数を１回から２回に拡大しました。
◆骨髄移植等の治療により定期予防接種の再接種が必要なお子さんの予防接種費用について、２件助成を行いました。
◆風しん抗体検査の結果、抗体価が低い人に対して、風しんワクチン又はＭＲワクチンの予防接種費用の概ね半額を助成
しました。（償還払い）
◆Ｂ型肝炎について、ワクチンの供給不足により規定年齢（１歳誕生日前日）内に接種できなかったお子さんに対して、市
の独自制度により接種できるようにしました。
◆ＭＲ２期は３回、ＤＴは２回、日本脳炎２期は１回、未接種の方に勧奨通知を送付しました。

評価指標 ◆接種率 令和元年度数値
◆ＭＲ１期　95.8％
◆ＭＲ２期　97.5％

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要 ◆感染力が強く、かかると重篤になりやすい疾患について、「予防接種法」に基づく定期予防接種を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

４７　予防接種
令和元年度

事業費決算額
事業名：予防接種事業
決算額：463,316,942円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆日ごろから「かかりつけ医」を持つこと、早めの受診行動をとること、一次・二次・三次救急といった医療体制について、説明に努めま
す。
◆引き続き、市ホームページや医療ガイドの掲載方法等を研究し、分かりやすい表現を使い、理解してもらえるよう努めます。
◆インフルエンザ流行期について、どのような工夫ができるのか、引き続き研究し、委託先である習志野市医師会と協議を重ねていきま
す。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆インフルエンザ流行期には休日当番医が混雑するため、複数設置して欲しいという要望がありました。
◆例年よりもインフルエンザの流行が少なかったこともあり、急病診療所や二次救急に関する苦情等は少ない状況でした。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆急病診療所においては、事故もなく運営できています。
◆インフルエンザ流行期に休日当番医へ患者が殺到し、混雑することが課題
となっています。令和元年度については、そのような状況になりませんでした
が、委託先である習志野市医師会との継続協議事項となっています。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、ホームページや医療ガイドの掲載方法等を研究し、わかりやすい表現を使い、市民に理解してもらえるよう努めます。
◆感染期には、どのような工夫ができるのか今後も研究し、委託先である習志野市医師会と協議を重ねていきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆急病診療所において、毎日夜間20時から23時に小児患者の受け入れを行いました。
◆週１回市内医療機関において、23時以降の小児初期診療及び18時から翌朝8時までの小児二次救急の受けれ入れを行
いました。
◆引き続き、市ホームページや医療ガイド等にアンパンマンを用いた「こども医療でんわ相談」の案内を掲載しました。

評価指標

◆急病診療所における小児患者
数
◆二次救急医療機関における夜
間受診者数

令和元年度数値
◆1,192人
◆229人

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆小児が休日夜間の急病時に、確実に受け入れられる診療体制の充実を図ります。
◆夜間や休日における一次・二次診療は、習志野市医師会等の関係機関の協力を得るとともに、近隣市の医療機関と連携しながら対
応しております。今後も引き続き関係機関の協力を得ながら体制整備を図っていきます。

４８　小児救急医療体制の整備、充実
令和元年度

事業費決算額
―

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆子どもの発育・発達に応じた健康づくりに各関係機関が連携して取り組むために、定期的に地域保健連絡会を開催します。各中学校
区において、各関係機関と話し合いを重ね、地域の健康課題に取り組んでいきます。
全体研修会での取り組み発表等、中学校地地域保健連絡会の取り組みの活性化方法を検討します。(健康支援課)
◆各中学校区の健康課題に沿った取り組みを強化し、関係諸機関と連携した学校保健活動を充実させていきます。（学校教育課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆思春期保健講演会の中では、中学校区ごとの活動発表では、「所属以外の他の中学校区の活動が分かり参考になった」、また講演を
聞いて「プレコンセプションケアの必要性を感じた。」「学校で伝えていきたい内容だった、どこからはじめられるか、地域で考えていきた
い。」といった意見が聞かれました。(健康支援課)

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆全体研修会にて各中学校区の取り組み発表を実施し、各地区の取り組み
を構成員全体で共有しました。講演では、現代の日本人の健康課題や、成長
段階に合わせた健康教育、包括的な性教育の必要性を共有できました。(健
康支援課)
◆地域の健康課題に焦点を当て、関係諸機関と連携した学校保健活動をす
ることができました。（学校教育課）

◆今後も引き続き各中学校区において、それぞれの地域の課題の共有と健康
づくりを連携して取り組んでいく必要があります。各中学校区での取り組みを
活性化していくため、全体研修会での取り組み発表等の方法を検討していく必
要があります。(健康支援課)
◆開催回数が限られているので、共通の実践に取り組むことができませんでし
た。（学校教育課）

令和元年度
事業目標

◆子どもの発育・発達に応じた健康づくりに各関係機関が連携して取り組むために、定期的な地域保健連絡会を実施し、各中学校区関
係機関の状況・要望に合わせて内容を充実させていきます。併せて、『習志野市の思春期の目指すべき姿』の見える化への取り組みを
検討していきます。(健康支援課)
◆各中学校区ごとのテーマに沿った取り組みを強化し、学校保健を充実させていきます。（学校教育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆市内７つの中学校区ごとに定期的な中学校区地域保健連絡会を実施しました。実務にかかわる保育所・幼稚園・こども
園・小学校・中学校・高校・公民館等の関係機関、健康福祉センター等の外部関係機関とともに各地域の問題点を共有し
ながら、子どもの健康づくりに取り組みました。新型コロナウイルスの感染症の影響により、年度末予定ていた会議が中止
となった中学校区もありました。(健康支援課)
◆思春期に向けた一貫した啓発活動をさらに推進していくため、「思春期保健講演会」を実施しました。(健康支援課)
◆思春期保健講演会の中で、中学校区ごとの活動の経過、最近の取り組みを発表し、共有しました。（健康支援課）
◆各中学校区ごとに連絡会を開催し、それぞれの地域の健康課題を共有し、各機関で健康課題解決に向けて取り組みま
した。（学校教育課）

評価指標
◆中学校区地域保健連絡会開催
回数

令和元年度数値 ◆13

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆中学校区ごとに実施している地域保健連絡会において、幼稚園、保育所・こども園・小学校・中学校・高校・公民館等の関係職員が連
携を強化し、保護者や習志野健康福祉センター等、外部関係機関との連絡調整を行いながら、子どもの発育・発達に応じた健康づくりに
取り組む体制づくりを進めていきます。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課・学校教育課・他関係各課

施策内容

４９　中学校区地域保健連絡会の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆低体重児の届出及び養育医療給付事業について、医療給付を行うとともに、妊娠届出時の周知を徹底し、できるだけ早期に支援を開
始できるよう努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆「高額の医療費の給付で、経済的な負担が軽減されました。」「入院中から母子保健担当者と相談ができ、安心できました。」との感想
が得られています。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆養育医療給付対象者には、医療費の給付を行い、経済的な負担の軽減を
図りました。
◆低体重児及び養育医療給付対象者には、届出を受理次第、地区担当保健
師による支援を開始し、保護者への相談指導及び適切な母子保健サービス
の提供を行いました。

◆引き続き、養育医療費や低体重児の届出を通して、早期からの病状把握及
び適切な母子保健サービスの提供による支援を行ってまいります。

令和元年度
事業目標

◆低体重児の届出および養育医療給付事業について、医療給付を行うとともに、妊娠届出時の周知を徹底し、できるだけ早期に支援を
開始できるよう努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆養育医療の給付を３０人（実人数）に行いました。
◆低体重児（2,500ｇ以下）の届出を５８件受理しました。届出を受付次第、地区担当保健師による支援を実施しました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

１　親と子どもの健康支援の充実

事業名

事業の概要
◆出生時体重が2,000g以下、または、身体発育が未熟なまま出生し、入院養育を必要とする未熟児に対して、医療の給付を行うととも
に、届出により早期に母子保健活動の中で支援していきます。

５０　未熟児養育医療費の給付及び低体重児出生届の受
理による保健指導の充実

令和元年度
事業費決算額

事業名：未熟児養育医療給付事業
決算額：8,360,115円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 １　安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実
担当課 健康支援課

施策内容

- 50 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆職員のさらなる知識技術の向上を図り、児童相談所や関係機関との連携を深め、児童家庭福祉（環境福祉、健全育成、養育困難、不
登校等）に関する相談や児童虐待の相談、通告等の業務に対応します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆参加者より、「親の立場ではなく、子どもの立場でいろいろ考える必要性について改めて感じました。具体的に子どもに伝えることはわ
かっていたつもりでしたが、行動に移せていなかったと再認識できました」等の感想がありました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆支援を必要とする家庭に対し、直接的な助言や情報提供を行うとともに、千
葉県中央児童相談所や庁内関係機関との連携を図り個々の家庭に応じた支
援を行いました。
◆各事案の支援を検討するうえで臨床心理士による勉強会を開催し職員の
相談技術の向上を行いました。
◆こどもを守る地域ネットワーク主催による研修会を開催し、子どもに関わる
関係者の児童虐待防止の意識の醸成を図りました。
◆ほめて伸ばす子育てトレーニング講座を開催し児童虐待の未然防止に努
めました。

◆相談件数の増加、複雑・多様化への対応及び虐待予防や再発防止への対
応を一層手厚くする必要があります。
◆支援の一体性、連続性を確保し児童相談所との円滑な連携・協働体制を一
層推進していく必要があります。

令和元年度
事業目標

◆職員のさらなる知識技術の向上を図り、児童相談所や関係機関との連携を深め、児童家庭福祉（環境福祉、健全育成、養育困難、不
登校等）に関する相談や児童虐待の相談、通告等の業務に対応できる拠点整備を検討します。

令和元年度に実施した事業内容

１、相談業務の実施
・妊娠中から18歳未満の子どもに関するあらゆる相談に対し、電話・面接・訪問により助言・情報提供を行いました。
・虐待の通告・相談窓口として千葉県中央児童相談所と連携し、月1回のケース連絡会の実施・同行訪問を行う等の対応を
しました。
２、ならしのこどもを守る地域ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）の運営
・児童福祉法第25条の2に基づく要保護児童対策地域協議会の事務局として、代表者会議（2回）、実務者会議（6回）、個別
支援会議（44回）や研修会の開催など虐待防止に向けた庁内及び地域におけるネットワーク構築に努めました。
３、養育支援家庭訪問事業の実施
・養育困難な妊娠中から1歳未満の子のいる家庭に対し、母子保健担当と協力し、家庭訪問により育児についての技術的
支援・相談に応じました。（対象家庭7件　延べ訪問回37回　会議数13回）
・臨床心理士によるケース検討会議を実施（11回）し、相談技術の向上に努めました。
４、ほめて伸ばす子育てトレーニング講座の開催
・子育て支援・児童虐待予防の観点から具体的なしつけの方法を親に効果的に教えるトレーニングプログラムである「ほめ
て伸ばす子育てトレーニング講座」の開催(5回)を実施しました。

評価指標 ◆相談対応件数 令和元年度数値 ◆13,971件

１　子育てに関する相談窓口・情報提供の充実

事業名

事業の概要 ◆子育て支援相談室において、子育てに関するあらゆる相談に対し、個々の家庭の状況に配慮したきめ細やかな対応を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

５１　家庭児童相談の充実
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆祖父母世代と親（子育て）世代の良好なコミュニケーションを図り、また、子育て支援に積極的に関わってもらうことを目的に発行した
「ならしの孫育てハンドブック」を増刷し、引き続き周知・情報の提供を行います。（子育て支援課）
◆「ならしの子育てハンドブック」を作成し、最新の子育て支援情報について、市ホームページ・ツイッター、広報等で周知を図ります。（子
育て支援課）
◆子育て応援サイト「きらっ子ナビ」を引き続き運営し、わかりやすい子育て情報の提供を行います。（子育て支援課）
◆提供する情報の充実と正確さを図るために、定期的に内容の見直しを行います。（健康支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆このハンドブックで正しい知識、現代の常識を習得できました。（子育て支援課）
◆子どもといっしょに行ける場所がどこにあるのかわからなかったので、情報がまとめてある冊子があって助かりました。（子育て支援
課）
◆すこやか子育てガイドでは「市のサービスの流れがわかりやすい」、子育て情報マップは、転入者からも「遊び場や医療機関が載って
いて、近隣情報を知ることができ助かる」等の感想が聞かれました。（健康支援課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆「ならしの孫育てハンドブック」の発行は祖父母世代の孫育てや地域の子育
て支援に寄与することができました。（子育て支援課）
◆「ならしの子育てハンドブック」やその他チラシ・パンフレットの配布により、
市民への子育てに関する情報提供を適切に行うことができました。（子育て支
援課）
◆子育て応援サイト「きらっ子ナビ」を通じて、スマートフォンを活用する子育て
世代に対し、わかりやすい、情報を得やすい環境づくりに寄与することができ
ました。（子育て支援課）
◆「すこやか子育てガイド」「すこやか習志野っこファイル」「子育て情報マップ」
の内容を見直し、新しい情報を反映しました。また、各事業の中でも情報提供
する媒体として、くり返し活用しました。（健康支援課）

◆市内の保育所情報など情報が変化していくなかで、新しい情報を反映させ
ていきます。（子育て支援課）
◆必要に応じて、新しい情報を反映し、妊娠中から子育て期の対象に必要な
情報提供を行っていきます。（健康支援課）

令和元年度
事業目標

◆祖父母世代と親（子育て）世代の良好なコミュニケーションを図り、また、子育て支援に積極的に関わってもらうことを目的に発行した
「ならしの孫育てハンドブック」を増刷し、引き続き周知・情報の提供を行います。（子育て支援課）
◆「ならしの子育てハンドブック」を作成し、最新の子育て支援情報について、市ホームページ・ツイッター、広報等で周知を図ります。（子
育て支援課）
◆子育て応援サイト「きらっ子ナビ」を引き続き運営し、わかりやすい子育て情報の提供を行います。（子育て支援課）
◆提供する情報の充実と正確さを図るために、定期的に内容を見直していきます。（健康支援課）

令和元年度に実施した事業内容

◆「すこやか子育てガイド」「すこやか習志野っこファイル」「子育て情報マップ」等を活用し、情報提供を行いました。（健康
支援課）
◆祖父母世代と親（子育て）世代の良好なコミュニケーションを図り、また、子育て支援に積極的に関わってもらうため平成
29年に発行した「ならしの孫育てハンドブック」を増刷しました。（子育て支援課）
◆子育て支援情報を記載した「ならしの子育てハンドブック」を株式会社ホープとの官民協働により企業の広告協力を得
て、無償で作成・印刷し、子育て支援課窓口にて、お子さんが生まれた方や乳幼児のいる転入者の方に配布を行いまし
た。（子育て支援課）
◆子育て応援サイト「きらっ子ナビ」を株式会社アスコエパートナーズとの官民連携により無償で公開し、掲載内容を適宜更
新し、情報提供を行いました。また、ならしの子育てハンドブック等にアクセス方法を記載し、周知を図りました。（子育て支
援課）
◆市ホームページにおいても、子育て支援に関する情報の充実に努め、特にタイムリーな情報発信を行いました。（子育て
支援課）

評価指標
◆きらっ子ナビアクセス数
◆こんにちは赤ちゃん事業家庭訪
問実施率

令和元年度数値
◆13,038件
◆97.3％

１　子育てに関する相談窓口・情報提供の充実

事業名

事業の概要
◆子育てに関する情報について、わかりやすい紙面や冊子、ホームページ等を作成し、妊娠中から子育て期に合わせた必要な子育て
情報を提供します。
◆スマートフォンを活用した子育てについての情報提供を行います。

５２　子育て情報の提供
令和元年度

事業費決算額
事業名：母子保健活動事業
決算額：11,649,745円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課・健康支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、習志野市子育て支援先端企業認証制度をさらに周知するため、市ホームページの更新や商工会議所・青年会議所などに
も周知する等、新規認証事業者の参入を図ります。（こども政策課）
◆職業生活と家庭生活の両立に関する制度等については、各種講座等で引き続き周知に取り組みます。（男女共同参画センター）
◆関係機関等と連携を図り、女性の再就業に関する情報提供やセミナーを実施し支援をしてまいります。（産業振興課）
◆広報・市ホームページをはじめ、子育て支援情報を掲載した「ならしの子育てハンドブック」や子育て応援サイト「きらっ子ナビ」を活用
し、わかりやすい子育て情報の提供を行います。（子育て支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

（子育て応援セミナーの感想）
◆シングルマザーの家庭はどうなのか？今回の話のメインでは「妻はとても大変。夫も気づけ」と捉えたが。（男女共同参画センター）
◆夫婦での子育てのムズかしさを実感。　核家族の子育ての工夫、コツを”夫婦”で考えるきっかけになる講座をおねがいしたい。（男女
共同参画センター）
◆引っ越してきたばかりで、子どもと一緒に行ける場所がどこにあるのか、どうやって探せるのかわからなかったので、情報がまとめて
ある冊子があって助かりました。（子育て支援課）
（女性のための再就職支援セミナー）
◆実践的でためになった。離職期間が長いため、不安やわからないことが多く、何から手を付ければよいかわからなったがｼﾞｮﾌﾞｻﾎﾟｰﾄｾ
ﾝﾀｰへ足を運ぼうと思った。就活の現状を知ることができた。（産業振興課）
◆面接練習の時間がもう少しあれば、詳しく聞きたかった。　（産業振興課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆子育て応援セミナーは、家族がチームとして家事・育児を協力し合うことを
考えるきっかけづくりとなりました。（男女共同参画センター）
◆子育てのお母さんのみを対象としたセミナーではないが、女性向けセミナー
を開催することにより、就業へ向けて様々な選択肢が提供することができまし
た。（産業振興課）
◆「ならしの子育てハンドブック」やその他チラシ・パンフレットの配布により、
市民への子育てに関する情報提供を適切に行うことができました。（子育て支
援課）

◆講座の開催はシングルの親への配慮が必要と感じました。（男女共同参画
センター）
◆各種認定・表彰パンフレットと情報紙きらきらの配布は、啓発効果が把握で
きない点が課題です。（男女共同参画センター）
◆参加者の意見要望等を踏まえて、参加しやすい環境等を整え、セミナーを展
開していく必要があります。（産業振興課）

令和元年度
事業目標

◆男女が共に仕事や家庭生活が両立できるようワーク・ライフ・バランスに関する制度や取り組みを周知します。（男女共同参画センター）
◆市内事業所へ子育て支援に関する諸制度の周知、情報提供に努めます。（産業振興課）
◆就業に関する情報提供に努めるとともに、関係機関等と連携し、女性の再チャレンジ支援をしてまいります。（産業振興課）
◆子育てに関する様々な制度についての情報を窓口に設置し、市民の方々への情報提供を行います。（子育て支援課）
◆広報・市ホームページをはじめ、子育て支援情報を掲載した「ならしの子育てハンドブック」や子育て応援サイト「きらっ子ナビ」を活用し、わかりやす
い子育て情報の提供を行います。（子育て支援課）
◆引き続き、習志野市子育て支援先端企業認証制度をさらに周知するため、市のホームページでの掲載や、商工会議所だけではなく、青年会議所な
どにも周知を図り、新規認証事業者の参入を図ります。（こども政策課）

令和元年度に実施した事業内容

◆男女共同参画センターが発行している制度周知を図る冊子を窓口に設置し、新規事業者登録の周知を図りました。（こど
も政策課）
◆「子育て支援先端企業認証制度」や子育てサポート企業を認定する「くるみん」など、職業生活と家庭生活の両立に取り
組んでいる優れた事業所に対する登録・認定・表彰制度を紹介するパンフレットを子育て応援セミナー等各講座で配布し、
周知しました。　（男女共同参画センター）
◆男女共同参画社会づくり情報紙きらきら第46号で、市内事業所で「えるぼし」「くるみん」を獲得した事業所をインタビュー
した記事を掲載し市内幼保小学校の全家庭に配布しました。　（男女共同参画センター）
◆千葉県ジョブサポートセンターと近隣自治体において実施した、再就職を希望する女性の方へ雇用の促進を図ることを
目的とした「女性のための再就職支援セミナー」に共催により行いました。　（産業振興課）
◆子育て支援情報を掲載した「ならしの子育てハンドブック」を子育て支援課窓口にて、お子さんが生まれた方や乳幼児の
いる転入者の方に配布しました。（子育て支援課）
◆子育て支援に関連する各種制度のチラシ・パンフレット等を子育て支援課窓口やこどもセンター、きらっ子ルーム他、市
内公共施設に設置し、市民の方々へ情報提供を行いました。併せて市ホームページにおいても、子育て支援に関する情報
の充実に努め、特にタイムリーな情報発信を行いました。（子育て支援課）
◆ならしの子育てハンドブック等に子育て応援サイト「きらっ子ナビ」のアクセス方法を記載し、周知を図りました。（子育て
支援課）

評価指標

◆「子育て支援先端企業」認証企
業数
◆男性の家庭参画を促す講座等
の実施回数

令和元年度数値
◆2社
◆1回（子育て応援セミナー）

１　子育てに関する相談窓口・情報提供の充実

事業名

事業の概要

◆職業生活と家庭生活の両立に関する制度等について、パンフレットの配布等により情報提供を行い、仕事と家事・育児等の家庭生活
や地域活動との調和のための環境づくりを推進します。
◆育児休業制度、配偶者の出産休暇制度や子の看護休暇制度についてパンフレット等で啓発するとともに、求人情報サイト「アクティブ
ならしの」にも掲載し、情報提供を行います。
◆市内企業における仕事と子育てが両立できる職場環境づくりを、商工会議所と連携して啓発し、子育て支援先端企業認証制度を推進
します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課

男女共同参画センター・産業振興課
子育て支援課・こども政策課施策内容

５３　子育てに関する制度の活用推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：男女共同参画啓発事業
決算額：210,048円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆市内の全てのこどもセンター・きらっ子ルームで引き続き実施し、常に最新の情報提供ができ、また、相談・関係機関につなげられる
よう、研修等の充実を図ります。
◆引き続き、こども部窓口の子育て支援コンシェルジュが各施設へ出向き、相談を行う「出張コンシェルジュ」を定期的に行い、相談しや
すい環境づくりや関係機関との連携強化に努めてまいります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆とても親切、丁寧に説明していただき、大変感謝いたします。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆利用者と直接コミュニケーションをとる中で子育てに関する情報の提供を行
うとともに、利用者個々の子育てに関する相談に随時対応し、子育て家庭の
支援に寄与することができました。
◆子育て支援コンシェルジュ向けに研修を実施し、資質向上に努めました。

◆国や県の情報をはじめとする子育て支援に関する新たな情報を遅滞なく正
確に子育て支援コンシェルジュに伝え、コンシェルジュの資質向上が必要で
す。

令和元年度
事業目標

◆市内の全てのこどもセンター・きらっ子ルームで引き続き実施し、常に最新の情報提供ができ、また、相談・関係機関につなげられる
よう、研修等の充実を図ります。
◆こども部窓口の子育て支援コンシェルジュが各施設へ出向き、相談を行う「出張コンシェルジュ」を定期的に行い、相談しやすい環境
づくりや関係機関との連携強化に努めてまいります。

令和元年度に実施した事業内容

◆こどもセンター（5カ所）、きらっ子ルーム（2カ所）、こども部窓口に子育て支援コンシェルジュを設置し、相談の受付や、子
育て支援情報の提供等を行いました。
◆こども部窓口の子育て支援コンシェルジュが各施設へ出向き、相談を行う「出張コンシェルジュ」を定期的に行いました。

評価指標 ◆相談件数 令和元年度数値 ◆5,975件

１　子育てに関する相談窓口・情報提供の充実

事業名

事業の概要
◆こどもセンターやきらっ子ルームに「子育て支援コンシェルジュ」を配置し、より地域で安心して子育てができるよう、相談の充実に努め
ます。

５４　子育て支援コンシェルジュの充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：利用者支援事業
決算額：1,920,136円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆多様化する利用会員のニーズに応え、引き続き、広報等により制度の周知を図り、新たな提供会員の確保に努めます。
◆親子が安心して利用できる事業運営を実施するため、研修会・交流会等により、会員の制度の理解と意識の向上を図ります。
◆ひとり親家庭等の利用料助成制度について引き続き周知を図り、助成対象者の拡大に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆大変親身にやさしい提供会員の方にしっかり子どもをみていただき、大変ありがたい制度だと思いました。安心して仕事をすることが
できます。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆提供会員の募集チラシを作成し、市内の町会に回覧したことで、提供会員
の増加に貢献できました。
◆保育所の一時預かり事業が利用が困難な中で、ファミリー・サポート・セン
ター機能を活用した一時預かり事業は、在宅で乳幼児を育てる保護者の支援
に努めることができました。
◆ファミリー・サポート・センター事業の周知及び相互援助のコーディネートを
行うことにより、子育てを地域で支えあう機運の醸成に寄与しました。

◆ひとり親家庭等の利用料助成制度について引き続き周知を図り、助成対象
者の拡大に努める必要があります。
◆利用会員のニーズの需要の増加や多様化、また、奏の杜地区の人口増加
に伴う利用者の増加により、さらに提供会員の確保に努める必要があります。
◆相互援助が円滑に進められるよう、制度の仕組み等について会員へきめ細
やかな説明を行うとともに、研修会等による会員の意識の向上に努める必要
があります。

令和元年度
事業目標

◆ひとり親家庭等の利用料助成制度について引き続き周知を図り、助成対象者の拡大に努めます。
◆多様化する利用会員のニーズに応え、広報等により制度の周知を図り、新たな提供会員の確保に努めます。
◆親子が安心して利用できる事業運営を実施するため、研修会・交流会等により、会員の制度の理解と意識の向上を図ります。

令和元年度に実施した事業内容

◆利用会員の援助の申し込みに基づき、育児支援、家事支援、ショートステイについて、提供会員派遣のためのコーディ
ネートを随時行いました。
◆ファミリー・サポート・センターの一時預かり事業として、こどもセンター５か所ときらっ子ルーム2か所の計7か所で実施
し、併せて市ホームページ等で周知しました。
◆ひとり親家庭等の就労支援及び育児負担の軽減を図ることを目的に、ひとり親家庭等を対象に、利用料の半額助成を実
施しました。
◆入会説明会を毎週水曜日に実施するとともに、土日、地域ごと、個別訪問でも実施しました。
◆会員に対し、基礎研修会、研修会、交流会、談話室を開催しました。
◆ファミリー・サポート・センターだより（年3回）を発行し、会員に対して送付しました。
◆提供会員の募集チラシを作成し、市内町会に回覧しました。

評価指標
◆会員数
◆活動件数

令和元年度数値

２　多様なニーズに応える保育サービスの充実

事業名

事業の概要
◆育児・家事支援、ショートステイ、地域子育て支援拠点で一時預かりを行う「ファミ・サポる～む」を実施し、ファミリー・サポート・セン
ター事業の充実を図ります。
◆ファミリー・サポート・センター事業の提供会員等の確保に努めるとともに、学習会や談話室の充実に努めます。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

５５　ファミリー・サポート・センターの充実
令和元年度

事業費決算額

事業名：ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ運営事業、
家事支援ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ
決算額：8,228,017円

◆育児2,949人・家事2,193人
ｼｮｰﾄｽﾃｲ1,290人・一時預かり1,647
人
◆育児2,733件・家事48件
ｼｮｰﾄｽﾃｲ1件・一時預かり91件
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆保護者が疾病、疲労その他の身体上若しくは精神上又は環境上の理由により、家庭において児童を養育することが一時的に困難に
なった場合、これらの児童を市が委託契約した児童福祉施設において、一定期間、養育・保護を行い、児童及び子育て家庭の福祉の向
上を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆親族支援が得られない乳幼児のいる保護者の入院に対し、児童を養育・保
護することにより、養育支援及び虐待の未然防止に寄与しました。

◆市内に法定受け入れ施設がないことから他市の施設利用となり、利便性に
欠ける点が課題となっています。
◆受け入れ施設側の事情（疾病の蔓延・定員数）で希望日に利用できない場
合があります。

令和元年度
事業目標

◆保護者が疾病、疲労その他の身体上若しくは精神上又は環境上の理由により、家庭において児童を養育することが一時的に困難に
なった場合、これらの児童を市が委託契約した児童福祉施設において、一定期間、養育・保護を行い、児童及び子育て家庭の福祉の向
上を図ります。

令和元年度に実施した事業内容
◆保護者が疾病、疲労その他の身体上もしくは精神上または環境上の理由により、家庭において児童を養育することが一
時的に困難になった場合、これらの児童を市が委託契約した児童福祉施設において、一定期間、養育・保護を行いました。

評価指標 ◆実績数 令和元年度数値 ◆5人(延べ25人)

２　多様なニーズに応える保育サービスの充実

事業名

事業の概要 ◆保護者の疾病等の理由により、家庭において養育が一時的に困難な場合に、市が委託する施設において必要な保護を行います。

５６　子育て短期支援事業（ショートステイ）の実施
令和元年度

事業費決算額
事業名：子育て短期支援事業
決算額：142,241円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆預かりの利用日数や実施期間等、保護者のニーズに対応するとともに、教育課程に基づく預かり保育の実施内容の充実を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆預かり保育があることで、家事や兄弟の用事ができてよかった。
◆自分自身（保護者）がリフレッシュできてよかった。
◆長期休業中に預かり保育があり、規則正しい生活が送れた。
◆申し込み期間が早いので、もう少し遅いとよかった。再申し込みを受け付けてもらえるとよい。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆こども園短時間児と幼稚園児の長期休業中の預かりを実施したことにより、
子育て支援の充実につながった。

◆長期休業中の預かり補佐担当職員の確保と支援児の安全確保について、
検証していきます。
◆預かりの実施回数と実施期間について検証していきます。

令和元年度
事業目標

◆預かりの利用日数や時間等、保護者のニーズに対応するとともに、教育課程に基づく預かり保育の実施内容の充実を図ります。

令和元年度に実施した事業内容 ◆子育て支援の充実のために、こども園短時間児と幼稚園児においての長期休業中の預かり保育を実施しました。

評価指標
◆施設実施数
◆利用園児数

令和元年度数値
◆11園
◆516名

２　多様なニーズに応える保育サービスの充実

事業名

事業の概要 ◆幼稚園・こども園で、預かり保育を継続して実施します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 こども保育課

施策内容

５７　幼稚園・こども園における預かり保育の充実
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆保育所等へ新規で入所する児童の保護者に対してチラシやリーフレットの配布により事業の周知を図り、子育てと仕事の両立を支援
します。
◆病児・病後児施設連絡会議を開催し、病児・病後児施設との情報共有・意見交換を実施します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆安心して預けることができて大変感謝しています。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆保護者が仕事などで家庭での看護が困難な子育て家庭を支援することで、
子育てと仕事の両立支援を図りました。

◆利用者が制度を円滑に利用できるよう、今後も施設との連携、情報共有に
努める必要があります。
◆児童福祉法及び国の病児・病後児保育実施要綱で対象児童が「乳児・幼児
又は小学校に就学している児童」と改正されていることから、習志野市におけ
る対象児童の範囲拡大の検討が必要です。

令和元年度
事業目標

◆保育所等へ新規で入所する児童の保護者に対してチラシやリーフレットの配布により事業の周知を図り、子育てと仕事の両立を支援
します。
◆病児・病後児施設連絡会議を開催し、病児・病後児施設との情報共有・意見交換を実施します。

令和元年度に実施した事業内容
◆保育所等に新規で入所する児童の保護者に対して、チラシやリーフレットの配布を行い、事業の周知を図りました。
◆病児・病後児施設連絡会議を開催し、病児・病後児施設との情報共有・意見交換を実施しました。

評価指標
◆施設数
◆利用児童数

令和元年度数値
◆2か所
◆1,053人

２　多様なニーズに応える保育サービスの充実

事業名

事業の概要
◆子どもが病気の時に、家庭の事情や仕事の都合等で育児が困難な場合において、医療機関に付設された市内2か所の施設で保育を
実施します。

５８　病児・病後児保育の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：病児・病後児保育事業
決算額：27,600,910円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き、子育て中の親の心身のリフレッシュになるよう託児つきの成人講座を実施します。(公民館)

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆子育てのよいリフレッシュになった。講座を通して、地域の方々と子育ての情報交換もできた。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆講座を通して、リフレッシュや子育て中の親同士の交流をすることができま
した。

◆参加者を増やすことや、講座終了後も公民館を継続して利用してもらうこと
が課題です。

令和元年度
事業目標

◆引き続き子育て中の親の心身のリフレッシュになるよう託児つきの成人講座を実施します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆ヨガや手芸、調理、生け花等の託児付き成人講座を４公民館で実施しました。

評価指標
◆講座数
◆実施回数

令和元年度数値
◆講座数　7
◆実施回数　19回

２　多様なニーズに応える保育サービスの充実

事業名

事業の概要 ◆公民館で実施する成人向け講座に託児を設けます。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 公民館

施策内容

５９　公民館の託児付き成人講座の実施
令和元年度

事業費決算額

事業名：公民館講座費
決算額：124,000円
事業名：公民館管理運営費
決算額：72,000円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆継続的に広報・市ホームページ等で周知し、制度の内容や手続き方法の周知を図ります。
◆市民課等関係部署と連携し、出生届や住所の変更等の案内を引き続き行います。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆制度の周知や申請方法の案内により未申請の防止を図り、また、現況届の
提出催促を行い、未提出による差止めの防止に努めたことにより、適正な児
童手当の支給を行うことができ、子育て家庭における経済的負担の軽減が図
られました。

◆現況届の提出に係る周知や催促を複数回行うことで提出がありましたが、
家庭の事情によって手続きを行うことが難しい場合もあるため、個別のケース
における事情を考慮し、適切な案内を行っていく必要があります。

令和元年度
事業目標

◆継続的に広報・市ホームページ等で周知し、制度の内容や手続き方法の周知を図ります。
◆市民課等関係部署と連携し、出生届や住所の変更等の案内を引き続き行います。
◆子育てワンストップサービスに対応できる環境を整備します。

令和元年度に実施した事業内容

◆児童手当に係る申請・届出の受付及び審査をし、児童を養育している父母等に手当の支払いを行いました。
◆広報、ホームページへの掲載、リーフレットの配布等により制度の周知、申請方法の案内に努め、未申請の防止を図り
ました。
◆現況届の周知を行い、未提出者に対しては個別に現況届提出の催促を行い、未提出による差止めの防止に努めまし
た。

評価指標 ◆支給児童数 令和元年度数値 ◆21,435人

３　子育て家庭の経済的負担の軽減

事業名

事業の概要
◆0歳から15歳に達する日以後、最初の3月31日まで(中学校修了前)の児童を養育している父母等であり、かつ、父母等及び児童が日
本国内に住所を有する場合に支給します。

６０　児童手当の支給
令和元年度

事業費決算額
事業名：児童手当支給事業
決算額：2,529,002,132円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、ならしの子育てハンドブック、広報及び市ホームページ等で制度内容や受給券の使用方法等の周知を行い、受給券の交付
率の向上を図るとともに、受給券の誤使用の防止に努め、子育て家庭の経済的負担の軽減と子どもの保健向上を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆制度の案内や手続き方法について、広報・市ホームページへの掲載、医療
機関等におけるポスター掲示等を行ったことで、昨年度に引き続き高い交付
率を継続でき、制度の周知及び子どもの保健向上が図られました。

◆独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付の対象医療費に
おける受給券の誤使用が、前年度に引き続いて今年度においても発生してい
ます。

令和元年度
事業目標

◆ならしの子育てハンドブック、広報及びホームページ等で制度内容や受給券の使用方法等の周知を行い、受給券の交付率の向上を
図るとともに、受給券の誤使用の防止に努め、子育て家庭の経済的負担の軽減と子どもの保健向上を図ります。

令和元年度に実施した事業内容

◆受給券に係る申請・届出の受付及び審査を実施し、受給券を発行するとともに、通院・入院の医療費等の助成を行いま
した。
◆制度の案内や手続き方法について、ならしの子育てハンドブック、広報や市ホームページ等に掲載し、また窓口等で案
内チラシを配布しました。

評価指標
◆子ども医療費助成受給券交付
率

令和元年度数値 ◆98.43%

３　子育て家庭の経済的負担の軽減

事業名

事業の概要 ◆0歳から中学校3年生までの子どもの医療費の一部または全部を助成します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

６１　子どもの医療費等の助成
令和元年度

事業費決算額
事業名：子どもの医療費等助成事業
決算額：628,196,650円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆市ホームページやお知らせ等を利用し、より多くの保護者に対して周知することで経済的負担の軽減を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆対象者から直接の感想はいただいておりませんが、保護者の経済的負担の軽減につながっていると考えます。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆補足給付制度によって副食費が適用になることに加えて、本来適用外で
あった主食費についても対象としました。

◆対象者が申請をすることで給付を受ける仕組みになっているため、対象者
自身が対象であること認識していないと給付を受けられない点が課題です。

令和元年度
事業目標

◆2019年10月実施の幼児教育・保育の実施に合わせて、補足給付制度を開始します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆新制度未移行幼稚園の食費免除対象者に対して、補足給付を行いました。

評価指標
◆件数
◆支給金額

令和元年度数値
◆48人
◆418,550円

３　子育て家庭の経済的負担の軽減

事業名

事業の概要
◆保護者の世帯所得の状況等を勘案して、特定教育・保育施設等に対して保護者が支払うべき日用品、文房具その他の教育・保育に
必要な物品の購入に要する費用等の助成を検討します。

６２　実費徴収に係る補足給付を行う事業
令和元年度

事業費決算額
―

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 こども保育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進に寄与するため、児童扶養手当法に基づき、児童扶養手当の受給資格を認定し、手当を支
給します。
◆児童扶養手当の諸手続き等の際に家庭の状況について確認を行い、必要に応じてハローワーク等の関係機関の紹介や支援制度を
案内し、家庭の状況に応じた支援に努めます。
◆就業または求職活動をしていないことによる一部支給停止者を、昨年度と同様に３名以内に抑えることを目標として、ひとり親家庭自
立支援員と協力しながら、世帯に合わせた就労支援を行うとともに、ハローワークとの連携を強化し、支援体制の強化に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆ひとり親家庭自立支援員を中心に就業・生活全般の相談に応じ、自立に向
けた指導・助言を行うことで、切れ目のない支援を行うことができました。
◆マザーズハローワーク等関係機関につないだ世帯の情報交換や状況把握
に努めました。
◆就業または求職活動をしていないことによる一部支給停止者はいなかった
ため、３名以内に抑えるという目標を達成することができました。

◆相談内容が多岐にわたり、より複雑化していることから、個々の課程状況に
応じた関係機関との更なる連携や、生活実態を把握するための面談、訪問等
が必要になります。

令和元年度
事業目標

◆ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進に寄与するため、児童扶養手当法に基づき、児童扶養手当の受給資格を認定し、手当を支
給します。
◆児童扶養手当の諸手続き等の際に家庭の状況について確認を行い、必要に応じてハローワーク等の関係機関の紹介や支援制度を
案内し、家庭の状況に応じた支援に努めます。
◆就業または求職活動をしていないことによる一部支給停止者を、昨年度と同様に3名以内に抑えることを目標として、ひとり親家庭自
立支援相談員と協力しながら、世帯に合わせた就労支援を行うとともに、ハローワークとの連携を強化し、支援体制の強化に努めます。

令和元年度に実施した事業内容

◆ひとり親家庭への適切な支援のため、児童扶養手当法に基づき、児童扶養手当支給に係る書類を受理及び処理し、手
当を支給しました。
◆手当の諸手続きの際に、就労していない場合や収入が少ない場合は、生計維持の方法について確認し、必要に応じて
関係機関の紹介や支援制度を案内しました。
◆就業または求職活動をしていないことによる一部支給停止者を、昨年度と同様に３名以内に抑えることを目標として、ひ
とり親家庭自立支援員と協力しながら、世帯の状況に合った就労支援を行うとともに、ハローワークとの連携を強化し、支
援体制の強化に努めました。

評価指標 ◆一部支給停止者数 令和元年度数値 ◆1

４　ひとり親家庭への支援

事業名

事業の概要
◆「児童扶養手当法」に基づき、父母の離婚等により父または母と生計を同じくしていない18歳に達する日以後の最初の3月31日まで
（心身に基準以上の障害がある場合は、20歳の誕生日の前日まで）の児童を養育しているひとり親家庭等の父母等に手当を支給しま
す。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

６３　児童扶養手当の支給
令和元年度

事業費決算額
事業名：児童扶養手当支給事業
決算額：409,163,005円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、広報・市ホームページ・ひとり親家庭支援のしおり等への掲載を行うほか、児童扶養手当等の諸手続きの際に併せて本制
度について案内することで、ひとり親家庭の経済的負担の軽減を図ります。
◆困っていることがあれば関係機関の相談等に繋げ、ひとり親家庭の総合的な支援を行い、自立を促していきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆ひとり親家庭等の父母等及び児童が支払った医療費等の一部を助成し、
ひとり親家庭等の福祉の増進を図りました。
◆ひとり親家庭等の父母等への制度の周知を図り、また認定申請・助成申請
等の機会を利用し、就労等困っていることを相談に繋げるなど、ひとり親家庭
等の福祉の増進に寄与しました。

◆頻回受診(調剤)が疑われる事案が見受けられることから、適正な受診につ
いての案内が必要です。
◆独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付の対象医療費が
助成対象外であることの周知が必要です。

令和元年度
事業目標

◆引き続き広報・市ホームページ・ひとり親家庭支援のしおり等への掲載を行うほか、児童扶養手当等の諸手続きの際に併せて本制度
について案内することで、ひとり親家庭の経済的負担の軽減を図ります。
◆困っていることがあれば関係機関の相談等につなげ、ひとり親家庭の総合的な支援を行い、自立を促していきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆受給資格認定申請書の受理及び処理、助成申請書の受理及び処理を行い、ひとり親家庭等の父母等及び児童が医療
機関等にかかった際の医療費等の一部を助成しました。
◆制度の案内や手続き方法について、広報、市ホームページ、ひとり親家庭支援のしおり等への掲載、また窓口等で直接
案内するとともに、児童扶養手当現況届の提出時に、周知及び助成申請方法等について相談業務を実施しました。

評価指標 ◆助成者数 令和元年度数値 ◆569人

４　ひとり親家庭への支援

事業名

事業の概要
◆「習志野市ひとり親家庭等の医療費等の助成に関する条例」に基づき、18歳に達する日以後の最初の3月31日まで（心身に基準以上
の障害がある場合は、20歳の誕生日の前日まで）の児童を養育するひとり親家庭の方等が、医療保険により受診した場合の医療費の
一部を助成します。

６４　ひとり親家庭等医療費等の助成
令和元年度

事業費決算額
事業名：ひとり親家庭等医療費等助成事業
決算額：13,303,840円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆千葉県の事業であることから、本事業の利用に対して連携を図り、経済的自立に結びつくように相談及び申請を受付け、各家庭に応
じた支援を行います。また、貸付の相談の際には、家庭の生活状況等を確認し、必要に応じて生活支援を行います。
◆ひとり親支援のしおりや資料を活用し、貸付が必要な時期に間に合うように早い段階から制度について知ってもらえるように、周知に
努めます。
◆制度の改正がある場合は、漏れの無いよう案内することに努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆ひとり親家庭の父母から貸付制度の利用相談を受けた際に、家庭の状況
の把握に努め、制度の利用だけにとどめず、経済的自立等に結びつくよう就
労支援を行い返還計画の確認をすることにより、個々のケースに応じた総合
的な支援をすることができました。

◆資金貸付の申請から支給まで２～３ヶ月程度要するため、相談を受けるタイ
ミングによっては、資金が必要な時期に間に合わないことがあります。
◆貸付の相談の際に、貸付だけでなく生活の支援が必要な家庭が増加傾向
にあります。

令和元年度
事業目標

◆千葉県の事業であることから、本事業の利用に対して連携を図り、経済的自立に結びつくように相談及び申請を受け付け、各家庭に
応じた支援を行います。また、貸付の相談の際には、家庭の生活状況等を確認し、必要に応じ生活支援を行います。
◆ひとり親支援のしおりや資料を活用し、貸付が必要な時期に間に合うように早い段階から制度について知ってもらえるように、周知に
努めます。
◆制度の改正がある場合は、漏れの無いよう案内することに努めます。

令和元年度に実施した事業内容

◆貸付の相談や申請を受理するに際に、千葉県と連益を図りながら、ひとり親家庭の経済的自立に結びつくような生活設
計を踏まえた返済計画となるよう支援しました。
◆児童扶養手当やひとり親家庭等医療費等助成などの申請時に、しおり等により制度を周知するとともに、貸付が難しい
場合には他の制度を案内し、生計の見直しなどの個々の状況に応じて支援しました。

評価指標
◆貸付相談件数
◆貸付件数

令和元年度数値
◆35件
◆1件

４　ひとり親家庭への支援

事業名

事業の概要 ◆「母子及び父子並びに寡婦福祉法」に基づき、ひとり親家庭、寡婦を対象に、事業資金等の福祉資金貸付の相談を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

６５　母子父子寡婦福祉資金の貸付の相談
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆ひとり親家庭の生活の安定とその向上及び福祉の増進のために、引き続きひとり親家庭における家庭の相談に応じた指導や助言、
支援を行うことで、自立につながるよう支援します。
◆多様化する相談内容に対応するため、関係機関とより迅速な連携に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆自立に向けた支援をするにあたって必要な制度の情報収集に努めるととも
に、関係機関との連携を取ることにより、個々のひとり親家庭に応じた総合的
な支援を行うことができました。
◆相談受付後に係内で情報共有し、様々な視点から継続支援について検討
しました。

◆相談内容が多岐にわたるため関係機関との迅速な連携・対応が、より求め
られています。さらに適切な指導を行うため、常に最新の情報収集に努める必
要があります。

令和元年度
事業目標

◆ひとり親家庭の生活の安定とその向上及び福祉の増進のために、引き続きひとり親家庭における家庭の相談に応じた指導や助言、
支援を行うことで、自立につながるよう、支援します。
◆多様化する相談内容に対応するため、関係機関とより迅速な連携に努めます。

令和元年度に実施した事業内容

◆母子及び父子並びに寡婦福祉法、生活一般についての相談指導、職業能力向上及び求職活動等の就業についての相
談指導、児童の養育費等、その他家庭児童福祉の向上を図るための必要な相談指導やひとり親家庭及び寡婦の自立に
必要な支援を行いました。
◆面談、電話等にてひとり親家庭の父母等の生活や児童の養育に関する相談に応じ、助言及び必要な支援を行いまし
た。また、就労支援や離婚等に関する手続きや支援制度の情報収集に努めるとともに、関係機関と連携を図り、ひとり親家
庭に自立に向けた相談を行うとともに、相談受付後に係内の情報共有や継続支援のための検討を行いました。

評価指標
◆相談件数
◆就労相談件数

令和元年度数値
◆763件
◆80件

４　ひとり親家庭への支援

事業名

事業の概要
◆母子家庭や父子家庭等のひとり親家庭を対象に、生活一般、就業、児童の養育等についての相談に応じ、自立に向けて必要な支援
を行います。

６６　ひとり親家庭自立支援員による相談体制の充実・情
報提供

令和元年度
事業費決算額

―

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

- 66 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆ひとり親家庭の経済的自立を促進するため、資格取得を目指す児童扶養手当受給者等に対し、安心して資格取得を行うことができる
よう、支援します。
◆相談者に対し、資料を活用しながら制度の紹介を行い、制度についての理解と周知を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆就職に有利となり、また家庭の生活の安定に資する資格取得を本事業に
よって促進しました。
◆ハローワークと相互連携を行うことで就職による経済的自立を図りました。

◆就業していない児童扶養手当受給者等に対し、今後もハローワークへの案
内に併せて資格取得についても案内していく必要があります。

令和元年度
事業目標

◆ひとり親家庭の経済的自立を促すため、資格取得を目指す児童扶養手当受給者に対し、安心して資格取得を行うことができるよう、
支援します。
◆相談者に対し、資料を活用しながら制度の紹介を行い、制度についての理解と周知を図ります。

令和元年度に実施した事業内容

◆児童扶養手当現況届提出時などの機会を利用し、就労に向けた資格取得についての相談に応じました。また自立支援
教育訓練給付金及び高等職業訓練促進給付金の制度を案内し、必要に応じてマザーズハローワークやハローワークの紹
介、千葉県主催の託児付き職業訓練講座の案内を行いました。
◆高等職業訓練促進給付金等支給事業において、１年以上のカリキュラムを修業、対象資格の取得が見込まれる申請者
に対し、「訓練促進給付金」を支給し、養成機関を修了した者に対し、「修了支援給付金」を支給しました。また諸手続きで
来庁の際に面接を行い、修業状況や生活面等の確認を行いました。
◆雇用の安定に向けて職業技能を身につけるため、指定された教育訓練講座を修了した者に自立支援教育訓練給付金を
支給しました。

評価指標 ◆申請件数 令和元年度数値 ◆9件

４　ひとり親家庭への支援

事業名

事業の概要
◆ひとり親の経済的な自立を支援するため、就労に必要な知識や技能の習得を支援するもので、教育訓練講座の経費の一部や、高等
職業訓練促進給付金等を支給します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課

施策内容

６７　ひとり親家庭自立支援給付金の支給
令和元年度

事業費決算額
事業名：ひとり親家庭自立支援給付金事業
決算額：5,354,266円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆就学援助の一層の周知を図るとともに、認定された者には定められた援助内容を100％支給します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆認定されたものに対して、定められた援助内容を100％支給しました。 ◆特にありません。

令和元年度
事業目標

◆就学援助の一層の周知を図るとともに、認定された者には定められた援助内容を100％支給します。

令和元年度に実施した事業内容

◆児童生徒の保護者からの申請を受け、当該援助費の支給認定をするために提出された必要書類を確認し、認定された
ものに学用品費・給食費の支給を行いました。【実績】支給述人数　準要保護　796人、要保護　117人
◆新入学学用品費について、単価の増額を図るとともに、入学前支給しました。
【実績】令和2年度新小学1年生51,060円、新中学1年生60,000円

評価指標 ◆当該児童・生徒への実施率 令和元年度数値 ◆100％

４　ひとり親家庭への支援

事業名

事業の概要 ◆経済的理由によって就学することが困難な児童及び生徒に対し、就学援助費を支給します。

６８　就学援助費の支給
令和元年度

事業費決算額

事業名：要保護・準要保護児童援助費及び特
別支援教育就学奨励費、要保護・準要保護生
徒援助費及び特別支援教育就学奨励費
決算額：73,697,701円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 学校教育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆まずは、学校に行くことができず、家を出ることができない児童生徒を一人でも多く、フレンドあいあいの通級につなげていきます。
◆次に、フレンドあいあいに毎日通級できるようにします。
◆総合教育センター教育相談は、学校と連携し、学校のバックアップをして、一人でも多くの学校に行けない児童生徒を学校に復帰させ
ます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆フレンドあいあいで勉強や運動を自分の力に合わせて学ぶことができた。
◆友達と毎日たくさんの活動ができて楽しかった。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆学校に行けず、家から出られない子供たちが適応指導教室「フレンドあいあ
い」に自分の居場所を見つけ、継続的に通級することができるような事例が増
えました。
◆「フレンドあいあい」という異学年の集団の中で、一人一人が個性を発揮し、
役割を認識するなど、コミュニケーションをとり、集団としても成長を感じまし
た。

◆学校復帰というのは、究極の目標であるが、そんなに簡単にはいかず。児
童生徒・保護者と学校とのつながりが良好でなければ、難しいと感じた。
◆総合教育センター教育相談は、学校と連携して、児童生徒・保護者と学校の
間に入って、両者の関係をよりよくしていく橋渡しになることを意識し、実行して
いくことが大切だと感じました。

令和元年度
事業目標

◆現有の施設、職員の状況で、より良い対応ができるように検討しています。

令和元年度に実施した事業内容

◆不登校児童生徒の状況に応じ、個別・集団をとおした指導や支援を行いました。
　◇学習指導
　◇体育指導
　◇体験的な活動（書道教室、英語教室、校外学習、調理実習など）
　◇宿泊学習（鹿野山少年自然の家１泊２日）
　◇生活指導　　など

評価指標
◆不登校児童・生徒の学校復帰
率

令和元年度数値 ◆50%

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要 ◆不登校児童・生徒の状況に応じた、個別・小集団を通しての指導・支援を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 総合教育センター

施策内容

６９　適応指導教室の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：適応指導教室推進事業
決算額：2,253,883円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆教育相談員連絡会や研修会に講師を招請するなどし、引き続き小中学校の教育相談体制の充実を図ります。(指導課)
◆いじめ問題対策委員会やいじめ問題対策連絡協議会での提言を習志野市のいじめ対策に反映できるようにしていきます（指導課）
◆市民や学校に総合教育センターの教育相談（電話・来所・訪問・いじめメール相談）の周知を進めるとともに、丁寧な教育相談を継続
して行っていきます。（総合教育センター）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆いじめ問題対策委員会では、習志野市のいじめに対する対応が十分になされているとのご意見をいただくとともに、対応に対しての
具体的な助言をいただきました。（指導課）
◆いじめ問題対策連絡協議会では、各所属団体で独自の取組を紹介いただくとともに、可能な限り協力していくとのお言葉をいただきま
した。（指導課）
◆来所相談を通して、子ども達が自分の考えや気持ちが整理できるようになった。（総合教育センター）
◆家庭での表情が明るくなった。（総合教育センター）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆教育相談員の配置により、適応指導教室の利用を通じていじめの被害を受
けた児童生徒の心のケアが促され、居場所づくりができた。また、スクールカ
ウンセラーへの相談活動の促進により、多様な児童生徒の悩みに対して寄り
添うことができました。(指導課）
◆いじめ問題対策委員会でいじめの事例などを協議することで、いじめを多
面的・多角的にとらえ対応することができました。(指導課）
◆いじめ問題対策連絡協議会では、各所属団体と連携が図れました。(指導
課）
◆不登校や、子供の育てにくさに関する様々な教育相談があり、対応しまし
た。（総合教育センター）

◆各学校に教育相談員が配置されるように増員が必要ですが、近年の状況を
踏まえた配置換え等を行うことで当面は対応を図る必要がありました。また、
今後もスクールカウンセラーの増員や配置日数の増加へ向けて県への要望を
していきます。(指導課)
◆いじめ問題対策委員会で協議しきれない事例があります。
◆一つ一つの相談に丁寧に対応していく必要があります。（総合教育セン
ター）
◆市民や学校に総合教育センターの教育相談についての周知を進めていく必
要があります。（総合教育センター）

令和元年度
事業目標

◆連絡会や研修会をさらに充実させて、引き続き小中学校の教育相談体制の充実を図り、連携を推進していきます。（指導課）
◆いじめ問題対策委員会やいじめ問題対策連絡協議会での提言を現場で反映できるようにしていきます。（指導課）
◆いじめ問題対策連絡協議会では、講師の先生を招いて、いじめに関する最新の情報を取り上げていくようにしていきます。（指導課）
◆丁寧な教育相談を継続して行っていきます。（総合教育センター）

令和元年度に実施した事業内容

◆学校に配置している教育相談連絡会を１回実施し、各学校からの情報交換を行いました。(指導課)
◆いじめ問題対策委員会を7月8日に、いじめ問題対策連絡協議会を7月31日と12月26日にして実施した。いじめ問題対策
連絡協議会では、講師を招聘し、いじめに関する情報やいじめに隠れた心理などについて情報を得る機会を設けました。3
月に予定されていた第2回のいじめ問題対策委員会と第3回のいじめ問題対策連絡協議会は新型コロナ感染症の拡散防
止対策のため資料を配布し、御意見を頂戴しました。それぞれの会でいただいた提言を校長会で報告し、各学校で職員に
周知し、指導を依頼しました。（指導課）
◆総合教育センターにおける電話相談や来所相談、訪問相談（学校・家庭）及び学校とのケース会議の開催を通して、教
育相談活動の充実を図りました。（総合教育センター）

評価指標 ◆教育相談員配置校数 令和元年度数値 ◆12校

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要

◆小学校・中学校に児童・生徒教育相談員、スクールカウンセラーを配置し、学校におけるカウンセリング機能の充実と、いじめ・不登校
等の問題行動の解決を図ります。
◆総合教育センターにおける電話相談、来所相談、グループ相談、訪問相談（学校・家庭）への対応や啓発資料の配布等、教育相談活
動の充実を図ります。

７０　教育相談活動の充実
令和元年度

事業費決算額

事業名：児童・生徒教育相談員推進事業
決算額：11,173,508円
事業名： いじめ問題対策事業
決算額：234,400円
事業名：教育相談事業
決算額：486,673円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 指導課・総合教育センター

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆個別に支援を要する子どもの理解及び援助方法について、施設全体での共通理解を図るとともに、個別指導計画の作成・実施・評
価・見直しを行い、子どもの成長・発達の経過や支援方法について確実な引継ぎを実施します。
◆個別に支援を要する子どもを含めた学級運営と個別の指導に対する支援体制を充実します。
◆関係機関との連携を図り、情報を共有しながら、個別に支援を要する子どもの保護者への支援を行います。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆個別に支援を要する子どもの困り感や適切な援助について、臨床心理士の助言を基に職員間で共通理解を図り、その後の支援につ
なげていくことができました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆個別に支援を要する子どもに対しての支援について職員間で共通理解を
図り、施設で支援体制を整えました。
◆臨床心理士と指導主事等の施設訪問により、個別に支援を要する子どもを
含めた学級運営および個別に支援を要する子どもに応じた援助について具体
化されました。
◆個別に支援を要する子どもについて、関係機関と連携をを図り、保護者の
理解を得ながら、適切な支援を行う体制を整えました。また、就学先へ発達の
状況等について引継ぎを実施しました。

◆引き続き、個別に支援を要する子どもについて、保護者との信頼関係を築
き、理解を得ながら適切な援助を行えるようにするとともに、施設と関係機関
が連携を図り、情報を共有しながら支援体制を整える必要があります。

令和元年度
事業目標

◆個別に支援を要する子どもの位階及び援助方法について、施設全体での共通理解を図るとともに、個別指導計画の作成・実施・評価
委・見直しを行い、子どもの成長・発達の経過や支援方法について確実な引継ぎを行います。
◆支援を要する子どもを含めた学級運営と個別の指導に対する支援体制を充実します。
◆関係機関との連携を図り、情報を共有しながら、支援を要する子どもの保護者への支援を行います。

令和元年度に実施した事業内容

◆個別に支援を要する子どもの理解および支援方法について施設全体で共通理解を図るとともに、個別支援計画の作成・
実施・評価・見直しを実施しました。
◆臨床心理士と指導主事等の施設訪問により、個別に支援を要する子どもを含めた学級運営と個別の指導に対する助言
等を行いました。
◆関係機関と連携を図り、支援を要する子どもの保護者への支援体制を整えました。

評価指標 ◆障がい児保育実施施設数 令和元年度数値 ◆6幼稚園・5保育所・5こども園

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要 ◆集団保育が可能な障がいのある子どもや、介護を必要とする子どもを受け入れ、関係機関と連携し、個々の支援を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 こども保育課

施策内容

７１　障がい児保育の充実
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆特定妊婦への早期支援介入に努め、妊娠継続や出産・養育環境への包括的支援を他機関と連携して行うことで、妊婦の孤立や不安
の軽減に努めます。（健康支援課）
◆養育支援が必要とされた家庭に対し、より綿密な訪問で、育児方法の指導や助言等具体的な支援を行い、育児不安の軽減及び児童
虐待未然防止を図ります。(子育て支援課）
◆母子保健担当課との更なる連携を図ることにより、新生児訪問等の保健活動後の情報共有や母子保健業務の中で得た養育環境に
不安のある家庭の共有を通した対象家庭の早期発見を行います。(子育て支援課）
◆特定妊婦からの関わりを深め、出産後、支援がスムーズに入れる体制の構築が必要です。(子育て支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆養育環境に不安のある妊婦への支援について、チームカンファレンス等で
検討し、支援方針を検討するとともに、子育て支援課と連携を図ることで、丁
寧な支援体制の構築に努めました。（健康支援課）
◆養育困難な家庭に対し、妊娠中から家庭相談員や保健師が子育て支援
サービスや情報の提供を行うとともに、子育てに関して専門的な指導及び支
援を家庭訪問により実施することで、安心して出産・育児に臨める環境づくり
に努めました。(子育て支援課）
◆臨床心理士との勉強会の実施により、支援方法を検証し、今後の支援方法
を検討する上での一助としました。(子育て支援課）

◆今後も特定妊婦が養育環境の課題の改善に取り組み、安心して出産・育児
に臨めるよう、妊娠早期から支援介入と子育て支援課との連携を図ります。
（健康支援課）
◆子育て世代包括支援センターを含め、母子保健担当課との一層の連携によ
り、対象家庭の早期発見や事業内容の充実が課題となります。(子育て支援
課）

令和元年度
事業目標

◆養育支援が必要とされた家庭に対し、より綿密な訪問で、育児方法の指導や助言等具体的な支援を行い、育児不安の軽減及び児童
虐待未然防止を図ります。(子育て支援課）
◆母子保健担当課との更なる連携を図ることにより、新生児訪問等の保健活動後の情報共有や母子保健業務の中で得た養育環境に
不安のある家庭の共有を通した対象家庭の早期発見を行います。(子育て支援課）
◆特定妊婦からの関わりを深め、出産後、支援がスムーズに入れる体制の構築が必要です。(子育て支援課）

令和元年度に実施した事業内容

◆母子手帳交付面接で、妊娠・出産および養育環境に関する不安がある妊婦の把握に努め、相談支援や情報提供を行い
ました。特定妊婦は、子育て支援課等の関係機関と連携し、包括的に養育環境の支援が得られるよう努めました。（健康支
援課）
◆養育支援が必要とされた家庭に対し、保健師と連携し、月1回以上の訪問を実施し、育児方法の指導の指導や助言等具
体的な支援を行いました。(子育て支援課）
◆対象家庭のアセスメント会議を定期的（13回）に行い、母子保健担当課と密な情報共有・支援方針の確認を図ることで、
対象家庭の育児不安の軽減及び児童虐待未然防止を図りました。(子育て支援課）
◆母子保健担当課との連携を図ることにより、養育環境に不安のある家庭の妊婦を発掘し、特定妊婦からの関わりを深
め、出産後、支援がスムーズに入れるように努めました。(子育て支援課）

評価指標
◆育児支援家庭訪問対象世帯数
◆訪問件数

令和元年度数値
◆7世帯
◆37回

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要
◆育児支援が必要な家庭に対し相談員や保健師等が、子育て支援サービスや情報の提供を行うとともに、子育てに関して専門的な指
導及び支援を家庭訪問により実施します。

７２　養育支援家庭訪問の実施
令和元年度

事業費決算額
事業名：養育支援家庭訪問事業
決算額：220,000円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 子育て支援課・健康支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止） B

令和2年度
事業目標

🔶毎日の視診の中で子どもの思いをしっかりと受け止め虐待予防、早期発見に努めます。虐待が疑われる場合は関係機関との連携を図り子どもと保護者の支援を実施します。（こども保育課）
◆「女性の生き方相談」の年60回の相談枠を維持するとともに、DV・虐待等の相談ができる窓口の周知に努めます。（男女共同参画センター）
◆母子保健事業で全数把握に努め、養育環境に支援が必要な親子の早期発見と継続した個別支援に努めます。（健康支援課）
◆関係機関との連携の強化（障がい福祉課）
◆障害福祉サービス事業所に対する虐待防止法の周知（障がい福祉課）
◆青少年の健全育成のための啓発活動及び各関係機関との連携強化に努めます。(青少年センター）　
◆要保護児童対策地域協議会の機能強化・充実が必要なことから支援の一体性、連続性を確保し児童相談所との円滑な連携・協働体制を推進していくために、要保護児童対策地域協議会の充実及び支
援拠点の体制整備を検討します。（子育て支援課）
◆引き続き、小学校や子育て支援課との連携を強化し、児童並びに保護者にとって安全安心な放課後児童会を運営できるよう努めてまいります。（児童育成課）
◆生徒指導訪問の時期と実施回数を精選し、各学校の実態を直接聞き取る環境づくりを推進します。また、虐待に関する児童生徒アンケートを定期的に実施し、教育相談活動につなげる。(指導課)
◆今後も、相談内容の中に虐待に関するものがあれば、早急に子育て支援課と連携を図ります。（総合教育センター）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆「女性の生き方相談」を利用し、「安心できた」「対処法が見つかりました」という意見のほか、「時間が短い、もっと相談できる時間や曜日を増やしてほしい」という意見もありました。（男女共同参画セン
ター）
◆母子手帳交付時に「心配なことが聞けて安心した」「今後相談できる担当者や知りたかった制度を紹介してもらい安心した」こんにちはあかちゃん事業（乳児家庭全戸訪問事業）では「はじめての育児で
不安なことも多かったが相談できて良かった」等の意見があります。（健康支援課）
◆事業対象者から事業に対して意見を伺う機会はないが、障害者虐待の通報件数が増加していることなどから、障がい者虐待防止センターの周知が図られてきていると感じている。（障がい福祉課）
◆研修を受講後の感想として「演習があってわかりやすかった」「様々な環境の中、１つの方法に囚われずに最悪の事態になる前に防げるものは防ぎたい」「勉強になった・ためになった」などが挙げられ
た。（児童育成課・放課後児童会職員）
◆虐待が心配される児童生徒について、指導課への報告を通じて、他課との連携が促進された。(指導課)

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆児童福祉施設の役割を理解し速やかな対応をすることでこどもの安心、安全を守り、虐待の未然防止が出来まし
た。（こども保育課）
◆「女性の生き方相談」で子育て中の悩みを軽減するとともに、ＤＶや虐待を発見した際は、子育て支援課等の関係
機関と連携し対応しました。（男女共同参画センター）
◆母子手帳交付面接は看護職が全数実施し、特定妊婦の早期把握に努めました。また、こんにちはあかちゃん事業
では生後4か月までの乳児のいる家庭の全戸訪問を目指し、何らかの理由で訪問できない場合も状況を把握しまし
た。4か月・10か月児健康相談の未来所者、1歳6か月児・３歳児健康診査の未来所者への積極的な勧奨と個別支援
を実施しました。（健康支援課）
◆関係機関からの通報に対し、早急な対応を行うことができました。（障がい福祉課）
◆障害者虐待の通報があった障害福祉サービス事業所に対し、指導等を行いました。（障がい福祉課）
◆市民や保護者から情報提供のあった内容について、関係機関や関係団体へ素早く連絡することができました。(青
少年センター）　
◆ならしのこどもを守る地域ネットワークの調整機関として代表者会議、実務者会議、個別支援会議を開催し、関係
機関との連携に努めるとともに、研修等を開催し、ネットワークの充実を図りました。（子育て支援課）
◆児童相談所や関係機関との連携に努め、児童の虐待防止対策に努めました。（子育て支援課）
◆健康相談や健康診査、訪問指導等の機会に児童虐待の予防及び早期発見に努め、関係機関と連携しながら継続
的な支援を行いました。（子育て支援課）
◆民生児童委員、主任児童委員、母子保健推進員による予防・防止活動を実施しました。（子育て支援課）
◆児童への心理的虐待にあたるDV（ドメスティック・バイオレンス）について関係機関と連携し、支援に努めました。
（子育て支援課）
◆ひとり親世帯や家庭環境の複雑な世帯について、小学校や子育て支援課との連携を図り児童並びに保護者に寄
り添った育成支援ができました。（児童育成課）
◆各学校を訪問し、長欠・不登校児童生徒等の実態を聞き取り、虐待が疑われるケースについて早期につかみ、子
育て支援課や警察機関へつなぐことができました。(指導課)
◆相談内容の中に虐待に関するものがあれば、早急に子育て支援課と連携を取りました。（総合教育センター）

◆児童福祉施設の役割は意識しながらも実際の場面になると躊躇することが多かったので研修等の実施で更なる意
識付けと具体的な対応策等を学ぶ必要を感じます。（こども保育課）
◆DVは家庭内の問題であるという認識がまだ強く、相談窓口を知らない人も多いと思われます。（男女共同参画セン
ター）
◆今後も支援が必要な親子の早期発見と個別支援を継続します。地区保健活動全体で虐待の未然防止に努めるとと
もに、関係機関と連携します。（健康支援課）
◆虐待の解消に向けての支援の中で他課との連携を図るにあたり、各制度の制限等により、支援を円滑に行うことが
難しい場合があります。（障がい福祉課）
◆市民や保護者から情報提供のあった内容について、関係機関や関係団体へ素早く連絡することができました。(青
少年センター）　
◆相談件数の増加、複雑・多様化への対応及び虐待予防や再発防止への取り組みの充実が必要となっています。
（子育て支援課）
◆要保護児童対策地域協議会の強化・充実が必要となっています。（子育て支援課）
◆入会児童の増加に伴い、社会的弱者など支援が必要と考えられる家庭の増加、また、案件の複雑化・多様化に対し
て研修等を行い放課後支援員のスキルアップを図ることや、情報共有し密に連携を取る必要があります。（児童育成
課）
◆児童生徒が悩みや苦しみを相談できる環境づくりが必要であり、今後もさらに相談機会を設けることや相談を受ける
側の研修を深める必要があります。(指導課)
◆教育相談の中で虐待に関する話題に対して敏感に対応し、子育て支援課など関係機関と連携できるようにします。
（総合教育センター）

令和元年度
事業目標

◆要保護児童対策地域協議会の機能強化・充実が必要なことから支援の一体性、連続性を確保し児童相談所との円滑な連携・協働体制を推進していくために、要保護児童対策
地域協議会の充実及び支援拠点の体制整備を検討します。（子育て支援課）
◆引き続き、小学校や子育て支援課との連携を強化し、児童並びに保護者にとって安全安心な放課後児童会を運営できるよう努めてまいります。（児童育成課）
◆「女性の生き方相談」の年60回の相談枠を維持し、DVなどさまざまな悩みを抱えている女性の支援に努めます。また、女性の生き方相談やＤＶ相談窓口の周知に努めます。（男
女共同参画センター）
◆生徒指導訪問をとおして、児童虐待について情報を収集し、早期発見、早期対応に努めます。（指導課）
◆今後も、相談内容の中に、虐待に関するものがあれば、早急に子育て支援課と連携を取ります。（総合教育センター）
◆虐待に関する早期発見も含め、更なる関係機関との連携を図ります。（障がい福祉課）
◆妊娠届出時の全員面接や乳児家庭全戸訪問事業や健康相談・健康診査などの地区保健活動全体をとおして、関係機関と連携して虐待の未然防止、早期発見に努めます。（健
康支援課）
◆引き続き、毎日の視診を丁寧に行い、虐待の予防・早期発見に努めます。虐待が疑われる場合は、速やかに関係機関と連携しながら子どもと保護者の支援を実施します。（こど
も保育課）
◆青少年の健全育成のための啓発活動及び各関係機関との連携強化に努めます。（青少年センター）

令和元年度に実施した事業内容

◆子どもの視診を丁寧に行い虐待防止、発見に努めました。疑われた場合は速やかに関係機関と連携し対応しました。（こども保育課）
◆女性の生き方相談の相談枠年60回を計画し58回実施（2回は感染症対策による中止）。
子どもがいるＤＶ被害者には、子育て支援課や関係機関と連携をとり支援にあたりました。また、情報紙「きらきら」に女性の生き方相談について掲載し、市内保育所、こども園、幼稚園、
市学校へ配布しました。（男女共同参画センター）
◆DVの予防と周知を目的に、交際相手からの暴力（デートDV)や、女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～11月25日）についてホームページ等に掲載しました。（男女共同参画セン
ター）
◆妊娠期からのハイリスク者の把握と継続した個別支援、「こんにちはあかちゃん事業」や健康相談・健康診査などの母子保健事業をとおして、全数把握を徹底しました。また、関係機
関と連携して虐待の予防・早期発見に努めました。（健康支援課）
◆障がい者虐待防止センターとして夜間や休日に適切かつ迅速に対応を図れるよう、障害者虐待についての概要及び障がい福祉課の緊急連絡先を夜間警備員室へ掲示しました。
（障がい福祉課）
◆虐待の通報を受理後、早急な対応を行いました。（障がい福祉課）
◆関係機関との連携を図り、障害者虐待が発生した障害福祉サービス事業所に対し、指導等を行いました。（障がい福祉課）
◆習志野市補導委員連絡協議会と青少年センターとで開催される「センター連絡会」において、各中学校区補導委員との情報交換をもとに、各関係機関への情報提供を行いました。
(青少年センター）　
◆習志野市中学校区青少年健全育成連絡協議会代表者会議において、各中学校区の活動状況について情報交換すると共に、各関係機関への情報提供を行いました。(青少年セン
ター）　
◆ならしのこどもを守る地域ネットワーク代表者会議(2回)、実務者会議(6回)、個別支援会議（44回）を開催し、関係機関との情報共有・連携強化を図りました。また引き続き母子保健と
の連携に努め、妊娠出産期を含めた早期からの虐待防止に努めました。（子育て支援課）
◆ならしの子どもを守る地域ネットワーク主催研修への参加や、子育て支援課より講師を招いての研修を開催し児童虐待等の研修を実施しました。（児童育成課）
◆児童会での児童虐待早期発見に繫げるため、新１年生や児童会内での気がかりな児童に対して子育て支援課と情報提供を図り支援に繫げました。（児童育成課）
◆小学校、中学校ともに年３回の指導主事訪問を通じて、各学校の情報収集をし、課題について助言をした。また、生活アンケートの中に虐待に対する項目を設けたことで、児童生徒
から直接相談を受けることができました。(指導課)

評価指標
◆相談対応件数
◆こんにちは赤ちゃん事業家庭訪問実施率 令和元年度数値

◆13,998件
◆97.3%

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要

◆ならしのこどもを守る地域ネットワークの調整機関として、代表者会議、実務者会議、個別支援会議を開催し、関係機関との連携に努めるとともに、研修等を開催
し、ネットワークの充実を図ります。
◆児童相談所や関係機関との連携に努め、児童の虐待防止対策に努めます。
◆健康相談や健康診査、訪問指導等の機会に児童虐待の予防及び早期発見に努め、関係機関と連携しながら継続的な支援を行います。
◆民生委員・児童委員、主任児童委員、母子保健推進員による予防・防止活動も実施します。
◆児童への心理的虐待にあたるDVについて、関係機関と連携し、支援に努めます。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課

子育て支援課・健康支援課・こども保育課・指導課・青少
年センター・児童育成課・幼稚園・保育所・こども園・小学
校・中学校・男女共同参画センター・ひまわり発達相談セ
ンター・総合教育センター・生活相談課・障がい福祉課施策内容

７３　虐待の予防、早期発見と対策、防止
令和元年度

事業費決算額

事業名：女性の生き方相談事業
決算額：1,764,106円
事業名：こどもを守る地域ネットワーク事業
決算額：948,305円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止） B

令和2年度
事業目標

◆乳幼児個別支援計画の引継ぎを実施し、就学先での継続的な支援や指導につなげていきます。（こども保育課）
◆当センターにおける相談については保護者の意向に沿いながら、保護者を不安にさせない迅速な対応に努めてまいります。また、就学前児の指導の方向性について保護者との
共通理解を深めながら、個々の子どもの課題に合わせた指導を行うため、個別指導計画を作成し指導の充実を目指していきます。（ひまわり発達相談センター)
◆巡回相談や発達支援研修（講師派遣型）では、各施設でニーズのある支援内容に特化し、効果的に実施できるように努めていきます。また、民間施設の増加に伴う対応について
は、支援者に対する研修等の周知を図っていきます。
◆個別支援計画に基づく継続的な支援体制の強化のために、こども保育課、指導課と連携し、効果的な運用を推進していきます。ライフサポートファイルの周知及び活用を推進し
ます。（ひまわり発達相談センター)
◆保護者の仲間づくり・学習の機会については、当センター元利用者を講師に、ヨガとお話会を継続的に行い、保護者同士がつながりをもち共感し合える仲間づくりを目指していき
ます。（ひまわり発達相談センター)
◆相談支援事業については、関係機関との連携を深めながら社会資源の情報収集に力を入れるとともに、最新の情報をもとに相談に応じていきます。（ひまわり発達相談センター)
◆家庭児童相談において、引き続き関係機関と連携し、個々の子どもにあった適切な情報提供や支援を行います。（子育て支援課）
◆就学前の保護者説明会（特別支援）に特別支援学校の特別支援教育コーディネーターの参加を依頼し、就学に向けての情報提供を充実させる。（指導課）
◆個別の教育支援計画の作成について、年度初めに保護者との話し合いが行われ、児童生徒の教育的ニーズが校内で共有されることを目指します。（指導課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆個別に支援を要する子どもについて、乳幼児個別支援計画の丁寧な引継ぎをしたことで、継続的な支援や指導に活かすことができました。（こども保育課）
◆相談支援事業では「新規開設した事業所情報を教えてもらえて助かる」、「事業所とやりとりをする際に、情報を整理して共有してもらえて、気持ちが楽になった」
等利用者からの意見が聞かれました。（ひまわり発達相談センター)
◆巡回相談では「具体的な支援の手立てが聞けて、参考になっている」、「今の支援で良いとわかり、安心できた」等の意見が聞かれました。（ひまわり発達相談セ
ンター)
◆保護者の仲間づくり・学習の機会に参加された保護者からは、「続けてやりたい」「先輩保護者からの話に共感した」等の意見が聞かれました。（ひまわり発達相
談センター)
◆個別指導計画については、作成時に「説明があるのでわかりやすい」「家でもできることが見つかる」との意見が聞かれました。（ひまわり発達相談センター)
◆特別支援教育に係る研修については、具体的な実践例の紹介や障がい福祉制度などの内容でためになったという意見をいただいた。（指導課）
◆就学の流れについては、説明会などを行っているが、就学前施設、保護者、若手教職員に向けて、分かりやすい説明や周知がまだまだ必要である。（指導課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆幼稚園、保育所、こども園で保護者とともに作成した乳幼児個別支援計画をもとに、就学先
に引継ぎを実施することで、継続的な支援につながりました。（こども保育課）
◆就学前児童の指導については、保護者の希望や要望を伺いながら個別指導計画を作成し
たことで、保護者にとっても指導内容がわかりやすく、児童への理解につながった。また、義
務教育期の子どもの相談については、保護者同意のもと、学校訪問を行い、支援の手立て等
の共通理解を図ることができた。（ひまわり発達相談センター)
◆巡回相談については、就学前施設との連携が年々深まり発達支援に対する共通理解が図
れるようになってきています。（ひまわり発達相談センター)
◆個別支援計画については保護者からの希望が増え、作成数が少しずつ増加しています。
（ひまわり発達相談センター)
◆保護者の仲間づくり・学習の機会では先輩保護者によるお話会が好評でした。ランチやお
茶会等、その後の保護者同士の集いの場への参加につながりました。（ひまわり発達相談セ
ンター)
◆障害児相談支援事業については、事業所等と保護者との間で意見の相違が生じた際、仲
介し内容の整理を行いました。支援の方向性を一緒に考えていくことや事業所等と保護者と
の関係性を繋いでいくことで、安心してサービスの継続利用ができました。（ひまわり発達相
談センター)
◆子どもの発達に関する悩みについて、家庭児童相談において、面接、訪問などにより対応
を行いました。また、関係機関と連携し、支援が必要な子どもについて、保護者に対して医療
情報やひまわり発達支援センター、総合教育センターの利用についての情報提供を行ったほ
か、安心して利用につながる支援を行いました。（子育て支援課）
◆各学校へ特別支援学級ができたことから、校内支援が充実し、通常学級担任への理解に
つながっています。（指導課）
◆個別の教育支援計画を共有し、教室環境の整備や教材の工夫をする意識が広まっていま
す。（指導課）

◆引継ぎ、実施に際しては日程等（場所）の調整を行う必要があります。（こども保育課）
◆就学前児童の指導については引き続き個別指導計画を運用しながら保護者との共通理解
に努めていきます。また、義務教育期の子どもの相談については、各学校との連携を深め、継
続的に支援される体制について引き続き学校等関係部署と検討を重ねる必要があります。（ひ
まわり発達相談センター)
◆私立保育園（認可・無認可園）等の増加に伴い、巡回相談の案内や周知を更に進めていき
ます。また支援の必要なお子さんについては、早期対応について園と共に考え、成長を見守っ
ていきます。（ひまわり発達相談センター)
◆個別支援計画の作成数の増加に伴い、指導担当者が引継ぎ及び小学校等訪問に出向く回
数が増えた為、調整が厳しくなっています。引き続き対応の方法を工夫し、就学前施設や学校
と協議の上役割の分担について検討します。（ひまわり発達相談センター)
◆保護者の仲間づくり・学習の機会では先輩保護者からの話を聞く機会を重ねながら、保護者
同士が語り合う場につながるように今後も工夫が必要です。（ひまわり発達相談センター)
◆個々のニーズに応じた福祉サービスを案内するためには、最新で確かな情報把握の為に、
事業所等との情報共有が必要です。（ひまわり発達相談センター)
◆個々の子どもにあった支援機関につなげていけるように、関係機関との連携を図るととも
に、発達障がいについての理解を研修等により深め、業務に生かす必要があります。（子育て
支援課）
◆特別支援教育については、校内で統一した方針や理解を示す必要があります。（指導課）
◆適正就学に向けて、市内の特別支援教育に係る情報を早期に提供することが課題です。
（指導課）

令和元年度
事業目標

◆当センターにおける相談については保護者の意向に沿いながら、保護者を不安にさせない迅速な対応に努めてまいります。また、就学前児の指導の方向性について保護者との共通理解を深めながら、
個々の子どもの課題に合わせた指導を行うため、個別指導計画を作成し指導の充実を目指していきます。（ひまわり発達相談センター)
◆巡回相談により、保育所・幼稚園等の職員とともに、子どもの生活の場での支援を考えていきます。また、施設の増加にともなう対応については当センター主催による発達支援に関する研修に私立保育
園等の参加を募り、より効果的な支援の周知を図ります。（ひまわり発達相談センター)
◆個別支援計画に基づく継続的な支援体制の強化のために、こども保育課、指導課と連携し、効果的な運用を推進していきます。（ひまわり発達相談センター)
◆保護者の仲間づくり・学習の機会については、当センター元利用者を講師に、ヨガとお話会を継続的に行い、保護者同士がつながりをもち共感し合える仲間づくりを目指していきます。（ひまわり発達相
談センター)
◆相談支援事業については、関係機関との連携を深めながら社会資源の情報収集に力を入れるとともに、最新の情報をもとに相談に応じていきます。（ひまわり発達相談センター)
◆特別支援学級と通級指導教室で指導を受ける児童生徒については、個別の教育支援計画の作成率１００％を目指します。（指導課）
◆家庭児童相談において、引き続き関係機関と連携し、個々の子どもにあった適切な情報提供や支援を行います。（子育て支援課）

令和元年度に実施した事業内容

◆児童の就学先に対して乳幼児個別支援計画の引継ぎを行い、引継ぎ後も状況を確認しました。（こども保育課）
◆就学前児童の指導では個別指導計画を作成し保護者との共通理解を図りながら行いました。また、義務教育期の子どもの相談では保護者同意
のもと、学校の担任等との情報共有及び支援の方向性等の協議を行いました。（ひまわり発達相談センター)
◆巡回相談では、各施設に職員が訪問し、幼稚園・こども園・保育所等の職員とともに、子どもの生活の場での支援について一緒に考え、支援の
方向性を検討しました（ひまわり発達相談センター）
◆発達支援研修（講師派遣型）では、私立の幼稚園・保育園等の職員に対しその施設で抱える課題を中心に、地域で支援する力を強めることを目
的に、当センターの職員が講師として施設に出向き研修を行いました。（ひまわり発達相談センター）
◆２月～３月に個別支援計画の引き継ぎを行った児童の就学先を６月～７月に訪問し、授業参観及び支援に関する協議を担任・就学前施設・当セ
ンター間で行いました。（ひまわり発達相談センター）
◆保護者の仲間づくり・学習の機会については、元利用者講師（ヨガ）の協力を得ながら今年度６回実施しました。元利用者のお話会等を取り入
れ、どなたでも参加できる内容としています。（ひまわり発達相談センター）
◆障害児相談支援事業について、福祉サービスの最新情報の収集及び事業所との連携に努めました。（ひまわり発達相談センター）
◆ひまわり発達相談センターや総合教育センターをはじめとする関係機関と連携し、家庭のニーズに応じた支援を行いました。（子育て支援課）
◆就学前の保護者説明会（特別支援）を３回開催した。（指導課）
◆個別の教育支援計画作成相談会を３日間実施し、作成と活用について助言した。（指導課）
◆特別支援教育に係る各種研修を合計２３回実施した。（指導課）
◆適正な就学に向け、教育支援委員会を６回（８日間）開催し、学びの場についての判断を行った。（指導課）

評価指標 ◆個別支援計画作成件数 令和元年度数値 ◆956件

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要

◆成長・発達に不安又は課題がある児童の健やかな成長に資するため、総合的な相談に応じるとともに、適切な指導及び支援を行います。
◆発達に課題や心配がある子どもに対しては、保護者の意向を踏まえ、個別支援計画を作成し、個別の状況に応じた指導・保育の実施、評価、計画の見直しを行って、子どもの成長、発達を支えるしくみ
をつくります。また、子どもの成長・発達の経過や支援方針等を、確実に引継ぐ体制を整備します。
◆注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）・学習障害（ＬＤ）・アスペルガー症候群等の発達障がいのある児童の早期発見、支援の強化を図ります。
◆発達支援に関する研修を充実、強化し、子どもの支援にかかわる職員の資質向上を図ります。

７４　個別の状況に応じた継続的な発達支援の充実
令和元年度

事業費決算額
―

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる
基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実

担当課
ひまわり発達相談センター・指導課・小学校・中学校

子育て支援課・こども保育課・幼稚園・保育所
こども園・他関係各課施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆あじさい療育支援センターから市内の保育所等に転所する児童に対して、集団生活への適応状況を確認したうえで、必要に応じて保
育所等訪問支援事業を実施します。
◆個別指導計画に基づき、個々の状態に応じた発達の促進と能力の向上を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆今年度については、転所先での集団生活に不適応を起こしている児童はいなかったため、実際に保育所等訪問支援は実施されませ
んでした。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆あじさい療育支援センターから転所した児童について、転所先での状況を
早めに確認することで、保育所等訪問支援の必要な児童の見極めができまし
た。また、転所先との連携を図ることで、対象児童への支援体制の強化につ
ながりました。

◆訪問支援員が対応できる人数には限りがあるため、対象児が増加した場
合、対応が難しくなる可能性が考えられます。

令和元年度
事業目標

◆あじさい療育支援センターから市内の保育所等に転所する児童に対して、集団生活への適応状況を確認したうえで、必要に応じて保
育所等訪問支援事業を実施します。
◆個別指導計画に基づき、個々の状態に応じた発達の促進と能力の向上を図ります。

令和元年度に実施した事業内容
◆あじさい療育支援センターから市内の保育所等に転所した児童に対して、6月に相談支援のモニタリングを実施し、転所
先での集団生活への適応状況について確認しました。

評価指標
◆個別指導計画及び障害児支援
計画作成件数
◆保育等訪問支援新規契約者数

令和元年度数値
◆個別指導計画
福祉型30名　医療型16名
◆保育所等訪問　0名

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要
◆知的障がい児、肢体不自由児等に対する生活動作訓練・運動機能訓練及び保護者への生活指導や療育方法の指導を行います。
◆計画相談・相談支援を行います。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 あじさい療育支援センター

施策内容

７５　障がい児施設での療育の充実
令和元年度

事業費決算額
－
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆令和２年度はライフサポートファイルの運用を開始し、周知及び活用を推進します。次期子ども・子育て支援計画においても継続して
発達支援施策の実施に取り組むとともに、関係機関とのより一層の連携強化を図ってまいります。（ひまわり発達相談センター）
◆発達支援体制の充実のため、引き続き各関係部署、関係機関との連携を図ります。（障がい福祉課）
◆特別支援に係る取り組みを学校全体で行えるよう、特別支援教育コーディネーターを中心とし、管理職、通常学級の担任と連携した
校内体制の構築していく。（指導課）
◆特別な支援を要する児童生徒について、適正な就学や就学後のフォローアップが行えるよう、就学相談の質を高める。（指導課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆どんな人でもこだわり・苦手なことがあり、みんな同じなのだと知った。みんな違ってみんないい。自分を大好きになってほしい。それを
子ども達に伝えていきたい。何より頑張っている家族に寄り添いたい。今後も同様の講座、講演会を開催して欲しい。（ひまわり発達相
談センター)
◆映像をまじえながらで、とても分かりやすく、多くのことが、心に残りました。家族としての考え方や社会への視点も学ばせていただき
ました。（ひまわり発達相談センター)
◆自閉症の父でもある神戸さんの葛藤や試行錯誤、映像を見せて頂き、自分だけではないのだと思えました。もっと発達障害の事を
知ってもらえるよう、私自身も何か発信していこう、と思わせていただきました。（ひまわり発達相談センター)
◆連携の必要性を確認することが出来ました。（障がい福祉課）
◆特別支援学級担任と通級指導教室担当が通常学級の担任と連携をとり、交流及び共同学習のさらなる充実を図れると良い。（指導
課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆協議会市民委員の有志（「きらっといっぽの会２０１７」）と協働にてホーム
ページ「こどものそだちあるある情報」や新たなページ「子育てショートあるあ
る」を作成し、子育ての具体的な事例や体験談とともに相談機関に関する情
報を掲載しました。（ひまわり発達相談センター)
◆令和元年８月に一般市民及び子どもに関わる関係者を対象とする公開講
座「『障がいのある子とともに生きる』父親として、記者として～感じること、見
えること。」を開催し、啓発・周知を図りました。（ひまわり発達相談センター)
◆電話連絡やケース会議等各部署が連携して対応を行っていくことで、支援
の幅が広がり、一貫性をもって対応することが出来ました。（障がい福祉課）
◆各学校におけるユニバーサルデザインの取り組みが広まりつつある。（指
導課）
◆各学校へ特別支援学級ができたことで、校内支援が充実し、特別支援に対
する理解は広まっていました。（指導課）

◆ホームページ「こどものそだちあるある情報」や新たなページ「子育てショート
あるある」について、広報掲載やチラシ配布等の周知方法を検討する必要が
あります。（ひまわり発達相談センター)
◆ライフサポートファイルの運用開始に向けて周知の方法を検討していきま
す。（ひまわり発達相談センター）
◆虐待案件が増えており、児童相談所を含めた関係機関の連携の強化が求
められます。（障がい福祉課）
◆若年層や経験の少ない教職員向けに、特別支援教育についてや市の特別
支援学級や通級指導教室の状況をより周知していく必要がある。（指導課）
◆特別な支援を要する児童生徒等については、校内委員会を機能させ、学校
全体で取り組んでいかなければならないことを意識付けする必要がある。（指
導課）

令和元年度
事業目標

◆平成３１年度は平成３０年度実施の社会調査（モニタリング調査）結果を踏まえながら、乳幼児期から学齢期と連続して具体的な取り
組みを進めていくとともに、ライフサポートファイルの試験的運用を関係機関との協働により行い、発達支援体制の充実に努めてまいり
ます。（ひまわり発達相談センター)
◆新年度に開設される自閉症・情緒障がい特別支援学級について、訪問や相談を行い、支援や助言を行います。（指導課）
◆発達支援体制の充実のため、引き続き関係部署との連携を図ります。（障がい福祉課）

令和元年度に実施した事業内容

◆市民協働こども発達支援推進協議会及び発達支援サポートネットワーク会議にて、発達支援施策の推進に関する具体
的な取組み等について意見交換をしました。支援に関わる人々の連携を深めるため、乳幼児個別支援計画の運用方法の
検討とともに、ライフサポートファイルについて試験的な運用を行い、協力いただいた保護者・支援者の意見を反映し、次年
度からの運用開始に向けて準備を進めました。（ひまわり発達相談センター)
◆広報７月１５日号に特集「みんながともに地域で育つ」を掲載しました。協議会市民委員の有志（「きらっといっぽの会２０
１７」）と協働にてホームページ「こどものそだちあるある情報」や新たなページ「子育てショートあるある」を作成し、子育ての
具体的な事例や体験談とともに相談機関に関する情報を掲載しました。（ひまわり発達相談センター)
◆令和元年８月に一般市民及び子どもに関わる関係者を対象とする公開講座「『障がいのある子とともに生きる』父親とし
て、記者として～感じること、見えること。」を開催し、啓発・周知を図りました。（ひまわり発達相談センター)
◆ひまわり発達相談センターが開催している発達サポートネットワーク会議及びあじさい療育支援センター、ひまわり発達
相談センター、子育て支援課、障がい福祉課の代表者で構成される四課会議等へ職員が出席し、各関係部署、関係機関
連携を図り、発達支援施策に向けた検討を行いました。（障がい福祉課）
◆学校訪問を通し、管理職や特別支援教育コーディネーターへ、ユニバーサルデザインや個別の教育支援計画等にかか
る取り組みについて、助言をしました。（指導課）
◆ひまわり発達相談センター、総合教育センター、指導課による発達支援会議を５回開催し、情報共有と連携を図りまし
た。（指導課）
◆特別支援教育に係る各種研修を合計２３回実施しました。（指導課）

評価指標 ◆相談・指導利用者数 令和元年度数値 ◆775名

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要
◆発達支援施策の充実を図るため、子どもの支援に携わる関係部署と市民と協働で策定したプログラム評価を取り入れたロジック・モ
デルに基づき、ＰＤＣＡサイクルによる評価を行いながら、市民協働で具体的な施策を推進していきます。

７６　発達支援施策の充実
令和元年度

事業費決算額
―

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実

担当課

ひまわり発達相談センター・障がい福祉課・
子育て支援課・健康支援課・こども保育課・指導課・

幼稚園・保育所・こども園・小学校・
中学校・あじさい療育支援センター施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆中学３年生の登録生徒の高校進学率１００％を達成します。
◆登録中学生の出席率７０％を達成します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆教室の雰囲気や講師の指導について、好意的な意見が多くあった。
◆進路のことを考えるようになり、勉強に対する姿勢が変わったとの意見が多くあった。
◆中学校に行けず不登校の生徒でも、学習支援事業には通うことができた生徒が複数いた。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆生徒の学力や勉強に対する姿勢が向上しました。
◆講師が進路相談を実施したことにより、生徒が進路の選択について考える
ようになりました。
◆中学３年生の登録生徒２２名全員が高校に進学しました。
◆家庭や学校以外の居場所対策として、夏休みと冬休みに自習室の開放を
行いました。
◆大学見学ツアーや高校生との交流会を実施したことにより、進学の意識が
高まりました。

◆登録中学生の出席率の向上が課題であります。
◆登録生徒の増加により、高校生への個別対応が難しくなってきています。

令和元年度
事業目標

◆中学３年生の登録生徒の高校進学率１００％を目指します。
◆登録中学生の出席率７０％以上を目指します。

令和元年度に実施した事業内容
◆登録中学生６０名に対し講習を行い、講習のなかで個別に学習支援を実施しました。
　通常講習　週２回（毎週火曜日・金曜日　各２時間）  計８０回
　特別講習　夏休み、冬休み　計２０回

評価指標
◆学習支援登録生徒の出席率
◆学習支援登録生徒の高校進学
率

令和元年度数値
◆56％
◆100％

５　特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実

事業名

事業の概要 ◆生活困窮家庭の児童に対して、大学生等を通じて、学習習慣の定着化や将来への不安の解消を図ります。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 生活相談課

施策内容

７７　高校進学希望者への学習支援
令和元年度

事業費決算額
事業名：子どもの学習・生活支援事業
決算額：9,078,828円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き保護者の相談に応じながら必要な補装具、日常生活用具を支給し、対象児の生活の質を向上することが出来る様に努めま
す。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆対象児に適した補装具、日常生活用具の支給を行うことによって、生活の
質の向上が図られました。

◆生活の質の向上に資する新製品が出てきた際には検討グループで調査を
行い、対象品目の見直しを行っていくことが必要です。

令和元年度
事業目標

◆引き続き保護者の相談に応じながら必要な装具を支給し、対象児の生活の質を向上することが出来るように努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆障害手帳の交付や相談の際に該当者に制度に関する説明を行いました。
◆状況に応じて医師や補装具の専門職に意見等を聞くことにより、相談内容に応じた適切な補装具を速やかに支給出来
る様に努めました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要
◆障がいを補うために、補聴器、装具、車椅子等の補装具費の支給や日常生活をサポートするために手すり、スロープ、入浴補助用具
等を給付します。

７８　補装具・日常生活用具の給付
令和元年度

事業費決算額
事業名：補装具・日常生活用具の給付
決算額：64,598,463円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き対象児童の状況把握に努め、関係機関と連携をとりながら適切なサービスにつなげていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆適切なサービスにつなげることで児童及び保護者の負担軽減につながりま
した。

◆特にありません。

令和元年度
事業目標

◆引き続き対象児童の状況把握に努め、関係機関と連携をとりながら適切なサービスにつなげて行きます。

令和元年度に実施した事業内容
◆聞き取り調査等で対象児童の状況把握を行い、必要に応じて関係機関との連絡を取る等、保護者の相談を伺う中で、適
切なサービスにつなげました。

評価指標
◆日中一時支援事業利用回数
◆育成医療給付率

令和元年度数値
◆23,994回
◆100％

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要
◆家庭において障がい児を一時的に介護できない時に、施設等での預かりや、活動の場の提供等により、見守りや社会に適応する訓
練等を行うサービス環境の整備を促進します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容

７９　障害福祉サービス、地域生活支援事業の利用促進
令和元年度

事業費決算額

事業名：障害福祉サービス、地域生活支援事
業の利用促進
決算額：98,096,156円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き適切に通所施設を利用出来る様に支援を進めていきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆療育や訓練等を必要とする児童が通所施設を利用することが出来ました。 ◆特にありません。

令和元年度
事業目標

◆引き続き適切に通所施設を利用出来るように支援を進めて行きます。

令和元年度に実施した事業内容
◆療育や訓練等の必要な児童が適切に通所施設を利用出来るよう、聞き取り調査や保護者の相談に対応し、支給決定を
行いました。

評価指標
◆利用回数(放課後等デイサービ
ス利用日数)

令和元年度数値 ◆6,553件

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要 ◆日常生活における基本的な動作や集団生活への適応等の療育や訓練等が必要な児童に施設等で支援を行います。

８０　障がい児通所支援の利用促進
令和元年度

事業費決算額
事業名：障がい児通所支援の利用促進
決算額：474,109,160円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆前年度に引き続き、手帳交付の際、該当者に説明を行うことで早期の手帳続き実施に努めるほか、職員の知識・理解を深め、わかり
やすい説明と事業の円滑な実施を図ります。
◆広報誌、市ホームページ、県配布のしおり等を活用し、制度の周知を継続して実施します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆ケースワーカーと連携の上、該当者に対して制度の説明を行うことにより、
新規の申請へつなげていくことができました。また、事業主体である千葉県と
連携し、円滑に事務手続きを実施することができました。

◆申請者の状況により、申請方法や必要書類等が異なるなど、手続きが複雑
であることから、事業主体である千葉県と連携し、引き続き制度の周知及び職
員の知識・理解を深め、円滑に事業を実施する必要があります。

令和元年度
事業目標

◆前年度に引続き、手帳交付の際、該当者に説明を行うことで早期の手続実施に努めるほか、職員の知識・理解を深め、わかりやすい
説明と事業の円滑な実施を図ります。
◆広報紙、市ホームページ、県配布のしおり等を活用し、制度の周知を継続して実施します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆手帳を交付の際、該当者に説明を行った他、市ホームページや広報誌等でも周知を行いました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要
◆「特別児童扶養手当等の支給に関する法律」に基づき、精神又は身体に障がいのある20歳未満の児童を監護・養育している方に、手
当を支給します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容

８１　特別児童扶養手当の支給
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆制度に係るわかりやすい説明と広報紙、市ホームページ等を活用した制度の周知を継続して実施します。また、各手続きの円滑な実
施に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆該当者を新規申請につなげることができた他、制度を円滑に実施すること
ができました。

◆受給認定となる条件、受給資格が喪失となる条件等、制度が複雑であるこ
とから、制度に係るわかりやすい説明と周知を行う必要があります。また、各
受給者の状況を把握し、有期更新や施設入所の場合の喪失手続等を遅滞なく
実施する必要があります。

令和元年度
事業目標

◆制度に係るわかりやすい説明と広報紙、市ホームページ等を活用した制度の周知を継続して実施します。また、各手続の円滑な実施
に努めます。

令和元年度に実施した事業内容 ◆手帳の新規交付および更新の際、該当者に対し制度の説明を行い、円滑な手続きに努めました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要 ◆常時介護を必要とする在宅の重度障害児に対し、手当を支給します。

８２　障害児福祉手当の支給
令和元年度

事業費決算額

事業名：障がい者手当給付事業
　　　　　（障害児福祉手当）
決算額：12,670,220円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆対象者への漏れのない支給、および、資格喪失者への適切な対応をします。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆対象者への漏れのない支給、及び資格喪失者への適切な対応を行いまし
た。

◆特にありません。ただし、居住地特例などの取り扱いが市によって異なるた
め、このような案件については、今後も引き続き個別対応が必要となります。

令和元年度
事業目標

◆対象者への漏れのない支給、および、資格喪失者への適切な対応をします。

令和元年度に実施した事業内容 ◆手帳新規取得及び再交付について、重度医療担当者がすべてチェックし、確実な対応を実施しました。

評価指標 ― 令和元年度数値 ―

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要 ◆重度心身障害児を対象に、医療費の一部を助成します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容

８３　重度心身障害児医療費の助成
令和元年度

事業費決算額

事業名：障がい者自立生活支援事業
決算額：重度医療（身体・知的）180,634,362円
　　　 　　重度医療（精神分）26,622,446円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆今後も引き続き対象者への制度の案内等遺漏のないよう事業を継続します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆タクシー協力機関と対象者間でのトラブルを防ぐために、協力機関への制
度の更なる周知と協力を求め、対象者への適切な案内を行いました。

◆引き続き、タクシー協力機関と対象者間でのトラブルを防ぐために、協力機
関への制度の更なる周知と協力を求め、対象者への適切な案内を行います。

令和元年度
事業目標

◆今後も引き続き対象者への制度の案内等遺漏のないよう事業を継続します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆ご申請いただいた対象者へ福祉タクシー券を交付した。

評価指標 ◆給付率 令和元年度数値 ◆100%

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要 ◆障がい児のタクシー利用費用の一部を助成します。

８４　福祉タクシー運賃助成
令和元年度

事業費決算額
事業名：習志野市福祉タクシー事業
決算額：23,461,500円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆提出された書類の適正な審査に基づき決定した支弁区分により、支給決定された者に定められた援助費を100％支給します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆進達を行い、支給決定された者について支弁区分に基づき100％援助費を
支給しました。

◆特にありません。

令和元年度
事業目標

◆提出された書類の適正な審査に基づき決定した支弁区分により、支給決定された者に定められた援助費を100％支給します。

令和元年度に実施した事業内容
◆児童生徒の保護者からの申請を受け、提出された必要書類を確認し、援助費の支給に係る支弁区分を決定するととも
に、給付及び進達事務を行いました。【実績】支給述人数　208人

評価指標 ◆該当児童・生徒への実施率 令和元年度数値 ◆100％

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要 ◆特別支援教育を受ける児童及び生徒を養育する世帯を対象に就学奨励費を補助することで、経済的負担の軽減を図ります。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 学校教育課

施策内容

８５　特別支援教育就学奨励費の補助
令和元年度

事業費決算額

事業名：要保護・準要保護児童援助費及び特
別支援教育就学奨励費、要保護・準要保護生
徒援助費及び特別支援教育就学奨励費
決算額：8,461,659円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆障がい児及びその家族、介護者、関係機関等に対して、障害福祉サービスの利用援助、社会資源の活用や社会生活力を高める支
援、相談及び情報提供や権利擁護の援助等の総合的な相談を行っていきます。それにより対象児や家族の自立と社会参加を促進する
とともに、地域福祉の向上に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆支援を必要としている対象児が適切に障害福祉サービスにつながり、継続
的に相談支援を受けることが出来る支援体制を維持することが出来ました。

◆障害福祉サービスの利用児童が増え続けており、障害児の計画相談を受け
ることが出来る事業所が満杯となってしまっている為、新たにサービスを利用
する児童はセルフプランとなっている現状です。

令和元年度
事業目標

◆障がい児及びその家族、介護者、関係機関等に対して、福祉サービスの利用援助、社会資源の活用や社会生活力を高める支援、相
談及び情報提供や権利擁護の援助等の総合的な相談等を行うことにより、対象児や家族の自立と社会参加を促進するとともに、地域
福祉の向上に努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆各ケースワーカーが総合的な相談に応じるとともに相談支援事業所とも連携を取り、対象児童や家族が適切に障害福
祉サービスを利用することが出来る様支援を行いました。

評価指標 ◆相談件数（成人も含む） 令和元年度数値 ◆10,414件

６　障がい児施策の充実

事業名

事業の概要 ◆障がいのある児童、家族、関係機関等に対して相談及び情報提供、社会参加の促進等の支援を行います。

８６　相談支援事業
令和元年度

事業費決算額
事業名：相談支援事業
決算額：20,219,498円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ２　すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実
担当課 障がい福祉課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き、PTA家庭教育学級において、子どもの発達段階に応じた子育てを考えるための学級を実施します。(公民館)

◆働いている保護者や外国の保護者が参加しやすい講座環境にすることが
課題です。

令和元年度
事業目標

◆引き続きPTA家庭教育学級において、子どもの発達段階に応じた子育てを考えるための学級を実施します。(公民館)

令和元年度に実施した事業内容 ◆各公民館を中心に、PTA家庭教育学級において子どもの発達段階に応じた子育てを考えるための学級を実施しました。

評価指標 ◆実施回数 令和元年度数値 ◆83回

１　家庭教育への支援の充実

事業名

事業の概要
◆ＰＴＡ会員を対象に、家庭教育の重要性、幼少年期の発達課題、学校や地域との関係等、家庭教育の諸問題や親の対応について学
習します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ３　家庭の教育力の向上
担当課 公民館

施策内容

８７　ＰＴＡ家庭教育学級の充実
令和元年度

事業費決算額

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆保護者同士が一緒に学ぶことで、子どもの抱えている現状や環境を理解
し、情報交換の場となりました。

◆発達段階における子どもの特徴や現状を学ぶことができ、親の関わり方を考える機会になった。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

事業対象者からの
意見・感想等の内容

事業名：
決算額：

公民館講座費 448,500円

公民館管理運営費 76,000円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ３　家庭の教育力の向上

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆健康支援課母子保健担当や図書館、民生委員児童委員との連携を図り、親子のふれあいの支援や読書活動の充実に努めます。
（子育て支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆ブックスタートがきっかけで子どもに絵本の読み聞かせをする機会が持つことができよかったです。（子育て支援課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆4か月健康相談の場を活用し、乳児期の早い時期に絵本等の配布を行うこ
とで、絵本の大切さを伝えるとともに、親子のコミュニケーションのきっかけづく
りを支援しました。（子育て支援課）
◆絵本を選択制にすることで、市民の様々なニーズに対応しました。（子育て
支援課）
◆民生委員児童委員に協力を得て配布をすることで、子育て中の保護者に
身近な相談先である担当地区の民生委員児童委員を知っていただく重要な
機会となりました。（子育て支援課）

◆事業周知と理解を深めるため、健康支援課や民生委員児童委員との更なる
連携に努める必要があります。（子育て支援課）

令和元年度
事業目標

◆健康支援課母子保健担当や図書館、民生委員児童委員との連携を図り、親子のふれあいの支援や読書活動の充実に努めます。
（子育て支援課）

令和元年度に実施した事業内容

◆市内11か所で実施している健康支援課による4か月健康相談において、民生委員児童委員協力のもと、絵本とコットン
バックを贈呈しました。（子育て支援課）
◆贈呈する絵本を3種類（「いないいないばあ」「おつきさまこんばんは」「がたんごとんがたんごとん」）とし、第2子以降など
に別の本を贈呈できるよう配慮しました。（子育て支援課）

評価指標 ◆ブックスタートパック配付数 令和元年度数値 ◆1,090セット

１　家庭教育への支援の充実

事業名

事業の概要
◆生後４か月のお子さんを対象に、4か月児健康相談終了後、民生委員児童委員の協力のもと、読み聞かせの大切さを伝え、絵本と
コットンバッグをお渡しします。
◆誕生記念として特別にデザインした図書館カードを、ブックリストとともに新生児に配付し、登録を促進します。

８８　ブックスタート事業の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：ブックスタート事業
決算額：857,292円

担当課 子育て支援課・図書館
施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

事業名：公民館講座費
決算額：443,000円
事業名：公民館管理運営費
決算額：10,000円

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き、学習を通じて子育て中の親の支援と仲間づくりの促進を図るため育児講座を実施します。（公民館）
◆関係機関と連携しながら「ほめて伸ばす子育てトレーニング講座」を実施し、学習を通して子育てに悩む親の支援と仲間づくりの促進
を図ります。（子育て支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆子どもとじっくりと向き合い遊んだり、子どもと離れて学ぶことができ、わからなかったことや不安なことなどが解消できた。（公民館）
◆「親の立場ではなく、子どもの立場でいろいろ考える必要性について改めて感じました。具体的に子どもに伝えることはわかっていた
つもりでしたが、行動に移せていなかったと再認識できました」等の感想がありました。（子育て支援課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆同年代の子を持つ親子とも触れ合うことができ、同じ悩み・不安を話すこと
で育児に対する考えも前向きになった保護者が多かったです。（公民館）
◆「ほめて伸ばす子育てトレーニング講座」の受講することで、子育てに対す
る自信や良い方法へ変化したことによる、こどもをほめる行動等につなげてい
くことの重要性を伝えられました。（子育て支援課）

◆親が何を学びたいかを検討して企画することや、父親も参加できる日程・講
座内容にすることが課題です。（公民館）
◆講座を継続的に行うため、計画的な実施体制を構築するとともに、トレー
ナーのフォローアップを行う必要があります。（子育て支援課）
◆フォローアップ講座の実施時期を検討し、多くの出席が見込まれるよう配慮
が必要です。（子育て支援課）

令和元年度
事業目標

◆引き続き、学習を通じて子育て中の親の支援と仲間づくりの促進を図るため育児講座を実施します。（公民館）
◆関係機関と連携しながら「ほめて伸ばす子育てトレーニング講座」を実施し、学習を通して子育てに悩む親の支援と仲間づくりの促進
を図ります。(子育て支援課)

令和元年度に実施した事業内容
◆講座を実施して、子育て中の親への支援と仲間づくりを促進しました。（公民館）
◆ファミリー・サポート・センターやこどもセンターで子育て中の親等を対象にした「ほめて伸ばす子育てトレーニング」講座
を開催しました。(子育て支援課)

評価指標
◆実施回数（子育て支援課）
◆学級数（公民館）
◆実施回数（公民館）

令和元年度数値

子育て支援課4回
公民館1回
◆学級数　10（公民館）
◆実施回数　61回（公民館）

１　家庭教育への支援の充実

事業名

事業の概要
◆公民館で乳幼児を持つ親を対象に、乳幼児の健康や遊び、心理、心と体の発達等、子育てに関する講座を実施します。
◆「コモンセンス・ペアレンティング（ほめて伸ばす子育てトレーニング講座）」について、関係機関との連携により実施します。

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ３　家庭の教育力の向上
担当課 公民館・子育て支援課

施策内容

８９　育児講座等の充実
令和元年度

事業費決算額
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き、子育て中の親の支援と仲間づくりの促進を図るため、プログラムを充実させ、参加者同士が継続的に交流できるよう幼児
家庭教育学級を実施します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆同年代の子を持つ親と子育てについての話や講師からの話を聞き安心した。子育てを楽しもうと思った。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆親同士のつながりができた。また、講義や実習等を通じて育児について学
び、考えるきっかけになりました。

◆親が何を学びたいかを検討して企画することや、父親も参加できる日程・講
座内容にすることが課題です。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、子育て中の親の支援と仲間づくりの促進を図るため、プログラムを充実させ、参加者同士が継続的に交流できるよう幼児
家庭教育学級を実施します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆講座を実施し、講座終了後に参加者同士が継続的な交流が持てるように支援しました。

評価指標
◆学級数
◆実施回数

令和元年度数値
◆7
◆69回

１　家庭教育への支援の充実

事業名

事業の概要 ◆公民館で3歳児の親を対象に、様々な角度から子育てに関する講座を実施します。

９０　幼児家庭教育学級の充実
令和元年度

事業費決算額

事業名：公民館講座費
決算額：126,000円
事業名：公民館管理運営費
決算額：10,000円

２　家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる

基本方針 ３　家庭の教育力の向上
担当課 公民館

施策内容

- 90 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き、子どもたちの安全・安心な居場所を確保するため、子ども広場事業を実施します。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆放課後楽しく過ごせる場所があってよい。（公民館）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆安全・安心な放課後の子どもの居場所を確保できました。(公民館)
◆事務室から少し離れた部屋で開放しているので、見回りには行くが、大人の
目が届かず子ども間のトラブルが発生してしまう場合がありました。（公民館）

令和元年度
事業目標

◆引き続き、子どもたちの安全・安心な居場所を確保するため、子ども広場事業を実施します。

令和元年度に実施した事業内容 ◆公民館の空いている部屋を利用し、放課後の子どもの居場所づくりをしました。(公民館)

評価指標 ◆実施施設数 令和元年度数値 ◆7公民館

１　地域における子どもの居場所づくり

事業名

事業の概要 ◆公民館の空いている部屋を利用し、安全・安心な放課後の子どもの居場所を確保します。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 社会教育課・公民館

施策内容

９１　子ども広場事業の実施
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆特にありません。（令和元年度末で閉館のため）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆施設の日常点検や玩具等の消毒などを行った結果、大きな怪我や事故等
もなく、子どもたちが安全で安心して過ごせる施設を提供することができまし
た。
◆イベントや開催教室において、参加する子どもたちが、異年齢集団で活動
を行い、自主性や創造性の向上を図ることができました。

◆特にありません。

令和元年度
事業目標

◆子どもたちにとって魅力ある教室事業等を開催するとともに安全で安心して立ち寄れる居場所となるよう運営に努めます。

令和元年度に実施した事業内容
◆絵画教室や書道教室等、講師を招いた主催事業を年間で3事業開催しました。
◆季節に応じたイベントや装飾づくり等、自主事業を年間で15事業開催しました。

評価指標 ◆利用者数 令和元年度数値
◆年間利用者数　　　　8,148人
うち主催事業参加者　　191人
うち自主事業参加者　　502人

１　地域における子どもの居場所づくり

事業名

事業の概要 ◆児童の健全な遊び、学習の場として、こども会館事業を実施します。

９２　こども会館事業の実施
令和元年度

事業費決算額
事業名：こども会館管理運営費
決算額：2,326,951円

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 社会教育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き、子ども達の豊かな心を育む講座の開催や、子ども達の安全・安心に過ごせる子どもの居場所づくりに努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆普段できない体験で大変良かった。興味のあることへの理解が深まった。楽しく学べた。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆異学校・異学年の子ども同士の交流や、興味・関心を高めるきっかけになり
ました

◆参加者を増やすために、日程や周知方法等を工夫する必要があります。

令和元年度
事業目標

◆引き続き子ども達の豊かな心を育む講座の開催や、子ども達の安全・安心に過ごせる子どもの居場所づくりに努めます。(公民館)

令和元年度に実施した事業内容 ◆公民館サークルの会員や地元で活動している指導者等を講師として実施しました。

評価指標
◆講座数
◆実施回数

令和元年度数値
◆42回
◆52回

１　地域における子どもの居場所づくり

事業名

事業の概要
◆学校が休みの土曜日・日曜日や長期休業日に、親子、異年齢の子どもとのふれあいや豊かな心を育てることを目的として実施してい
る、子ども講座の充実を図ります。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 公民館

施策内容

９３　子ども講座の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：
決算額：

公民館講座費 271,000円

公民館管理運営費 40,000円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、利用者が安全で安心して活動ができることを第一優先として、施設の管理や事業の運営を進めます。また、各運営委員会
と利用者、学校との連携を図り、地域のコミュニティづくりに役立てることを目標とします。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆土日祝日のグラウンド・体育館を開放することで、学校体育施設を有効に
活用するとともに、市民のスポーツ活動の場を提供しました。各運営委員会と
利用者、学校との連携を図り、地域のコミュニティづくりに役立てました。

◆定期で利用している団体が固定化しており、新規団体の参入や活動日数を
増やしたい団体の利用日数増が難しい状況にあります。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、利用団体が安全で安心して活動ができることを第一優先として、施設の管理や事業の運営を進めます。また、各運営委員
会と利用者、学校との連携を図り、地域のコミュニティづくりに役立てることを目標とします。

令和元年度に実施した事業内容
◆土日祝日に市内16小学校のグラウンド・体育館を開放しました。
◆学校体育施設開放運営委員会連絡協議会に委託し、各小学校に管理指導員を配置することにより、利用者が安全・安
心に活動できるように努めました。

評価指標 ◆体育施設開放校数 令和元年度数値 ◆16校

１　地域における子どもの居場所づくり

事業名

事業の概要
◆市内小学校の校庭・体育館を土曜日・日曜日・祝日に開放し、運動する場を提供します。
但し、学校開放運営委員会に登録が必要です。

９４　学校体育施設の開放
令和元年度

事業費決算額
事業名：学校体育施設開放事業
決算額：7,795,600円

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 生涯スポーツ課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

D

令和2年度
事業目標

◆令和2年7月に、大久保東小学校に放課後子供教室を開設します。
◆令和3年4月に、秋津小学校・東習志野小学校で放課後子供教室を開設するための準備を進めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆大久保東小学校の保護者から、放課後子供教室を開設することに対し期待しているとの意見がありました。
◆令和6年度までに開設予定がない学校の保護者から、早期に開設してほしいとの意見がありました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆放課後子供教室を開設することに対し、保護者から多く要望が寄せられて
いることがわかりました。

◆放課後・長期休業などにおいて安全・安心な居場所として放課後子供教室
が有用であると考えられるため、市内全域に開設する必要があります。

令和元年度
事業目標

◆「放課後子供教室」の運営等に係る方針を固め、学校等、関係部局と協議を行い開設に向けた準備を行います。

令和元年度に実施した事業内容
◆近隣市で実施する「放課後子供教室」を現地視察し、運営等の状況を確認しました。
◆令和2年度に大久保東小学校で開設する放課後子供教室の事業者選定を実施しました。
◆令和2年度から6年度までに11校で開設することを計画し、関係機関と調整を図りました。

評価指標 ◆開設数 令和元年度数値 ◆0

１　地域における子どもの居場所づくり

事業名

事業の概要

◆地域住民等の参画を得て、放課後等に全ての児童を対象として学習や体験・交流活動などを行います。
◆平成27年度は、公民館において実施中の子ども広場事業を整備し、放課後子供教室の実施につなげていきます。
◆平成28年度以降については、地域の実情に応じた小学校の余裕教室や体育館、運動場等の活用を図りながら、全ての児童が多様
な体験・活動を行うことができるよう、放課後児童会との一体型な事業実施を目指して、施設整備や職員間の連携を行います。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 社会教育課

施策内容

９５　放課後子供教室の実施
令和元年度

事業費決算額
事業名：青少年健全育成事業
決算額：0円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆（仮称）向山こども園の整備に向けて、設計業者の選定及び基本計画の策定に取り組みます。
◆秋津幼稚園跡地における、放課後児童会・放課後子供教室・フリースペース一体事業の実施に向けて、必要な改修工事に取り組み
ます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆大久保こども園の整備が完了しました。 ◆向山こども園（仮称）の整備に向けて課題を整理します。

令和元年度
事業目標

◆新栄幼稚園・秋津幼稚園の跡利用を検討します。（こども政策課）

令和元年度に実施した事業内容

◆新栄幼稚園の跡地利用について検討し、普通財産として活用することが決定しました。
◆秋津幼稚園の跡地利用について検討し、放課後児童会・子供教室・フリースペース一体事業を実施する方針が固まりま
した。
◆大久保こども園について、外構・園庭整備及び既存保育棟改修を実施し、こども園整備工事が完了しました。

評価指標 ◆施設数 令和元年度数値 ◆5

２　地域における子育て支援の拠点づくり

事業名

事業の概要 ◆幼稚園、保育所、こどもセンターが一体となったこども園を整備し、地域の子育ち・子育ての拠点として、様々な支援を実施します。

９６　こども園の整備
令和元年度

事業費決算額
事業名：（仮称）大久保こども園整備事業
決算額：220,516,000円

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 こども政策課・こども保育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、こどもセンター・きらっ子ルーム職員全員を「子育て支援コンシェルジュ」として配置し、子どもに関する相談を受けるととも
に、子育てに関する情報提供を行うことで、より身近な場所での子育て支援に努めます。（子育て支援課）
◆習志野市こどもセンター（鷺沼）において開設する乳幼児専用プレーパークについて周知を行い、子どもがのびのびと外遊びができる
環境づくりに努めます。（子育て支援課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆赤ちゃんも気兼ねなく安心して利用できました。（子育て支援課）
◆広い園庭もあり、いつでも子どもがのびのびと遊べる環境です。（子育て支援課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆こどもセンター職員（保育士、保健師）による育児相談を実施し、子育て中
の保護者の育児不安の解消につながりました。（子育て支援課）
◆土曜日の開所により、父親や共働き家庭の利用が図られました。（子育て
支援課）
◆こどもセンター等連絡会議を開催し、こども園こどもセンター、きらっ子ルー
ムの施設間での情報共有を図ることができました。（子育て支援課）

◆施設数が増えていることから、施設によって取り扱いが異ならないよう、同じ
地域子育て支援拠点として、さらに施設間の情報共有、連携に努めていく必要
があります。（子育て支援課）

令和元年度
事業目標

◆引き続き、こどもセンター・きらっ子ルーム職員全員を「子育て支援コンシェルジュ」として配置し、子どもに関する相談を受けるととも
に、子育てに関する情報提供を行うことで、より身近な場所での子育て支援に努めます。（子育て支援課）
◆習志野市こどもセンター（鷺沼）において開設する乳幼児専用プレーパークについて周知を行い、子どもがのびのびと外遊びができる
環境づくりに努めます。（子育て支援課）
◆引き続き子育てに関する情報をわかりやすく情報提供し、子育て戦を実践します。（こども保育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆こどもセンターにて子育てに関する情報を発信したり相談業務を実施したりして、子育て支援を実践しました。（こども保
育課）
◆こどもセンター等連絡会議を開催し、習志野市こどもセンター（鷺沼）、こども園こどもセンター（東習志野、杉の子、袖ケ
浦、新習志野）やきらっ子ルーム（やつ、おおくぼ）との情報共有、連携により事業を実施しました。（子育て支援課）
◆子育て支援コンシェルジュ（利用者支援事業）をすべてのこどもセンターときらっ子ルームに配置し、子育て家庭のニーズ
に応えた相談受付や情報提供を行いました。(子育て支援課)
◆習志野市こどもセンター（鷺沼）は、地域のボランティアの協力を得ながら四季折々の遊び(年6回）、学習会（年5回）、地
域世代子育て交流会（年2回）、きらっ子こどもまつり(10月19日開催）など、地域と連携したイベントを実施しました。（子育て
支援課）
◆習志野市こどもセンターでは、乳幼児専用プレーパークを開催するとともに、利用者向けの学習会を行いました。（子育
て支援課）

評価指標
◆施設数
◆利用者数

令和元年度数値
◆8か所
◆139,144人

２　地域における子育て支援の拠点づくり

事業名

事業の概要
◆就学前の子どもと親が自由に遊び交流する場として、子育てに関する情報提供や学習会等を実施します。また、土曜日に開館するこ
とで、父親の育児参加を促します。
◆地域で安心して子育てができるよう、「子育て支援コンシェルジュ」による相談の充実に努めます。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 子育て支援課・こども保育課

施策内容

９７　こどもセンターの充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：こどもセンター運営事業
決算額：11,979,913円
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆引き続き、きらっ子ルーム職員全員を「子育て支援コンシェルジュ」として配置し、子どもに関する相談を受けるとともに、子育てに関す
る情報提供を行うことで、より身近な場所での子育て支援に努めます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆ミニ講座に参加したことで、日常で子どもの健康について疑問に思う内容が解消されました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆保育士による見守りや声掛け、保護者からの相談に対応し、育児不安の解
消につながりました。
◆きらっ子ルームやつは土曜日と日曜日、きらっ子ルームおおくぼは土曜日
の開所により、父親や共働き家庭の利用が図られました。

◆地域ボランティアとの連携により、講習やイベントなどを更に充実していく必
要があります。
◆子育てに関する情報の充実に努めるほか、利用者の視点に立った利用しや
すい施設運営を行う必要があります。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、こどもセンター・きらっ子ルーム職員全員を「子育て支援コンシェルジュ」として配置し、子どもに関する相談を受けるととも
に、子育てに関する情報提供を行うことで、より身近な場所での子育て支援に努めます。

令和元年度に実施した事業内容

◆子育て支援コンシェルジュ（利用者支援事業）を配置し、子育て家庭のニーズに応えた育児支援や情報提供を行いまし
た。
◆地域（ボランティア等）の協力により、学習会等を実施しました。（きらっ子ルームおおくぼ　学習会4回、ベビーマッサージ
等4回）
◆きらっ子ルームやつにおいて、ミニ講座・夫婦講座を行いました。
◆きらっ子ルームおおくぼにおいては、令和２年３月２５日に運営を終了し、令和２年４月１日から大久保こども園こどもセン
ターへ機能移転いたしました。

評価指標
◆施設数
◆利用者数

令和元年度数値
◆2か所
◆28,087人

２　地域における子育て支援の拠点づくり

事業名

事業の概要
◆主に乳幼児を持つ親と子どもが、気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で、交流を図る場を提供します。また、土、日に開館すること
で、父親の育児参加を促します。
◆地域で安心して子育てができるよう、「子育て支援コンシェルジュ」による相談の充実に努めます。

９８　きらっ子ルームの充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：つどいの広場運営事業
決算額：16,596,338円

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 １　地域における子育ち・子育て支援拠点の整備
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆年２回の学校支援ボランティア会議で学校間の連携を図るとともに、学校支援ボランティア活動の充実に努めます。（指導課・小学校・
中学校）
◆学校支援ボランティアの方々が高齢化してきているので、安全・安心な活動ができるような計画を立てます。（指導課・小学校・中学
校）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆保険関係の手続きをきちんと整理してくれてありがたいという意見がありました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆各学校から積極的な働きかけを行うことで、バザーや体育祭、安全パトロー
ルなど、多岐にわたり、協力を得ることができました。（小学校・中学校）
◆新たなボランティアを立ち上げ、協力してもらった学校も数校みられ、積極
的な学校支援ボランティア事業が進められました。（小学校・中学校）

◆竹馬のお手本を見せたところ、転倒してしまい、怪我をされたケースが1件起
こってしまいました。学校支援ボランティアの高齢化が進んでいるため、計画
の段階から十分安全に配慮していく必要があります。（指導課・小学校・中学
校）

令和元年度
事業目標

◆年２回の学校支援ボランティア会議で学校間の連携を図るとともに、学校支援ボランティア活動の充実に努めます。（指導課・小学校・
中学校）
◆学校管理下の保険内容を確認し、ボランティアの方々が安心して活動できるように支えます。（指導課）

令和元年度に実施した事業内容

◆年2回の学校支援ボランティア担当者会議を開催し、各中学校区の学校間連携を図ることができました。（指導課・小学
校・中学校）
◆各学校の学校支援ボランティアの方々が、子どもたちの教育活動の支援及び環境整備に御尽力してくださり、学校を支
えてくださいました。（小学校・中学校）

評価指標 ◆学校支援ボランティア参加人数 令和元年度数値 ◆5,779名

１　世代間交流の推進

事業名

事業の概要 ◆学校支援ボランティアの活用等、地域の人材や素材等の授業への活用と地域との交流を推進します。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 小学校・中学校・指導課

施策内容

９９　地域交流事業の充実
令和元年度

事業費決算額
事業名：特色ある学校づくり推進事業
決算額：234,640円

- 99 -



習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

C

令和2年度
事業目標

◆各学校の計画において、交流の継続を図ります。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆中学校の技術・家庭科、総合的な学習の時間において、すべての生徒を対象とする教育活動を実施することは難しい。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆職場体験として、保育、子育ての実際を身近で感じられたことは生徒にとっ
て貴重な体験でした。

◆すべての生徒を対象とすることは難しい中で、事業として推進することは難
しかった。

令和元年度
事業目標

◆技術家庭科だけでなく、総合的な学習の時間や運動会（体育祭）の活用も図りなが、中学生と幼稚園児等の交流活動のさらなる充実
を図ってまいります。（指導課）

令和元年度に実施した事業内容 ◆一部の生徒が保育所等での職場体験を実施した。

評価指標 ◆実施校数 令和元年度数値 ◆7校

１　世代間交流の推進

事業名

事業の概要 ◆中学校家庭科、総合的な学習の時間等の授業の一環として中学生と幼稚園児や保育所児、こども園児との交流を実践します。

１００　中学生と幼稚園児・保育所児・こども園児の交流の
充実

令和元年度
事業費決算額

―

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 中学校・幼稚園・保育所・こども園・指導課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆学校だよりや学校ホームページを活用して児童生徒の活躍や行事等学校についての情報をさらに広く周知し、地域の方々の参加を
促します。（指導課・小学校・中学校）
◆学校行事の見直しや計画をするにあたり、さらに地域をの交流を考えたものにします。（指導課・小学校・中学校）
◆「チーム学校」の方針のもとで進められる地域の方々との交流等を学校教育だより・ホームページで取材・紹介します。（指導課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆第七中学校での周年行事をはじめ、保護者や地域の方々が数多く学校行
事に参加していただきました。各学校の教育活動の理解を図り、学校全体の
信頼がさらに深まりました。（指導課・小学校・中学校）

◆令和2年度は、谷津小学校、秋津小学校、香澄小学校での周年行事が控え
ているので、有効活用しながら、地域との交流を図ってまいります。（指導課・
小学校・中学校）

令和元年度
事業目標

◆学校だよりや学校ホームページを活用して学校についての情報をさらに広く周知し、地域の方々の参加を促します。（指導課・小学校・
中学校）
◆学校行事の見直しや計画をするにあたり、更に地域との交流を考えたものにします。（指導課・小学校・中学校）
◆「チーム学校」の方針のもとで進められる地域の方との交流等を学校教育だより・ホームページでも取材、紹介します。（指導課）

令和元年度に実施した事業内容

◆学校だよりや学校ホームページを活用して児童生徒の活躍や行事等学校についての情報を広く周知し、地域の方々の
参加を促しました。（指導課・小学校・中学校）
◆学校行事の見直しや計画をするにあたり、地域をの交流を考えたものにしました。（指導課・小学校・中学校）
◆「チーム学校」の方針のもとで進められる地域の方々との交流等を学校教育だより・ホームページでも取材・紹介しまし
た。（指導課）

評価指標 ◆実施校数 令和元年度数値
◆小学校16校
◆中学校7校

１　世代間交流の推進

事業名

事業の概要 ◆学校行事に保護者・地域の高齢者等を招待し、地域との連帯意識を育み、人間性豊かな児童・生徒を育成します。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 指導課・小学校・中学校

施策内容

１０１　地域参加型学校行事の推進
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆青少年の健全育成に寄与すべく事業を積極的に支援するとともに各団体間の更なる連携を推進していきます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆団体において、他団体の事業へ参加する等、事業交流を行っており、今後、団体間の事業交流を広げていきたいと意見がありまし
た。
◆団体事業に参加した保護者の方から、すぽーつゆきがっせんやパークゴルフ体験等、普段の生活で学ぶことができない体験を経験
できるイベントは、子どもの成長過程にとって大変貴重なものであり、今後も事業を続けて欲しいと言った多くの意見をいただきました。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆各団体事業において、子どもたちが、様々な体験と多くの大人達と関わりを
持つことによって、情操豊かな育みの一助となりました。
◆青少年育成団体連絡協議会を通じ、各団体事業の支援を行うことができ、
青少年の健全育成に寄与することができました。

◆各団体において、指導者の後継、会員数の維持・拡大が課題となりました。
青少年育成団体連絡協議会において、更なる連携体制を強化し、事業交流や
共同事業の開催など新たな方策を検討していく必要があります。

令和元年度
事業目標

◆青少年の健全育成に寄与すべく事業を積極的に支援するとともに各団体間の更なる連携を推進していきます。

令和元年度に実施した事業内容

◆青少年育成団体連絡協議会を定期的に開催し、団体間での情報交換や情報共有を行い、各団体が抱える共通課題（会
員の減少）について意見交換するなど一組織としての連携強化を図ることができました。
◆共同開催行事である市民まつり「子ども広場事業」では、会場スペースが変更となる中、企画・運営にいたる入念な協議
を行い、祭り当日、7,953人の参加があり、無事に終了することができました。
◆子ども会育成会の夏期キャンプや青少年相談員の主催事業に市職員も参加し、各団体の活動状況を体験しました。

評価指標
◆青少年育成団体連絡協議会開
催回数

令和元年度数値
◆協議会　6回
◆開催行事　1回

２　地域の人材の知恵や経験を生かす活動の推進

事業名

事業の概要
◆子ども会育成会・青少年相談員等の事業を支援し、青少年の健全育成を推進します。
◆ボーイスカウト・ガールスカウト・スポーツ少年団等、青少年育成団体の事業を支援し、青少年の健全育成を推進します。

１０２　青少年健全育成の推進
令和元年度

事業費決算額
事業名：青少年健全育成事業
決算額：3,168,602円

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 社会教育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆子育てに関する豊かな経験や知識を持つ地域の方と連携し、ますますのボランティアの活用に努め、こどもセンター事業の充実を図
ります。（こども保育課）
◆子育てに関する知識を豊富に有している地域ボランティアの協力により、こどもセンター・きらっ子ルームにおいて講座やイベントを開
催することで、事業の充実につなげ、地域力の活性化を図ります。(子育て支援課)

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆こどもセンターの職員だけではなく、様々な方とのかかわりの中で、親子で豊かな体験ができた。（こども保育課）
◆施設の雰囲気がとてもよく、またここでボランティアをやらせてもらいたい気持ちになりました。(子育て支援課)

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆地域の人材活用によって、こどもセンターの活動が充実し、それに参加する
親子が　楽しみにしたり、子育ての喜びが感じられるようになりました。（こども
保育課）
◆こどもセンター・きらっ子ルームにおいて、地域ボランティアの協力により、
講座やイベントを開催し、地域の人材の活用につながりました。(子育て支援
課)

◆今後も地域の人材を活用しながら、活動内容について、参加親子にとってよ
りよい子育てにつながり、そして楽しい体験となるように計画していきます。（こ
ども保育課）
◆今後も地域で活動する方々の豊富な知識や経験を有効活用できるよう、こ
どもセンターやきらっ子ルーム等において、ボランティアの活用を継続していく
必要があります。(子育て支援課)

令和元年度
事業目標

◆子育てに関する知識を豊富に有している地域ボランティアの協力により、こどもセンター・きらっ子ルームにおいて講座やイベントを開
催することで、事業の充実につなげ、地域力の活性化を図ります。(子育て支援課)
◆子育てに関する豊かな知識を持つ地域の方と連携し、ますますのボランティアの活用に努めこどもセンター事業の充実を図ります。
（こども保育課）

令和元年度に実施した事業内容

◆こども園こどもセンターにおいて、お話会、人形劇、パネルシアター、音楽に合わせた絵本の読み聞かせ、ベビーサイン
指導、演奏会（フルート、弦楽器）、親子ヨガ、救命救急等を実施しました。（こども保育課）
◆こどもセンター・きらっ子ルームにおいて、地域ボランティアの協力により、講座やイベントを開催しました。(子育て支援
課)
＜ボランティアの人数＞
・こどもセンター：おはなし会（10回/各4人）、誕生のつどい（10回/各1人）、ベビーマッサージ（9回/各1人）、あそぼの会（12
回/各7人）
・きらっ子ルームやつ：おはなし会（9回/各3人）、英語であそぼ（9回/各1人）、ベビーヨガ（4回/各1人）、栄養講座（4回/各1
人）
・きらっ子ルームおおくぼ：ベビーサイン（3回/各1人）、ベビーマッサージ等（1回/各1人）

評価指標 ◆ボランティア活用人数 令和元年度数値
◆7か所
◆386人

２　地域の人材の知恵や経験を生かす活動の推進

事業名

事業の概要 ◆こどもセンターやきらっ子ルームで開催する行事等において、地域の方々と交流するとともに、人材を有効に活用します。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 子育て支援課・こども保育課・こども園

施策内容

１０３　地域の人材の活用
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆地域における子育て支援の推進を目指し、子育て支援に関わっている団体等との情報交換や課題を共有することで、事業の充実に
努めます。
◆「ならしのきらっ子こどもまつり」を実施し、子育て支援に係る団体等との連携に努め、地域の子育て支援の機運を高めることに寄与し
ます。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆今後も行政との連携、情報共有を行って、それぞれの事業を充実させていきたいです。
◆団体が主催する講座等に出席していただき、団体の活動に理解を深め、また協力をお願いしたいです。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆市内の子育て支援に関わる団体との意見交換をし、情報共有を図ることが
できました。

◆生活者の立場から子育て支援の重要性について意見等を持つ関係団体と
の連携に努め、今後も意見交換・情報共有を積極的に行っていく必要がありま
す。

令和元年度
事業目標

◆地域における子育て支援の推進を目指し、子育て支援に関わっている団体等との情報交換や課題を共有することで、事業の充実に
努めます。
◆「ならしのきらっ子こどもまつり」を実施し、子育て支援に係る団体等との連携に努め、地域の子育て支援の機運を高めることに寄与し
ます。

令和元年度に実施した事業内容

◆「ならしのきらっ子こどもまつり」について、子育て支援団体を含む「きらっ子こどもまつり実行委員会」を組織し、実施しま
した。
・日時：令和元年10月19日・実行委員会開催回数：4回
・実行委員会参加団体：ぽっぽの会他
◆市内で活動する子育てに係る団体と意見交換を行いました。

評価指標
◆会議等実施回数
◆団体事業参加回数

令和元年度数値
◆4回
◆3回

２　地域の人材の知恵や経験を生かす活動の推進

事業名

事業の概要 ◆地域での子育て支援を推進するため、子育て支援に様々な形で関わっている団体等と連携し、支援を行います。

１０４　子育て支援団体との連携
令和元年度

事業費決算額
―

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 子育て支援課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆特にありません。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆現在、学校で使用していない教室の一時使用許可を行うことで、地域との
交流・連携に貢献しました。

◆学校運営が基本となるため、校舎の大規模改修工事や児童・生徒数の増加
により、一時使用の許可ができないケースが生じます。また、児童・生徒の安
全確保や施設のセキュリティ等の課題を整理する必要がある。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

◆学校運営に支障が生じない範囲の中で、引き続き、余裕教室の有効活用を図ります。

令和元年度
事業目標

◆学校運営に支障が生じない範囲の中で、引き続き、余裕教室の有効活用を図ります。（教育総務課）

令和元年度に実施した事業内容 ◆余裕教室に対する教育財産の一部使用許可を行い、地域への開放を行いました。

評価指標 ◆教育財産使用許可件数 令和元年度数値 ◆8件

３　地域における子育て支援の充実

事業名

事業の概要
◆余裕教室の活用は、学校運営面から一義的には各学校が活用を検討します。その活用状況を踏まえ、支障がない範囲で他の用途
的利用を学校と協議の上実施します。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 教育総務課・小学校・中学校

施策内容

１０５　余裕教室の有効活用
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

◆11か所
◆918人

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 保育所・こども園・こども保育課

施策内容

B

令和2年度
事業目標

◆保育ニーズを見極めながら、所庭開放時に見学ができるようにします。引き続き、安心で衛生的な遊び場として気軽に使用できるよう
環境整備に努めます。（こども保育課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆保育所見学は施設選びの参考になります。（こども保育課）
◆衛生的で安全な環境でこどもをのびのび遊ばせられます。（こども保育課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆保育所・こども園の見学は施設選びの参考になりました。（こども保育課）
◆衛生的で安全な場の提供ができ、地域の子育ての応援が出来ました。（こ
ども保育課）

◆引き続き地域の安全な遊び場として開放するとともに相談等に対応いたしま
す。（こども保育課）

令和元年度
事業目標

◆子どもの遊び、保護者同士の交流、育児情報の提供の場として保育所こども園を地域に開放します。

令和元年度に実施した事業内容
◆保育所における週１、２回の所庭開放、こども園ではセンターに遊びに来た親子を対象に園庭を開放しました。保育所で
は所庭開放時を利用した施設見学希望も多く対応しました。（こども保育課）

評価指標
◆実施施設数
◆参加人数

令和元年度数値

３　地域における子育て支援の充実

事業名

事業の概要 ◆子ども同士のふれあい、保護者同士の交流、育児情報の提供の場として、保育所・こども園を地域に開放します。

１０６　保育所・こども園における地域開放活動の充実
令和元年度

事業費決算額
―
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆家庭ではできない制作や園児とのふれあいができてよかった。
◆参加回数を重ねていくうちに子どもの成長を感じ、喜びになった。
◆他の子どもの様子を見たりかかわったりすることが子育てのよい参考になった。

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆日常、なかなか他のこどもや親同士の関わりが持ちにくい中、こども同士や
親同士、園児との関わりがもてるようなきっかけや場を提供することで、関わ
りがもてたり、相談や話をしたり、園児の様子を見て、こどもの成長に喜びや
期待がもてたりする場となり、子育て支援の充実につながりました。

◆乳児の参加が増えてきているので、安全に遊べる場の設定や遊具等、環境
の見直しをしていきます。

令和元年度
事業目標

◆引き続き、主に家庭で子育てをしている保護者に対して、遊びの場所や遊具の提供、在園児との交流、遊びの紹介、子育ての相談等
の場として、幼稚園・こども園を地域に開放することにより、子育て支援の充実を図ります。

令和元年度に実施した事業内容
◆年間５９回、親子、親同士、子ども同士、在園児との交流、遊びの紹介、子育て相談等の場として、幼稚園・こども園での
子育てふれあい広場を実施した。

評価指標
◆実施施設数
◆参加人数

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

令和2年度
事業目標

令和元年度数値
◆10施設
◆2,077名

３　地域における子育て支援の充実

事業名

事業の概要

１０７　幼稚園・こども園における子育てふれあい広場の充
実

令和元年度
事業費決算額

―

◆親子、親同士、子ども同士、園児との交流、遊びの紹介、子育て相談等の場として、幼稚園・こども園を地域に開放します。

◆子育てに喜びと期待がもてるような場となるよう、遊びの場や遊具の提供、在園児との交流、遊びの紹介や子育て相談等をより充実
させ、幼稚園・こども園を地域に開放します。

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針 ２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課 幼稚園・こども園・こども保育課

施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

◆育児サークルの活動場所の提供ができました。（公民館）
◆「あ・そ・ぼの会」の支援により、参加メンバーは、こどもセンターたよりの編
集、発行作業を通じ、こどもセンターを拠点とする親同士の仲間づくりや交流
を深めるとともに、子どもとの遊び方、その他子育てに関する情報を得、子育
て期の充実につながっています。（子育て支援課）

◆育児講座終了後に、サークルのリーダーとなる人材育成が課題である。（公
民館）
◆今後も、こどもセンターやきらっ子ルームにおいて、育児サークル等の情報
提供を行うとともに、仲間づくりや情報交換の場の提供と支援を積極的に行う
必要があります。（子育て支援課）

令和元年度
事業費決算額

―

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針

令和元年度
事業目標

◆こどもセンターでの活動が主体となっている育児サークル「あそぼの会」に対して、引き続き、「あ・そ・ぼ」の発行などに対する支援を
行います。（子育て支援課）
◆親同士、子ども同士の仲間づくりを支援していくため、親同士の交流を支援し、こどもセンター、きらっ子ルームにおいて、子育て情報
の掲示板として、育児サークルや遊びの紹介等の情報提供を行います。（子育て支援課）
◆市民協働インフォメーションルーム登録団体等が実施する講座やイベントのチラシを設置・掲示することでPR支援を継続していきま
す。（協働政策課）
◆引き続き育児サークルに活動の場所を提供し、その活動が継続しやすい環境づくりに努めます。（公民館）

令和元年度に実施した事業内容

◆育児サークルへの部屋の貸出しにより活動を支援しました。（公民館）
◆育児サークル「あ・そ・ぼの会」の主な活動である「こどもセンターたより」について、こどもセンターの支援のもと編集・発
行を行いました。（子育て支援課）
◆こどもセンター（鷺沼）、きらっ子ルームの掲示板において、子育て情報として、育児サークル発信によるチラシ等の掲示
を行い、情報提供に努めました。（子育て支援課）

評価指標
◆育児講座終了後のサークル化
数

令和元年度数値

３　地域における子育て支援の充実

事業名

事業の概要 ◆親同士の情報交換と育児の仲間づくりを進めるため、場所の提供やNPO法人や育児サークル等の育成・交流等の支援を行います。

１０８　NPO法人や育児サークル等への支援

担当課

―

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆「あ・そ・ぼ」の編集会議では子ども連れで大変ですが、お互いに情報交換できるし、おしゃべりしながらやれるのでとても楽しいです。
（子育て支援課）

２　地域における多様なネットワークの活用と充実

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

B

令和2年度
事業目標

◆引き続き育児サークルに活動の場所を提供し、その活動が継続しやすい環境づくりに努めます。（公民館）
◆親同士、子ども同士の仲間づくりを支援していくため、親同士の交流を支援し、こどもセンター、きらっ子ルームにおいて、子育て情報
の掲示板として、育児サークルや遊びの紹介等の情報提供を行います。（子育て支援課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

子育て支援課・公民館・協働政策課
施策内容
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習志野市子ども・子育て支援事業計画  実績表【令和元年度】

１．令和元年度に実施した事業内容並びに、事業計画の評価指標として掲げた指標の令和元年度数値をご記入ください。

２．事業に対する事業対象者からの意見・感想等をご記入ください。

３．令和元年度に実施した事業内容や評価指標の数値を踏まえ、事業実施後の成果・課題並びに、事業達成度をご記入ください。

４．令和元年度事業実施後の課題等の改善を踏まえ、令和2年度において達成すべき事業目標を具体的にご記入ください。

令和元年度の事業達成度　（Ａ…達成　　Ｂ…達成できなかった部分があるが、達成できた部分の方が多い 　Ｃ…達成できた部分があるが、達
成できなかった部分の方が多い　　Ｄ…未実施　　Ｅ…休止・廃止）

A

１０９　企業における男女共同参画の啓発
令和元年度

事業費決算額
事業名：男女共同参画啓発事業
決算額：139,000円

３　子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる

基本方針
男女共同参画センター・産業振興課

施策内容

事業の概要
◆企業が男女共同参画についての理解を深めるため、国・県・関係機関等が発行するパンフレット等を配布したり、商工会議所と連携し
て研修や講演会等の開催をします。

事業名

２　地域における多様なネットワークの活用と充実
担当課

４　企業における子育て支援対策の促進

令和2年度
事業目標

◆情報紙きらきらのアンケートフォームを見直すとともに、引き続き認定・表彰制度の周知に努めます。（男女共同参画センター）
◆関係機関等と連携を図り、女性の再就業に関する情報提供やセミナーを実施し支援をしてまいります。（産業振興課）

事業対象者からの
意見・感想等の内容

◆【企業との交流会】会社の社風が分かりとても助かりました。今後も利用したい。・起業の方と直接話ができて大変勉強になった。パー
トでの就業希望であるが、選択肢が少なく参加企業が少ない。女性のためのセミナーであれば、パート可や時間に都合がつく企業に多く
参加してもらいたい。　（産業振興課）

事業実施後の成果・課題【事業達成度の根拠となるように事業実施後の成果と課題をご記入ください】

成果【事業を実施した結果どのような成果があったかご記入ください】 課題【事業を実施した結果どのような課題が残ったかご記入ください】

◆市民ボランティアのきらきら編集委員と共に情報紙を作成した結果、きらき
ら編集委員自身もその取り組みの重要性について、改めてご理解いただくこ
とができました。　（男女共同参画センター）
◆女性の採用に積極的な企業が参加により、働くイメージを深めたり、仕事や
企業の雰囲気を知る機会となりました。　（産業振興課）

◆読者の意見や感想を得るため、情報紙きらきらにアンケート用QRコードを掲
載していますが、令和元年度中は1件もご意見は寄せられませんでした。　（男
女共同参画センター）
◆参加者の意見、要望等を踏まえて、参加しやすい環境等を整え、セミナー等
と合わせ展開して必要がある。　（産業振興課）

令和元年度
事業目標

◆「千葉県男女共同事業所表彰制度」などの優れた事業所に対する登録・認定・表彰制度のパンフレットをあらゆる機会で配布し、男女
共同参画を取り組む必要性について周知を図ります。（男女共同参画センター）
◆市内事業所へ子育て支援に関する諸制度の周知、情報提供に努めます。（産業振興課）
◆就業に関する情報提供に努めるとともに、関係機関等と連携し、女性の再チャレンジ支援をしてまいります。（産業振興課）

令和元年度に実施した事業内容

◆「千葉県男女共同事業所表彰制度」などの認定・表彰制度のパンフレットを各講座（週間事業講演会・再チャレンジ支援
講座・啓発講座・パラレルキャリア講座・子育て応援セミナー）で配布し周知しました。　（男女共同参画センター）
◆「えるぼし」「くるみん」を獲得した市内事業所を特集した男女共同参画社会づくり情報紙きらきら第46号を、商工会議所
の会員事業所に配布しました。　（男女共同参画センター）
◆千葉県ジョブサポートセンターと近隣自治体において実施した、再就職を希望する女性の方へ雇用の促進を図ることを
目的とした女性のための再就職支援セミナーに合わせ、企業との交流会に共催により行いました。　（産業振興課）

評価指標

◆千葉県男女共同参画推進事業所
表彰制度の周知回数
◆女性の社会進出を促す就労支援
等のための講座等の実施回数

令和元年度数値

◆パンフレットの配布（講座で5回）、
商工会議所会員に1回
（男女共同参画センター）
◆２回 （産業振興課）
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